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日輪寺観音前遺跡調査区遠景(南西より)

巻首図版





序

 前橋市日輪寺町に所在する日輪寺は、多くの伝説に彩られた県内屈指の名刹であり、

安置された十一面観音立像は、平安時代後～末期に東国で盛行した鉈彫り像の貴重な

類例の一つとして、昭和２６年６月に群馬県指定重要文化財に指定され、毎年１回の開

帳の日には、各地から多くの参拝客が訪れています。

 この古刹の北側では、現在、国道１７号バイパス上武道路の建設が進められており、

それを承けて、日輪寺の南側一帯において、上毛大橋を経て利根川の両岸を結ぶ一般

県道南新井前橋線を上武道路にアクセスするための建設工事が群馬県県土整備部に

よって行われることになりました。本地域は埋蔵文化財包蔵地であることから、群馬

県教育委員会の調整を経て、平成２６年１２月から平成２７年５月にかけて当事業団が発掘

調査を実施しました。その結果、平安時代前期の集落を中心とする多くの遺構・遺物

が発見され、このたび、発掘調査の成果をまとめ、発掘調査報告書を刊行する運びと

なりました。

 発掘調査から報告書の刊行に至るまでには、群馬県前橋土木事務所、群馬県教育委

員会、前橋市教育委員会、地元関係者の方々などに多大なるご指導とご協力を賜りま

した。ここに篤く御礼を申し上げますとともに、本書が地域における歴史の解明に役

立てられますことを願いまして、序といたします。

 平成２９年２月

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長   中 野  三 智 男 





例 言

１

例 言

１ 本書は、(一)南新井前橋線日輪寺工区社会資本総合整備(活力・重点)事業にかかる埋蔵文化財発掘調査報告書であ

る。

２ 所在地  群馬県前橋市日輪寺町宮本３８９、３９０－１、３９０－２、３９０－３、３９４－２、３９５－１、４００－１、同観音前４３－１、

５２、５３－１、５３－２、５４－３、５５、５６－１、５６－２、５７、６９－１

３ 事業主体 群馬県前橋土木事務所

４ 調査主体 公益財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

５ 調査期間  

   (１)履行期間  第一次調査 平成２６年１１月１日～平成２７年３月３１日

           第二次調査 平成２７年４月１日～平成２７年７月３１日

   (２)調査期間  第一次調査 平成２６年１２月１日～平成２７年３月３１日

           第二次調査 平成２７年４月１日～平成２７年５月３１日

６ 調査面積 ９，２０７㎡

７ 発掘調査体制は次の通りである。

   (１)発掘調査担当   

      第一次調査   調査統括・上席専門員 関根愼二

              主任調査研究員 関 俊明、同 藤井義徳、同 小林茂夫、同 小野 隆

      第二次調査   主任調査研究員 長澤典子、専門調査役 飯田陽一

   (２)遺跡掘削工事請負 技研コンサル株式会社

   (３)地上測量業務委託 技研コンサル株式会社

８ 資料整理期間 

   (１)履行期間 

      第一次整理   平成２７年１０月１日～平成２８年３月３１日

      第二次整理   平成２８年１０月１日～平成２９年２月２８日

   (２)資料整理期間 

      第一次整理   平成２７年１０月１日～平成２８年３月３１日

      第二次整理   平成２８年１０月１日～平成２８年１２月３１日

９ 資料整理体制は次の通りである。

   (１)整理担当 

      第一次整理   補佐(総括) 佐藤元彦、専門員(総括) 高島英之

      第二次整理   専門員(総括) 高島英之

   (２)遺物写真撮影   資料統括・補佐(総括) 関 邦一、補佐(総括) 佐藤元彦

   (３)遺物保存処理   資料統括・補佐(総括) 関 邦一

   (４)デジタル編集   主任調査研究員 齊田智彦

１０ 本書作成の担当者は次の通りである。

   (１)編集       専門員(総括) 高島英之

   (２)本文執筆     専門調査役 神谷佳明(第４章第２節)、専門員(総括) 高島英之(前記以外)   



凡 例

１ 本文中に使用した座標・方位は、すべて世界測地系(測地成果２０００)を使用している。

  なお、座標北と真北との偏差は、調査対象地中央付近の座標による。

２ 遺構平面・断面図に記した数値は標高を表し、単位はｍを用いた。

３ 遺構・遺物実測図の縮尺率は原則として以下の通りとした。１：３以外の縮尺の遺物については、遺物番号の後に

縮尺を記入してある。

   遺構  住居１：６０・１：３０ 掘立柱建物１：６０ 溝・河道・畠１：１００・１：５０ 

       鍛冶遺構・窪地１：６０ 井戸・土坑・ピット１：４０

   遺物  大型土器・陶磁器・石製品１：４ 小型土器・陶磁器・石製品１：３

       鉄製品・石製品の一部１：２

４ 本書で掲載した地図は、下記のものを使用した。

    国土地理院 地形図 １：２５，０００「前橋」(平成２２年１２月１日発行)

              １：２５，０００「渋川」(平成１４年１０月１日発行)

          地勢図 １：２００，０００「長野」(平成２４年５月１日発行)

              １：２００，０００「宇都宮」(平成２３年６月１日発行)

   (３)遺物観察表   土  器：専門調査役 神谷佳明

             石  器：資料２課長 津島秀章

             金属製品：資料統括・補佐(総括)  関 邦一

１１ 発掘調査書資料及び出土品は、群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。

１２ 発掘調査及び報告書作成に際しては、下記の機関にご協力、ご指導をいただきました。記して感謝いたします(順

不同)。

    群馬県教育委員会、前橋市教育委員会

５ 遺構図で使用しているスクリントーンは以下の通りとした。

        攪乱          焼土          硬化面         炭・炭化物

        灰面          粘土  

６ 遺物図で使用しているスクリントーンは以下の通りとした。

        灰釉・釉        緑釉          スス・スミ       燻

        内黒          ガラス質        熱変色範囲
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第３５図 Ｂ区ピット平面図・土層断面図(１) ・・・・・・・・・・・・・・・ ６０
第３６図 Ｂ区ピット平面図・土層断面図(２) ・・・・・・・・・・・・・・・ ６１
第３７図 Ｂ区ピット平面図・土層断面図(３) ・・・・・・・・・・・・・・・ ６２
第３８図 Ｂ区遺構外出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６３
第３９図 Ｃ区２号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ ６５
第４０図 Ｃ区３号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ ６６
第４１図 Ｃ区４号住居平面図・土層断面図・出土遺物(１) ・・・・・・・ ６８ 
第４２図 Ｃ区４号住居出土遺物(２) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６９
第４３図 Ｃ区５号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ ６９
第４４図 Ｃ区６・７号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・ ６９ 
第４５図 Ｃ区８号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７１
第４６図 Ｃ区８号住居出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７２
第４７図 Ｃ区９号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７２
第４８図 Ｃ区９号住居出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７３
第４９図 Ｃ区１０号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７３
第５０図 Ｃ区１１号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ ７４
第５１図 Ｃ区１２号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７５
第５２図 Ｃ区１９号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７５
第５３図 Ｃ区１９号住居出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７６
第５４図 Ｃ区２０号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７８
第５５図 Ｃ区２０号住居竈平面図・土層断面図、住居出土遺物(１) ・・ ７９
第５６図 Ｃ区２０号住居出土遺物(２) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８０
第５７図 Ｃ区２１号住居平面図・土層断面図・出土遺物(１) ・・・・・・・ ８１
第５８図 Ｃ区２１号住居竈平面図・土層断面図、住居出土遺物(２) ・・ ８２
第５９図 Ｃ区２２号住居平面図・土層断面図・出土遺物(１) ・・・・・・・ ８３
第６０図 Ｃ区２２号住居竈平面図・土層断面図、住居出土遺物(２) ・・ ８４
第６１図 Ｃ区２２号住居出土遺物(３) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８５
第６２図 Ｃ区２３号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ ８６
第６３図 Ｃ区２３号住居竈平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・ ８７

第６４図 Ｃ区２４号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ ８８
第６５図 Ｃ区２５号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８９
第６６図 Ｃ区２５号住居出土遺物(１) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９０
第６７図 Ｃ区２５号住居出土遺物(２) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９１
第６８図 Ｃ区２６号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９２
第６９図 Ｃ区２６号住居出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９３
第７０図 Ｃ区２７号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ ９４
第７１図 Ｃ区２８号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ ９５
第７２図 Ｃ区２９号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９６
第７３図 Ｃ区２９号住居竈平面図・土層断面図、住居出土遺物 ・・・・・ ９７
第７４図 Ｃ区３０号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９８
第７５図 Ｃ区３１号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９９
第７６図 Ｃ区３１号住居竈平面図・土層断面図、住居出土遺物(１) ・ １００
第７７図 Ｃ区３１号住居出土遺物(２) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０１
第７８図 Ｃ区３１号住居出土遺物(３) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０２
第７９図 Ｃ区３２号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １０４
第８０図 Ｃ区３２号住居竈平面図・土層断面図、住居出土遺物 ・・・・ １０５
第８１図 Ｃ区３３号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １０６
第８２図 Ｃ区３３号住居出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０７
第８３図 Ｃ区３４号住居平面図・土層断面図・出土遺物(１) ・・・・・・ １０８
第８４図 Ｃ区３４号住居出土遺物(２) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０９
第８５図 Ｃ区３５号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・ １１０
第８６図 Ｃ区３６号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・ １１１
第８７図 Ｃ区３７号住居平面図・土層断面図・出土遺物(１) ・・・・・・ １１２
第８８図 Ｃ区３７号住居出土遺物(２) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１３
第８９図 Ｃ区３８号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １１４
第９０図 Ｃ区３８号住居出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１５
第９１図 Ｃ区３９号住居平面図・土層断面図・出土遺物(１) ・・・・・・ １１６
第９２図 Ｃ区３９号住居出土遺物(２) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１７
第９３図 Ｃ区４０号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １１７
第９４図 Ｃ区４０号住居出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１８
第９５図 Ｃ区４１号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・ １１９
第９６図 Ｃ区４２号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・ １１９
第９７図 Ｃ区４３号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・ １２０
第９８図 Ｃ区４４号住居平面図・土層断面図・出土遺物(１) ・・・・・・ １２２
第９９図 Ｃ区４４号住居出土遺物(２) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２３
第１００図 Ｃ区４５号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １２４
第１０１図 Ｃ区４６号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ １２５
第１０２図 Ｃ区４７号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ １２６
第１０３図 Ｃ区４８号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １２７
第１０４図 Ｃ区４９号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ １２８
第１０５図 Ｃ区５０号住居平面図・土層断面図・出土遺物(１) ・・・・・・ １３０
第１０６図 Ｃ区５０号住居竈平面図・土層断面図、住居出土遺物(２) ・ １３１
第１０７図 Ｃ区５１号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １３２
第１０８図 Ｃ区５１号住居出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３３
第１０９図 Ｃ区５２号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １３４
第１１０図 Ｃ区５２号住居出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３５
第１１１図 Ｃ区５３号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ １３６
第１１２図 Ｃ区５４号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １３７
第１１３図 Ｃ区５５号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ １３８
第１１４図 Ｃ区５６号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ １３９
第１１５図 Ｃ区５７号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １４０
第１１６図 Ｃ区５８号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ １４１
第１１７図 Ｃ区５９号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ １４１
第１１８図 Ｃ区３・４・１２・１３・１５号溝平面図・土層断面図、１３・１５号溝

出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４４
第１１９図 Ｃ区１４号溝平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・・ １４５
第１２０図 Ｃ区３・４号河道平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・ １４７
第１２１図 Ｃ区３号河道出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４８
第１２２図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(１) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １５０
第１２３図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(２) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １５３
第１２４図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(３) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １５６
第１２５図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(４) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １５９



第１２６図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(５) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １６１
第１２７図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(６) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １６３
第１２８図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(７) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １６５
第１２９図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(８) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １６７
第１３０図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(９) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １６９
第１３１図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(１０) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １７１
第１３２図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(１１) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １７４
第１３３図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(１２) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １７６
第１３４図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(１３) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １７８
第１３５図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(１４) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １８１
第１３６図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(１５) ・・・・・・・・・・・・・・・・ １８３
第１３７図 Ｃ区土坑平面図・土層断面図(１６)、Ｃ区土坑出土遺物(１) １８４
第１３８図 Ｃ区土坑出土遺物(２) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １８５
第１３９図 Ｃ区ピット平面図・土層断面図(１) ・・・・・・・・・・・・・・ １８６
第１４０図 Ｃ区ピット平面図・土層断面図(２) ・・・・・・・・・・・・・・ １８７
第１４１図 Ｃ区ピット平面図・土層断面図(３) ・・・・・・・・・・・・・・ １８８
第１４２図 Ｃ区ピット平面図・土層断面図(４) ・・・・・・・・・・・・・・ １８９
第１４３図 Ｃ区ピット平面図・土層断面図(５) ・・・・・・・・・・・・・・ １９０
第１４４図 Ｃ区ピット出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９１
第１４５図 Ｃ区遺構外出土遺物(１) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９１
第１４６図 Ｃ区遺構外出土遺物(２) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９２
第１４７図 Ｃ区遺構外出土遺物(３) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９３
第１４８図 Ｄ区１３号住居平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ １９５
第１４９図 Ｄ区１４号住居平面図・土層断面図・出土遺物(１) ・・・・・・ １９７
第１５０図 Ｄ区１４号住居竈平面図・土層断面図、住居出土遺物(２) ・ １９８
第１５１図 Ｄ区１４号住居出土遺物(３) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９９
第１５２図 Ｄ区１５号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ２００
第１５３図 Ｄ区１５号住居出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０１
第１５４図 Ｄ区１６号住居平面図・土層断面図・出土遺物(１) ・・・・・・ ２０２
第１５５図 Ｄ区１６号住居竈平面図・土層断面図、住居出土遺物(２) ・ ２０３
第１５６図 Ｄ区１６号住居出土遺物(３) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０４
第１５７図 Ｄ区１７号住居平面図・土層断面図・出土遺物(１) ・・・・・・ ２０５
第１５８図 Ｄ区１７号住居出土遺物(２) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０６
第１５９図 Ｄ区１８号住居平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０７
第１６０図 Ｄ区１８号住居竈平面図・土層断面図、住居出土遺物(１) ・ ２０８
第１６１図 Ｄ区１８号住居出土遺物(２) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０９
第１６２図 Ｄ区３号掘立柱建物平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・ ２１０
第１６３図 Ｄ区４号掘立柱建物平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・ ２１２
第１６４図 Ｄ区２号畠平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１４

第１６５図 Ｄ区３号畠平面図・土層断面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１５
第１６６図 Ｄ区１号鍛冶遺構平面図・土層断面図・出土遺物(１) ・・・ ２１８
第１６７図 Ｄ区１号鍛冶遺構出土遺物(２) ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１９
第１６８図 Ｄ区１号窪地平面図・土層断面図・出土遺物 ・・・・・・・・・ ２２０
第１６９図 Ｄ区５・６号溝平面図・土層断面図、６号溝出土遺物(１) ２２２
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ＰＬ．１
１．Ａ区全景(南)
２．Ａ区１号掘立柱建物全景(南)
ＰＬ．２
１．Ａ区１号掘立柱建物Ｐ３土層断面(東)
２．Ａ区１号掘立柱建物Ｐ４土層断面(東)
３．Ａ区１号掘立柱建物Ｐ５土層断面(東)
４．Ａ区１号掘立柱建物Ｐ６土層断面(東)
５．Ａ区１号掘立柱建物Ｐ７土層断面(東)
６．Ａ区１号掘立柱建物Ｐ８土層断面(東)
７．Ａ区１号掘立柱建物Ｐ１０土層断面(南)
８．Ａ区２号掘立柱建物ＡＰ４土層断面(南)
ＰＬ．３
１．Ａ区２号掘立柱建物全景(北)
２．Ａ区２号掘立柱建物全景(西)
ＰＬ．４
１．Ａ区１号溝全景(北)
２．Ａ区１号溝全景(西)
ＰＬ．５
１．Ａ区１号溝土層断面Ａ－Ａ′(東)
２．Ａ区１号溝土層断面Ｂ－Ｂ′(北西)
３．Ａ区１号河道土層断面Ａ－Ａ′(北東)
４．Ａ区１号河道土層断面Ｃ－Ｃ′(東)
５．Ａ区１号河道土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
６．Ａ区１号河道全景(西)
ＰＬ．６
１．Ａ区２号河道全景(南)
２．Ａ区１号河道土層断面Ａ－Ａ′(東)
３．Ａ区２号河道土層断面Ｂ－Ｂ′(東)
４．Ａ区２号土坑全景(東)
５．Ａ区２号土坑土層断面(東)
ＰＬ．７
１．Ａ区４号土坑全景(北東)
２．Ａ区４号土坑土層断面(東)
３．Ａ区１０号土坑全景(北西)
４．Ａ区１０号土坑土層断面(北西)
５．Ａ区１５号土坑全景(南)
６．Ａ区１５号土坑土層断面(南)
７．Ａ区２２号土坑全景(北西)
８．Ａ区２２号土坑土層断面(北西)
ＰＬ．８
１．Ａ区２３号土坑全景(東)
２．Ａ区２３号土坑土層断面(東)
３．Ａ区２４号土坑全景(北西)
４．Ａ区２４号土坑土層断面(北西)
５．Ａ区３７号土坑全景(東)
６．Ａ区３７号土坑土層断面(東)
７．Ａ区５４号土坑全景(東)
８．Ａ区５４号土坑土層断面(東)
ＰＬ．９
１．Ｂ１区１面西地区全景(北)
２．Ｂ１区１面東地区全景(北西)
ＰＬ．１０
１．Ｂ１区２面西地区全景(北西)
２．Ｂ２区１面全景(北東)
３．Ｂ２区２面全景(南西)
ＰＬ．１１
１．Ｂ３区全景(東)
２．Ｂ４区全景(北東)
３．Ｂ４区全景(北西)
ＰＬ．１２
１．Ｂ区１号住居全景(西)
２．Ｂ区１号住居土層断面(南)

３．Ｂ区１号住居竈(西)
４．Ｂ区１号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
５．Ｂ区１号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(西)
ＰＬ．１３
１．Ｂ区１号住居竈掘方(西)
２．Ｂ区１号畠全景(東)
３．Ｂ区４号畠(手前)・１号畠(奥)全景(西)
４．Ｂ区１号井戸全景(南)
５．Ｂ区１号井戸土層断面(南)
６．Ｂ区２号井戸全景(南)
７．Ｂ区２号井戸遺物出土状況(南)
８．Ｂ区２号井戸土層断面(南)
ＰＬ．１４
１．Ｂ区２９号土坑全景(東)
２．Ｂ区２９号土坑土層断面(東)
３．Ｂ区３０号土坑全景(東)
４．Ｂ区３０号土坑土層断面(東)
５．Ｂ区３１号土坑全景(北)
６．Ｂ区３１号土坑土層断面(北)
７．Ｂ区３２号土坑全景・土層断面(北)
８．Ｂ区３３号土坑全景(北)
ＰＬ．１５
１．Ｂ区３４号土坑全景(南) 
２．Ｂ区３４号土坑土層断面(東)
３．Ｂ区３５号土坑全景(南東)
４．Ｂ区３５号土坑土層断面(西)
５．Ｂ区３６号土坑全景・土層断面(南)
６．Ｂ区５６号土坑全景(北西)
７．Ｂ区５６号土坑遺物出土状況１(北)
８．Ｂ区５６号土坑遺物出土状況２(南)
ＰＬ．１６
１．Ｂ区５７号土坑土層断面(北西)
２．Ｂ区５８号土坑全景(北)
３．Ｂ区５８号土坑土層断面(北)
４．Ｂ区５９号土坑土層断面(北西)
５．Ｂ区６１号土坑全景(西)
６．Ｂ区６１号土坑土層断面(南)
７．Ｂ区６７号土坑全景(北西)
８．Ｂ区６７号土坑土層断面(南)
ＰＬ．１７
１．Ｂ区７３号土坑全景(西)
２．Ｂ区７３号土坑土層断面(南)
３．Ｂ区７７号土坑全景(北西)
４．Ｂ区７７号土坑土層断面(南)
５．Ｂ区８５・８６号土坑土層断面(南)
６．Ｂ区８８号土坑全景(東)
７．Ｂ区８８号土坑土層断面(東)
８．Ｂ区８９号土坑全景(西)
ＰＬ．１８
１．Ｂ区２７６・２７７号ピット全景(西)
２．Ｂ区２７８号ピット全景(南)
３．Ｂ区２８５ ～ ２８７号ピット全景(西)
４．Ｂ区２８９・２９９・３０２ ～ ３０５号ピット全景(西)
５．Ｃ・Ｄ区全景
ＰＬ．１９
１．Ｃ２・３区全景(西)
２．Ｃ２区全景空撮
ＰＬ．２０
１．Ｃ４区全景空撮
２．Ｃ１区全景(南)
ＰＬ．２１
１．Ｃ区２号住居全景(西)
２．Ｃ区２号住居遺物出土状況(西)
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３．Ｃ区３号住居全景(西)
４．Ｃ区３号住居土層断面(西)
５．Ｃ区３号住居竈(西)
６．Ｃ区３号住居竈土層断面(西)
７．Ｃ区４号住居全景(西)
８．Ｃ区４号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(東)
ＰＬ．２２
１．Ｃ区４号住居竈(西)
２．Ｃ区４号住居竈遺物出土状況(西)
３．Ｃ区４号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
４．Ｃ区４号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(西)
５．Ｃ区８号住居全景(西)
６．Ｃ区８号住居土層断面Ａ－Ａ′(北)
７．Ｃ区８号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
８．Ｃ区８号住居竈(西)
ＰＬ．２３
１．Ｃ区８号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(西)
２．Ｃ区８号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
３．Ｃ区９号住居全景(西)
４．Ｃ区９号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(北西)
５．Ｃ区９号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
６．Ｃ区９号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(北西)
７．Ｃ区１０号住居全景(西)
８．Ｃ区１０号住居土層断面Ａ－Ａ′(東)
ＰＬ．２４
１．Ｃ区１１号住居全景(西)
２．Ｃ区１１号住居竈(西)
３．Ｃ区１１号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(西)
４．Ｃ区１１号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(西)
５．Ｃ区１１号住居竈掘方(西)
６．Ｃ区１２号住居全景(西)
７．Ｃ区１２号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
８．Ｃ区１２号住居土層断面Ａ－Ａ′部分(南)
ＰＬ．２５
１．Ｃ区１２号住居竈掘方(西)
２．Ｃ区１９号住居全景(西)
３．Ｃ区１９号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
４．Ｃ区１９号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
５．Ｃ区１９号住居掘方全景(西)
６．Ｃ区１９号住居床下土坑１土層断面(西)
７．Ｃ区１９号住居床下土坑２土層断面(西) 
８．Ｃ区１９号住居ピット１土層断面(西)
ＰＬ．２６
１．Ｃ区２０号住居全景(西)
２．Ｃ区２０号住居遺物出土状況(西)
３．Ｃ区２０号住居土層断面Ａ－Ａ′(北)
４．Ｃ区２０号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
５．Ｃ区２０号住居竈全景(西)
６．Ｃ区２０号住居竈土層断面Ａ－Ａ′(北)
７．Ｃ区２０号住居竈土層断面Ｅ－Ｅ′(西)
８．Ｃ区２０号住居掘方全景(西)
ＰＬ．２７
１．Ｃ区２１号住居全景(西)
２．Ｃ区２１号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
３．Ｃ区２１号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
４．Ｃ区２１号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
５．Ｃ区２１号住居掘方全景(西)
６．Ｃ区２２号住居全景(西)
７．Ｃ区２２号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
８．Ｃ区２２号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
ＰＬ．２８
１．Ｃ区２２号住居竈全景(西)
２．Ｃ区２２号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′南側(西)
３．Ｃ区２２号住居跡竈土層断面Ｄ－Ｄ′北側(西)    
４．Ｃ区２２号住居竈掘方(西)
５．Ｃ区２２号住居貯蔵穴全景(西)

６．Ｃ区２２号住居貯蔵穴土層断面(西)
７．Ｃ区２３号住居掘方全景(西)
８．Ｃ区２３号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
ＰＬ．２９
１．Ｃ区２３号住居竈(西)
２．Ｃ区２３号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
３．Ｃ区２３号住居竈土層断面(西)
４．Ｃ区２３号住居竈掘方(西)
５．Ｃ区２４号住居全景(西)
６．Ｃ区２４号住居竈(西)
７．Ｃ区２４号住居竈土層断面Ｂ－Ｂ′(南) 
８．Ｃ区２４号住居竈掘方土層断面Ｃ－Ｃ′(西)
ＰＬ．３０
１．Ｃ区２５号住居全景(西)
２．Ｃ区２５号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
３．Ｃ区２５号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
４．Ｃ区２５号住居竈遺物出土状況(西)
５．Ｃ区２５号住居竈(西)
６．Ｃ区２５号住居竈土層断面Ｅ－Ｅ′(南)
７．Ｃ区２５号住居竈土層断面Ｆ－Ｆ′(西)
８．Ｃ区２５号住居床下土坑１土層断面(南)
ＰＬ．３１
１．Ｃ区２５号住居床下土坑２(西)
２．Ｃ区２５号住居床下土坑２土層断面(南)
３．Ｃ区２５号住居掘方全景(西)
４．Ｃ区２６号住居全景(西)
５．Ｃ区２６号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)    
６．Ｃ区２６号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(東)
７．Ｃ区２６号住居竈土層断面Ｅ－Ｅ′(南)
８．Ｃ区２６号住居竈土層断面Ｆ－Ｆ′(西)
ＰＬ．３２
１．Ｃ区２６号住居竈(西)
２．Ｃ区２６号住居竈掘方(西)
３．Ｃ区２６号住居床下土坑１(西)
４．Ｃ区２６号住居床下土坑１土層断面(南)
５．Ｃ区２６号住居床下土坑２土層断面(西)
６．Ｃ区２６号住居掘方全景(西)
７．Ｃ区２７号住居全景(西)
８．Ｃ区２７号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
ＰＬ．３３
１．Ｃ区２７号住居竈(西)
２．Ｃ区２７号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(北)
３．Ｃ区２７号住居竈土層断面Ｅ－Ｅ′(西)
４．Ｃ区２９・３０号住居全景(西)
５．Ｃ区２９号住居遺物出土状況(西)
６．Ｃ区２９号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
７．Ｃ区２９号住居土層断面Ｃ－Ｃ′(西)
８．Ｃ区２９号住居竈(西)
ＰＬ．３４
１．Ｃ区２９号住居竈土層断面Ｈ－Ｈ′(西)
２．Ｃ区２９号住居竈掘方土層断面Ｈ－Ｈ′(西)
３．Ｃ区２９号住居床下土坑２(西)
４．Ｃ区２９号住居床下土坑２土層断面(南)
５．Ｃ区２９号住居床下土坑３(北西)
６．Ｃ区２９号住居床下土坑３土層断面(西)
７．Ｃ区２９号住居掘方全景(西)
８．Ｃ区３１号住居全景(西)
ＰＬ．３５
１．Ｃ区３１号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
２．Ｃ区３１号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
３．Ｃ区３１号住居竈Ａ(西)
４．Ｃ区３１号住居竈Ａ土層断面Ｅ－Ｅ′(南)
５．Ｃ区３１号住居竈Ａ土層断面Ｆ－Ｆ′(西)     
６．Ｃ区３１号住居竈Ｂ(西)
７．Ｃ区３１号住居竈Ｂ土層断面Ｇ－Ｇ′(南)
８．Ｃ区３１号住居床下土坑１(北)



ＰＬ．３６
１．Ｃ区３１号住居床下土坑土層断面(南)
２．Ｃ区３１号住居掘方全景(西)
３．Ｃ区３２号住居全景(西)
４．Ｃ区３２号住居土層断面(南西)
５．Ｃ区３２号住居竈(西)
６．Ｃ区３２号住居竈土層断面Ｅ－Ｅ′(南)
７．Ｃ区３２号住居竈土層断面Ｆ－Ｆ′(西)
８．Ｃ区３２号住居床下ピット１土層断面(西)
ＰＬ．３７
１．Ｃ区３２号住居床下ピット１土層断面(西)
２．Ｃ区３２号住居掘方全景(西)
３．Ｃ区３３号住居全景(西)
４．Ｃ区３３号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
５．Ｃ区３３号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
６．Ｃ区３３号住居竈(西)
７．Ｃ区３３号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(西)
８．Ｃ区３３号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(西)
ＰＬ．３８
１．Ｃ区３３号住居床下土坑１(南)
２．Ｃ区３３号住居床下土坑１土層断面(南)
３．Ｃ区３３号住居掘方全景(西)
４．Ｃ区３４号住居全景(西)
５．Ｃ区３４号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
６．Ｃ区３４号住居竈(西)
７．Ｃ区３４号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(南西)
８．Ｃ区３４号住居竈土層断面Ｅ－Ｅ′(北西)
ＰＬ．３９
１．Ｃ区３５号住居全景(西)
２．Ｃ区３５号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
３．Ｃ区３５号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
４．Ｃ区３５号住居竈(北西)
５．Ｃ区３５号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(南)
６．Ｃ区３５号住居竈土層断面Ｅ－Ｅ′(西)
７．Ｃ区３５号住居全景(西)
８．Ｃ区３７号住居全景(西)
ＰＬ．４０
１．Ｃ区３７号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(東)
２．Ｃ区３７号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(西)
３．Ｃ区３８号住居遺物出土状況(西)
４．Ｃ区３８号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
５．Ｃ区３８号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(東)
６．Ｃ区３８号住居竈(西)
７．Ｃ区３８号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(南)
８．Ｃ区３８号住居竈土層断面Ｅ－Ｅ′(西)
ＰＬ．４１
１．Ｃ区３８号住居竈掘方(西)
２．Ｃ区３８号住居床下土坑土層断面(西)
３．Ｃ区３８号住居掘方全景(西)
４．Ｃ区４０号住居全景(南)
５．Ｃ区４０号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
６．Ｃ区４０号住居竈(西)
７．Ｃ区４０号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
８．Ｃ区４０号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(西)
ＰＬ．４２
１．Ｃ区４０号住居竈掘方(西)
２．Ｃ区４１号住居全景(西)
３．Ｃ区４１号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
４．Ｃ区４１号住居竈(西)
５．Ｃ区４１号住居竈土層断面Ｂ－Ｂ′(南)
６．Ｃ区４１号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(西)
７．Ｃ区４２号住居全景(北)
８．Ｃ区４２号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(南西)
ＰＬ．４３
１．Ｃ区４３号住居全景(西)
２．Ｃ区４３号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)

３．Ｃ区４３号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(東)
４．Ｃ区４３号住居掘方全景(西)
５．Ｃ区４４号住居全景(西)
６．Ｃ区４４号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
７．Ｃ区４４号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(東)
８．Ｃ区４４号住居竈(西)
ＰＬ．４４
１．Ｃ区４４号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
２．Ｃ区４４号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(西)
３．Ｃ区４５号住居全景(西)
４．Ｃ区４５号住居竈土層断面Ｂ－Ｂ′(南)
５．Ｃ区４６号住居全景(西)
６．Ｃ区４６号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
７．Ｃ区４６号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(東)
８．Ｃ区４６号住居竈(西)
ＰＬ．４５
１．Ｃ区４６号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(西)
２．Ｃ区４６号住居竈掘方(西)
３．Ｃ区４７号住居全景(北)
４．Ｃ区４７号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(東)
５．Ｃ区４７号住居床下土坑１(西)
６．Ｃ区４７号住居床下土坑土層断面(南東)
７．Ｃ区４７号住居掘方全景(西)  
８．Ｃ区４８号住居全景(西)
ＰＬ．４６
１．Ｃ区４８号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
２．Ｃ区４８号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(東)
３．Ｃ区４９号住居全景(西)
４．Ｃ区５０号住居全景(西)
５．Ｃ区５０号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
６．Ｃ区５０号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
７．Ｃ区５０号住居竈(西)
８．Ｃ区５０号住居竈土層断面Ｅ－Ｅ′(南)
ＰＬ．４７
１．Ｃ区５０号住居竈土層断面Ｆ－Ｆ′(西)
２．Ｃ区５０号住居竈掘方(西)
３．Ｃ区５０号住居ピット２土層断面(西)
４．Ｃ区５０号住居掘方全景(西)
５．Ｃ区５１号住居全景(西)
６．Ｃ区５１号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
７．Ｃ区５１号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
８．Ｃ区５１号住居竈(西)
ＰＬ．４８
１．Ｃ区５１号住居竈土層断面Ｅ－Ｅ′(南)
２．Ｃ区５１号住居竈土層断面Ｆ－Ｆ′(西)
３．Ｃ区５１号住居竈掘方(西)
４．Ｃ区５１号住居床下ピット１・２(南)
５．Ｃ区５１号住居床下ピット１土層断面(南)
６．Ｃ区５１号住居床下ピット２土層断面(南)
７．Ｃ区５２号住居全景(西)
８．Ｃ区５２号住居竈(北西)
ＰＬ．４９
１．Ｃ区５２号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′１(南)
２．Ｃ区５２号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′２(南)
３．Ｃ区５２号住居竈Ｅ－Ｅ′(西)
４．Ｃ区５２号住居竈遺物出土状況(西)
５．Ｃ区５２号住居竈掘方(西)
６．Ｃ区５２号住居床下土坑(北)
７．Ｃ区５２号住居床下土坑土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
８．Ｃ区５３号住居全景(西)
ＰＬ．５０
１．Ｃ区５２号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
２．Ｃ区５２号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(東)
３．Ｃ区５３号住居竈(西)
４．Ｃ区５３号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
５．Ｃ区５３号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(西)



６．Ｃ区５３号住居竈掘方(西)
７．Ｃ区５４号住居竈(北西)
８．Ｃ区５４号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(南西)
ＰＬ．５１
１．Ｃ区５４号住居竈掘方(西)
２．Ｃ区５５号住居全景(西)
３．Ｃ区５５号住居竈土層断面Ｂ－Ｂ′(南)
４．Ｃ区５６号住居全景(西)
５．Ｃ区５６号住居土層断面Ａ－Ａ′部分(南)
６．Ｃ区５７号住居全景(西)
７．Ｃ区５７号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
８．Ｃ区５７号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(東)
ＰＬ．５２
１．Ｃ区５７号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
２．Ｃ区５８号住居全景(西)
３．Ｃ区５８号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(南)
４．Ｃ区５８号住居土層断面Ａ－Ａ′(西)
５．Ｃ区５９号住居全景(西)
６．Ｃ区５９号住居竈(西)
７．Ｃ区５９号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
８．Ｃ区５９号住居遺物出土状況(西)
ＰＬ．５３
１．Ｃ区３～５号溝全景(北)
２．Ｃ区３号溝土層断面Ａ－Ａ′(南)
３．Ｃ区４号溝土層断面Ａ－Ａ′(南)
４．Ｃ区１２号溝全景(北)
５．Ｃ区１３号溝土層断面Ａ－Ａ′(西)
ＰＬ．５４
１．Ｃ区１３号溝全景(東)
２．Ｃ３区１４号溝(西)
３．Ｃ区１４号溝全景(南西)
ＰＬ．５５
１．Ｃ３区１４号溝(南)
２．Ｃ３区１４号溝(西)
ＰＬ．５６
１．Ｃ３区１４号溝(南)
２．Ｃ４区１４号溝(東)
３．Ｃ３区１４号溝土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
４．Ｃ４区１４号溝土層断面Ｅ－Ｅ′(西)
５．Ｃ３区１４号溝遺物出土状況(西)
６．Ｃ３区１４号溝遺物出土状況(西)
ＰＬ．５７
１．Ｃ区１５号溝(西)
２．Ｃ区１５号溝(南)
３．Ｃ区１５号溝土層断面Ａ－Ａ′(南)
４．Ｃ区１５号溝土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
ＰＬ．５８
１．Ｃ区３号河道検出状況(東)
２．Ｃ区３号河道検出状況(東)
３．Ｃ区３号河道検出状況(東)
４．Ｃ区３号河道遺物出土状況(西)
５．Ｃ区３号河道遺物出土状況(南東)
６．Ｃ区３号河道遺物出土状況(東)
７．Ｃ区３号河道遺物出土状況(東)
ＰＬ．５９
１．Ｃ区３号河道全景(南)
２．Ｃ区３号河道土層断面Ａ－Ａ′(南)
３．Ｃ区３号河道土層断面Ｂ－Ｂ′(南)
４．Ｃ区３号河道全景(北)
ＰＬ．６０
１．Ｃ区９２号土坑全景(北)
２．Ｃ区９２号土坑土層断面(南)
３．Ｃ区９３号土坑全景(北)
４．Ｃ区９３号土坑土層断面(西)
５．Ｃ区９４号土坑全景(北)
６．Ｃ区９４号土坑土層断面(南)

７．Ｃ区９５号土坑全景(南)
８．Ｃ区９５号土坑土層断面(南西)
９．Ｃ区９６号土坑全景(西)
１０．Ｃ区９６号土坑土層断面(南西)
１１．Ｃ区９７号土坑全景(東)
１２．Ｃ区９７号土坑土層断面(東)
１３．Ｃ区９８号土坑全景(北)
１４．Ｃ区９８号土坑土層断面(東)
１５．Ｃ区９９号土坑全景(南)
ＰＬ．６１
１．Ｃ区９９号土坑土層断面(東)
２．Ｃ区１００号土坑全景(北)
３．Ｃ区１００号土坑土層断面(南東)
４．Ｃ区１０１号土坑全景(北)
５．Ｃ区１０１号土坑土層断面(東)
６．Ｃ区１０２号土坑全景(東)
７．Ｃ区１０２号土坑土層断面(南)
８．Ｃ区１０３号土坑全景(西)
９．Ｃ区１０４号土坑全景(西)
１０．Ｃ区１０５号土坑全景(北)
１１．Ｃ区１０６号土坑全景(南)
１２．Ｃ区１０７・１０８号土坑全景(西)
１３．Ｃ区１０９号土坑全景(西)
１４．Ｃ区１０９号土坑土層断面(西)
１５．Ｃ区１１１号土坑全景(西)
ＰＬ．６２
１．Ｃ区１１２号土坑全景(南)
２．Ｃ区１１２号土坑土層断面(南)
３．Ｃ区１１３ ～ １１５号土坑全景(北西)
４．Ｃ区１１６ ～ １１８号土坑全景(西)
５．Ｃ区１１９号土坑全景(西)
６．Ｃ区１１９号土坑土層断面(南)
７．Ｃ区１２０号土坑全景・土層断面(西)
８．Ｃ区１２６ ～ １２８号土坑(北)
９．Ｃ区１２６ ～ １２８号土坑土層断面(北)
１０．Ｃ区１２９号土坑全景・土層断面(北)
１１．Ｃ区１３０号土坑全景(西)
１２．Ｃ区１３０号土坑土層断面(西)
１３．Ｃ区１５７号土坑全景(南)
１４．Ｃ区１５７号土坑土層断面(南)
１５．Ｃ区１５８号土坑全景・土層断面(西)
ＰＬ．６３
１．Ｃ区１５９号土坑全景(西)
２．Ｃ区１５９号土坑土層断面(西)
３．Ｃ区１６２号土坑全景(西)
４．Ｃ区１６２号土坑土層断面(南)
５．Ｃ区１６４号土坑土層断面(西)
６．Ｃ区１６５号土坑全景(南)
７．Ｃ区１６６号土坑全景(西)
８．Ｃ区１６７号土坑全景(西)
９．Ｃ区１６７・１６８号土坑、３０８号ピット土層断面(西)
１０．Ｃ区１６８号土坑全景(西)
１１．Ｃ区１６９号土坑全景(北西)
１２．Ｃ区１６９号土坑土層断面(南西)
１３．Ｃ区１７１号土坑土層断面(西)
１４．Ｃ区１７２号土坑土層断面(西)
１５．Ｃ区１７３号土坑全景(南)
ＰＬ．６４
１．Ｃ区１７３号土坑土層断面(南)
２．Ｃ区１７４号土坑全景(西)
３．Ｃ区１７５号土坑全景(西)
４．Ｃ区１７５号土坑土層断面(西)
５．Ｃ区２２２号土坑全景(南)
６．Ｃ区２２８・２２９・２３５号土坑全景(西)
７．Ｃ区２２８・２２９号土坑土層断面(北西)
８．Ｃ区２３０号土坑全景(東)



９．Ｃ区２３０号土坑土層断面(東)
１０．Ｃ区２３３号土坑全景(西)
１１．Ｃ区２３３号土坑土層断面(西)
１２．Ｃ区２３５号土坑土層断面(南)
１３．Ｃ区２３８号土坑全景(西)
１４．Ｃ区２３８号土坑土層断面(西)
１５．Ｃ区２３９号土坑全景・土層断面(北西)
ＰＬ．６５
１．Ｃ区２４０号土坑全景・土層断面(北)
２．Ｃ区２４１号土坑全景(北)
３．Ｃ区２４１号土坑土層断面(西)
４．Ｃ区２４３号土坑全景(南)
５．Ｃ区２４３号土坑土層断面(南西)
６．Ｃ区２４５号土坑全景(西)
７．Ｃ区２４５号土坑土層断面(西)
８．Ｃ区２４６号土坑全景(東)
９．Ｃ区２４６号土坑土層断面(東)
１０．Ｃ区２４７号土坑全景(南)
１１．Ｃ区２４７号土坑土層断面(南)
１２．Ｃ区２５１号土坑全景(南)
１３．Ｃ区２５１号土坑土層断面(南)
１４．Ｃ区２５２号土坑全景(西)
１５．Ｃ区２５２号土坑土層断面(西)
ＰＬ．６６
１．Ｃ区２４４号土坑全景(南)
２．Ｃ区２４４号土坑土層断面(南)
３．Ｃ区２４４号土坑遺物出土状況１(北西)
４．Ｃ区２４４号土坑遺物出土状況２(南)
５．Ｃ区２４４号土坑遺物出土状況３(南)
６．Ｃ区２４４号土坑遺物出土状況４(南)
７．Ｃ区２４４号土坑掘方(南)
ＰＬ．６７
１．Ｃ区２５３号土坑検出状況(南)
２．Ｃ区２５３号土坑土層断面(南)
３．Ｃ区２５３号土坑出土礫
４．Ｃ区２５５号土坑全景(南)
５．Ｃ区２５５号土坑土層断面(南)
６．Ｃ区２５６号土坑全景(南)
７．Ｃ区２５６号土坑土層断面(南)
８．Ｃ区２５７号土坑全景(南)
９．Ｃ区２５８・２５９号土坑全景(西)
１０．Ｃ区２５８・２５９号土坑土層断面(西)
１１．Ｃ区２６２・２６３・２６６・２６７号土坑全景(西)
１２．Ｃ区２６６・２６７号土坑土層断面(西)
１３．Ｃ区２６８・２６９号土坑全景(北)
１４．Ｃ区２７１号土坑全景(南)
１５．Ｃ区２７１号土坑土層断面(南)
ＰＬ．６８
１．Ｃ区２７２・２７５号土坑全景(東)
２．Ｃ区２７３号土坑全景(南)
３．Ｃ区２７３号土坑土層断面(東)
４．Ｃ区２７４号土坑全景(南)
５．Ｃ区２７４号土坑土層断面(南)
６．Ｃ区２７５号土坑土層断面(東)
７．Ｃ区２７６号土坑全景(南)
８．Ｃ区２７７号土坑全景(南東)
９．Ｃ区２７７号土坑土層断面(南)
１０．Ｃ区２７８号土坑全景・土層断面(南)
１１．Ｃ区２７９号土坑全景・土層断面(南)
１２．Ｃ区２８０号土坑全景(南東)
１３．Ｃ区２８０号土坑土層断面(東)
１４．Ｃ区２８１号土坑全景(南東)
１５．Ｃ区２８１号土坑土層断面(南東)
ＰＬ．６９
１．Ｃ区２８２・２８３号土坑全景(北西)
２．Ｃ区２８２・２８３号土坑土層断面(南西)

３．Ｃ区２９２号土坑土層断面(南)
４．Ｃ区２９３・２９４号土坑全景(南)
５．Ｃ区２９３・２９４号土坑土層断面(南)
６．Ｃ区２９５・２９６号土坑全景(南)
７．Ｃ区２９５・２９６号土坑土層断面(南)
８．Ｃ区２９７号土坑全景(南)
９．Ｃ区２９７号土坑土層断面(南)
１０．Ｃ区２９８・３０２ ～ ３０６号土坑全景(南)
１１．Ｃ区２９８号土坑土層断面(南)
１２．Ｃ区２９９号土坑全景(南)
１３．Ｃ区３０１号土坑全景(南)
１４．Ｃ区３０２号土坑全景(南)
１５．Ｃ区３０２号土坑土層断面(南)
ＰＬ．７０
１．Ｃ区３０３・３０４号土坑土層断面(東)
２．Ｃ区３０４号土坑全景(南)
３．Ｃ区３０５号土坑全景(南)
４．Ｃ区３０５・３０６号土坑土層断面(東)
５．Ｃ区３１２・３１３号土坑全景(南)
６．Ｃ区３１２・３１３号土坑土層断面(南)
７．Ｃ区３１４号土坑全景(南)
８．Ｃ区３１４号土坑土層断面(南)
９．Ｃ区３１５号土坑全景(南)
１０．Ｃ区３１５号土坑土層断面(南) 
１１．Ｃ区３１６・３１７号土坑全景(東)
１２．Ｃ区３１６号土坑土層断面(東)
１３．Ｃ区３１７号土坑土層断面(東)
１４．Ｃ区３１８号土坑全景(東)
１５．Ｃ区３１８号土坑土層断面(東)
ＰＬ．７１
１．Ｃ区３１９号土坑全景(南)
２．Ｃ区３１９号土坑土層断面(南)
３．Ｃ区３２０号土坑全景(南)
４．Ｃ区３２０号土坑土層断面(南)
５．Ｃ区３２１号土坑全景(南)
６．Ｃ区３２１号土坑土層断面(南)
７．Ｃ区３２２号土坑全景(南)
８．Ｃ区３２２号土坑土層断面(南)
９．Ｃ区３０７号ピット全景(西)
１０．Ｃ区３１０号ピット全景(西)
１１．Ｃ区３１３・３１４号ピット全景(西)
１２．Ｃ区４２２号ピット全景(南)
１３．Ｃ区４２３号ピット全景(南)
１４．Ｃ区４２９号ピット全景(南)
１５．Ｃ区４５２号ピット全景(南)
ＰＬ．７２
１．Ｃ区４６３号ピット全景(西)
２．Ｃ区４６４号ピット全景(東)
３．Ｃ区４６４号ピット遺物出土状況(西)
４．Ｃ区４６４号ピット土層断面(西)
５．Ｃ区４６９号ピット全景(南)
６．Ｃ区４７０号ピット全景(南東)
７．Ｃ区４７３号ピット全景(南)
８．Ｃ区４７３号ピット土層断面(南)
９．Ｃ区４８８号ピット全景(西)
１０．Ｃ区４８９号ピット全景(南)
１１．Ｃ区４８９号ピット土層断面(南)
１２．Ｃ区４９２号ピット全景(南)
１３．Ｃ区４９２号ピット土層断面(西)
１４．Ｃ区４９５号ピット全景(西)
１５．Ｃ区４９６号ピット全景(南)
ＰＬ．７３
１．Ｄ区全景
２．調査区遠景(南)
ＰＬ．７４
１．Ｄ区１３号住居全景(西)



２．Ｄ区１３号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
３．Ｄ区１３号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
４．Ｄ区１４号住居全景(西)
５．Ｄ区１４号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
６．Ｄ区１４号住居炭化物・遺物検出状況１(北西)
７．Ｄ区１４号住居炭化物・遺物検出状況２(北西)
８．Ｄ区１４号住居炭化物・遺物検出状況３(北)
ＰＬ．７５
１．Ｄ区１４号住居南側張出部炭化物出土状況１(北)
２．Ｄ区１４号住居南側張出部炭化物出土状況２(西)
３．Ｄ区１４号住居南側張出部炭化物出土状況３(南)
４．Ｄ区１４号住居南側張出部炭化物出土状況４(西)
５．Ｄ区１４号住居竈(西)  
６．Ｄ区１４号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′１(南)
７．Ｄ区１４号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′２(南)
８．Ｄ区１４号住居竈土層断面Ｅ－Ｅ′(西)
ＰＬ．７６
１．Ｄ区１４号住居竈遺物出土状況１(西)
２．Ｄ区１４号住居竈遺物出土状況２(西)
３．Ｄ区１４号住居竈遺物出土状況３(西)      
４．Ｄ区１４号住居竈掘方(西)
５．Ｄ区１４号住居貯蔵穴(西)
６．Ｄ区１４号住居貯蔵穴土層断面(西)
７．Ｄ区１４号住居床下土坑(西)
８．Ｄ区１４号住居床下土坑土層断面(西)
ＰＬ．７７
１．Ｄ区１４号住居ピット１(南)
２．Ｄ区１４号住居ピット１土層断面(南)
３．Ｄ区１４号住居ピット２(北)
４．Ｄ区１４号住居ピット２土層断面(北)
５．Ｄ区１５号住居全景(西)
６．Ｄ区１５号住居土層断面Ａ－Ａ′(北)
７．Ｄ区１５号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
８．Ｄ区１５号住居竈(西)
ＰＬ．７８
１．Ｄ区１５号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
２．Ｄ区１５号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(西)
３．Ｄ区１５号住居竈掘方(西)
４．Ｄ区１５号住居掘方全景(西)
５．Ｄ区１６号住居全景(西)
６．Ｄ区１６号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
７．Ｄ区１６号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)
８．Ｄ区１６号住居遺物出土状況１(西)
ＰＬ．７９
１．Ｄ区１６号住居遺物出土状況２(西)
２．Ｄ区１６号住居遺物出土状況３(西)
３．Ｄ区１６号住居遺物出土状況４(西)
４．Ｄ区１６号住居遺物出土状況５(西)
５．Ｄ区１６号住居竈(西)
６．Ｄ区１６号住居竈遺物・炭化物出土状況(西)
７．Ｄ区１６号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
８．Ｄ区１６号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(西)
ＰＬ．８０
１．Ｄ区１６号住居竈掘方(西)
２．Ｄ区１６号住居竈掘方土層断面Ｃ－Ｃ′(南) 
３．Ｄ区１６号住居竈掘方土層断面Ｄ－Ｄ′(西)
４．Ｄ区１６号住居掘方全景(西)
５．Ｄ区１６号住居掘方土層断面Ａ－Ａ′(南)
６．Ｄ区１７号住居全景(西)
７．Ｄ区１７号住居土層断面Ａ－Ａ′(南東)
８．Ｄ区１７号住居竈(西)
ＰＬ．８１
１．Ｄ区１７号住居竈土層断面Ｂ－Ｂ′(南)
２．Ｄ区１７号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(西)
３．Ｄ区１８号住居全景(西)
４．Ｄ区１８号住居土層断面Ｂ－Ｂ′(西)

５．Ｄ区１８号住居土層断面Ａ－Ａ′(南)
６．Ｄ区１８号住居遺物出土状況１(西)
７．Ｄ区１８号住居遺物出土状況２(西)
８．Ｄ区１８号住居竈(西)
ＰＬ．８２
１．Ｄ区１８号住居竈土層断面Ｃ－Ｃ′(南)
２．Ｄ区１８号住居竈土層断面Ｄ－Ｄ′(西)
３．Ｄ区１８号住居竈掘方(西)
４．Ｄ区１８号住居炭化物検出状況(西)
５．Ｄ区１８号住居貯蔵穴(西)
６．Ｄ区１８号住居ピット１土層断面Ｆ－Ｆ′(西)
７．Ｄ区１８号住居ピット２土層断面Ｇ－Ｇ′(西)
８．Ｄ区１８号住居ピット３・４土層断面Ｈ－Ｈ′(西)
ＰＬ．８３
１．Ｄ区１８号住居掘方全景(西)
２．Ｄ区３号掘立柱建物全景(西)
３．Ｄ区３号掘立柱建物ピット８(北)
４．Ｄ区４号掘立柱建物全景(西)
５．Ｄ区４号掘立柱建物ピット４(南)
６．Ｄ区４号掘立柱建物ピット５(南)
７．Ｄ区４号掘立柱建物ピット６(南) 
８．Ｄ区４号掘立柱建物ピット７(南)
ＰＬ．８４
１．Ｄ区４号掘立柱建物ピット１０(南)
２．Ｄ区４号掘立柱建物ピット１１(右・南)
３．Ｄ区２号畠全景(東)
４．Ｄ区２号畠部分(東)
ＰＬ．８５
１．Ｄ区３号畠全景(東)
２．Ｄ区３号畠土層断面Ａ－Ａ′(東)
３．Ｄ区１号鍛冶遺構全景(西)
４．Ｄ区１号鍛冶遺構土層断面Ａ－Ａ′(西)
５．Ｄ区１号鍛冶遺構掘方土層断面Ａ－Ａ′(西)
ＰＬ．８６
１．Ｄ区１号鍛冶遺構ピット２・３土層断面Ｇ－Ｇ′(西)
２．Ｄ区１号鍛冶遺構ピット４土層断面Ｈ－Ｈ′(東)
３．Ｄ区１号鍛冶遺構掘方全景(南)
４．Ｄ区窪地全景(東)
５．Ｄ区窪地全景(北東)
６．Ｄ区窪地土層断面Ａ－Ａ′(南)
７．Ｄ区５号溝土層断面Ａ－Ａ′(西)
８．Ｄ区６号溝土層断面Ａ－Ａ′(東)
ＰＬ．８７
１．Ｄ区６・７号溝全景(西)
２．Ｄ区６・７号溝全景(南)
ＰＬ．８８
１．Ｄ区６号溝南西隅屈曲部分(西)
２．Ｄ区７号溝土橋付近(西)
３．Ｄ区６・７号溝と１号鍛冶遺構(東)
４．Ｄ区６・７号溝検出西端付近(東)
５．Ｄ区７号溝全景(東)
６．Ｄ区７号溝土層断面Ａ－Ａ′(東)
７．Ｄ区７号溝・１号鍛冶遺構重複箇所土層断面(西)
ＰＬ．８９
１．Ｄ区８・９号溝全景(東)
２．Ｄ区８号溝土層断面Ａ－Ａ′(東)
３．Ｄ区９号溝土層断面Ａ－Ａ′(西)
４．Ｄ区１０号溝北半(南)
５．Ｄ区１０号溝南半(北)
ＰＬ．９０
１．Ｄ区１０号溝土層断面Ｂ－Ｂ′(南)
２．Ｄ区１０号溝土層断面Ａ－Ａ′(南)
３．Ｄ区１１号溝土層断面Ｂ－Ｂ′(南)
４．Ｄ区１１号溝土層断面Ａ－Ａ′(南)
５．Ｄ区１３３号土坑土層断面(西)
６．Ｄ区１３４号土坑全景(南)



７．Ｄ区１３４号土坑土層断面(南)
８．Ｄ区１３５号土坑全景・土層断面(北)
ＰＬ．９１
１．Ｄ区１３６号土坑全景(南)
２．Ｄ区１３６号土坑土層断面(南)
３．Ｄ区１３７号土坑土層断面(西)
４．Ｄ区１３８号土坑土層断面(南)
５．Ｄ区１３９号土坑土層断面(南)
６．Ｄ区１４０号土坑全景(南)
７．Ｄ区１４０号土坑土層断面(西)
８．Ｄ区１４１号土坑土層断面(西)
９．Ｄ区１４２号土坑全景(南)
１０．Ｄ区１４２号土坑土層断面(西)
１１．Ｄ区１５４号土坑全景(北西)
１２．Ｄ区１４３号土坑土層断面(南)
１３．Ｄ区１４４号土坑全景(南)
１４．Ｄ区１４４号土坑土層断面(西)
１５．Ｄ区１４５号土坑全景(南)
ＰＬ．９２
１．Ｄ区１４５号土坑土層断面(南)
２．Ｄ区１４６号土坑全景(南)
３．Ｄ区１４６号土坑土層断面(西)
４．Ｄ区１４７・１４８号土坑全景(西)
５．Ｄ区１４７・１４８号土坑土層断面(西)
６．Ｄ区１４９号土坑全景(南)
７．Ｄ区１４９号土坑土層断面(南)
８．Ｄ区１５０号土坑全景(北西)
９．Ｄ区１５０号土坑土層断面(西)
１０．Ｄ区１５０・１５２号土坑、３８４・３８６・４００・４０３・４０７号ピット検出状況(南)
１１．Ｄ区１５１号土坑・４０３号ピット全景(西) 
１２．Ｄ区１５１号土坑土層断面(西)
１３．Ｄ区１５２号土坑全景(北西)
１４．Ｄ区１５２号土坑土層断面(北西)
１５．Ｄ区１５３号土坑全景(西)
ＰＬ．９３
１．Ｄ区１５３号土坑土層断面(東)
２．Ｄ区１４３号土坑全景(西)
３．Ｄ区１５４号土坑土層断面(西)
４．Ｄ区１５５号土坑全景(西)
５．Ｄ区１５５号土坑土層断面(西)
６．Ｄ区１５６号土坑全景(西)
７．Ｄ区１５６号土坑土層断面(西)
８．Ｄ区１６０号土坑全景(南)
９．Ｄ区１６０号土坑土層断面(南)
１０．Ｄ区１６１号土坑全景(南)
１１．Ｄ区１６３号土坑・４３０号ピット全景(南)
１２．Ｄ区１７６号土坑全景(西)
１３．Ｄ区１７６号土坑土層断面(南)
１４．Ｄ区１７７号土坑全景(西)
１５．Ｄ区１７７号土坑土層断面(南)
ＰＬ．９４
１．Ｄ区１７８号土坑全景(南)
２．Ｄ区１７８号土坑土層断面(南)
３．Ｄ区１７９号土坑全景・土層断面(南)
４．Ｄ区１８０号土坑全景(北)
５．Ｄ区１８０号土坑土層断面(西)
６．Ｄ区１８１号土坑全景(東)
７．Ｄ区１８１号土坑土層断面(東)
８．Ｄ区１８２号土坑全景(北)
９．Ｄ区１８２号土坑土層断面(南)
１０．Ｄ区１８３号土坑全景(東)
１１．Ｄ区１８３号土坑土層断面(東)
１２．Ｄ区１８４号土坑全景(南)
１３．Ｄ区１８４号土坑土層断面(南)
１４．Ｄ区１８５号土坑全景・土層断面(南)
１５．Ｄ区１８６号土坑全景(南)

ＰＬ．９５
１．Ｄ区１８６号土坑土層断面(南)
２．Ｄ区１８７号土坑全景(南)
３．Ｄ区１８７号土坑土層断面(南)
４．Ｄ区３３４号ピット全景(南)
５．Ｄ区３３４号ピット土層断面(南)
６．Ｄ区３４１号ピット全景(南)
７．Ｄ区３４１号ピット土層断面(南)
８．Ｄ区３４６号ピット全景(南)
９．Ｄ区３５７・３５８号ピット全景(東)
１０．Ｄ区３５７・３５８号ピット土層断面(東)
１１．Ｄ区３６９号ピット全景(東)
１２．Ｄ区３６９号ピット土層断面(東)
１３．Ｄ区３７６号ピット全景(南)
１４．Ｄ区３７６号ピット土層断面(南)
１５．Ｄ区３７７号ピット全景(南)
ＰＬ．９６
１．Ｄ区３７７号ピット土層断面(南)
２．Ｄ区３８８号ピット全景(西)
３．Ｄ区３８８号ピット土層断面(南)
４．Ｄ区３９６ ～ ３９８号ピット全景(南東)
５．Ｄ区３９６ ～ ３９８号ピット土層断面(南)
６．Ｄ区４０７号ピット全景(北東)
７．Ｄ区４２０号ピット全景(西)
８．Ｄ区４４１・４４２号ピット全景(南東)
９．Ｄ区４６０・４６１号ピット全景(西)
１０．Ｅ区２６１号土坑全景(南)
１１．Ｅ区２６１号土坑土層断面(南)
１２．Ｅ区２６４号土坑全景(南)
１３．Ｅ区２６４号土坑土層断面(南)
１４．Ｅ区２６５号土坑全景(西)
１５．Ｅ区２６５号土坑遺物出土状況(西)
ＰＬ．９７
１．Ｅ区全景(西)
２．Ｅ区４７８号ピット土層断面(南)
３．Ｅ区４７９号ピット全景(東)
４．Ｅ区４７９号ピット土層断面(南)
５．Ｅ区４８０号ピット全景(東)
６．Ｅ区４８０号ピット土層断面(南)
７．Ｅ区４８１号ピット全景(東)
８．Ｅ区４８１号ピット土層断面(東)
９．Ｅ区４８２号ピット全景(東)
１０．Ｅ区４８２号ピット土層断面(東)
ＰＬ．９８
１．Ａ区基本土層(南)
２．Ｃ３区基本土層１(北西)
３．Ｃ３区基本土層２(南)
４．Ｃ３区基本土層３(北)
５．Ｄ区基本土層１(北)
ＰＬ．９９ Ａ区１・２号河道・土坑・ピット、 Ｂ区１号住居・１号畠・２号

井戸・５６号土坑出土遺物
ＰＬ．１００ Ｂ区５６号土坑・遺構外出土遺物、 Ｃ区２・４・５・８・９・１１・

１２号住居出土遺物
ＰＬ．１０１ Ｃ区２０ ～ ２２号住居出土遺物
ＰＬ．１０２ Ｃ区２３・２５号住居出土遺物
ＰＬ．１０３ Ｃ区２５・２７・２９・３１号住居出土遺物
ＰＬ．１０４ Ｃ区３２ ～ ３５・３７ ～ ３９号住居出土遺物
ＰＬ．１０５ Ｃ区４０ ～ ４４号住居出土遺物
ＰＬ．１０６ Ｃ区４４・４６・４９・５０号住居出土遺物
ＰＬ．１０７ Ｃ区５１・５３・５５・５８号住居・溝・河道・土坑出土遺物
ＰＬ．１０８ Ｃ区土坑・ピット・遺構外出土遺物
ＰＬ．１０９ Ｄ区１３ ～ １５号住居出土遺物
ＰＬ．１１０ Ｄ区１６ ～ １８号住居出土遺物
ＰＬ．１１１ Ｄ区１８号住居・４号掘立柱建物・１号鍛冶遺構・６号溝・１号窪

地・土坑・ピット出土遺物、 Ｅ区土坑出土遺物
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第１章　調査の経過　

第１節　調査に至る経緯

　群馬県道１６１号一般県道南新井前橋線は、起点である

北群馬郡榛東村大字新井の陸上自衛隊相馬原駐屯地前か

ら途中前橋市高井町１丁目の高井町１丁目交差点で群馬

県道１５号主要地方道前橋伊香保線(吉岡バイパス)と接続

し、同線と重用して北群馬郡吉岡町大久保の大松交差点

で吉岡バイパスから再び分岐して利根川を上毛大橋で渡

り、終点である一般国道１７号線との前橋市荒牧町の荒牧

町北交差点に至る道路である。

　途中、北群馬郡榛東村大字新井の新井交差点で群馬県

道２６号主要地方道高崎安中渋川線及び群馬県道２５号主要

地方道高崎渋川線高崎渋川バイパスと、北群馬郡榛東村

大字新井の下新井交差点で群馬県道１５４号一般県道新井

下室田線と、前橋市清野町で群馬県道２５号主要地方道高

崎渋川線とそれぞれ交叉している。吉岡バイパスとの重

用区間の分岐点である吉岡町大久保の大松交差点から西

方向、駒寄スマートインターチェンジ南を経由して吉岡

町陣場の高崎渋川線に至るバイパスの工事(第１期、大

松－駒寄ＳＩＣ南)が、元々吉岡町道であった道路を拡幅し

て進行している。

　一般県道南新井前橋線日輪寺工区道路新設事業は、群

馬県県土整備部によって、国道１７号バイパス上武道路と

周辺道路とのアクセス利便性の向上と地域における交通

安全を目的に前橋市日輪寺町に計画された延長３６０ｍ、

幅２０ ～ ２６ｍの道路建設建設事業である。現在、同道の

終点となっている、国道１７号線と接続する前橋市荒牧町

の荒牧町北交差点の、国道１７号線を越えたさらに東側に

延伸させ、現在建設中の上武道路に接続させるための道

路の新設工事であり、すでに国道１７号線を越え、桃ノ木

川に架かる多嘉橋に至る地点まで道路の新設が完了して

いる。

　吉岡町の大松交差点から西側への延伸箇所である関越

自動車道駒寄スマートインターチェンジへの接続部分が

供用されるようになると、この日輪寺工区が建設される

第１図   遺跡の位置
(国土地理院２０万分の１地形図「長野」平成２４年５月１日発行、「宇都宮」平成２３年６月１日発行を使用)
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ことによって利根川右岸の吉岡町・高崎市方面と上武道

路との双方向アクセスが容易になり、ひいては関越自動

車道駒寄スマートインタチェンジと上武道路間のアクセ

スの向上も期待出来、かつ周辺道路の渋滞解消や地域交

通の安全性が向上することになる。

　この、一般県道南新井前橋線日輪寺工区の道路新設事

業は、群馬県県土整備部によって平成２４年度から着手さ

れ、基本設計、地元説明などがなされていく中で、群馬

県教育委員会文化財保護課に対して、工事対象地におけ

る埋蔵文化財の取り扱いについての照会がなされた。県

教育委員会文化財保護課では、上武道路の建設工事に先

だって、当該箇所の北側約４００ｍの前橋市川端町の川端

山下遺跡、大堰川を挟んだ対岸に位置する前橋市川端根

岸遺跡・諏訪遺跡において、古墳～奈良・平安時代集落

遺跡の発掘調査実施しているので、当該工事箇所におけ

る埋蔵文化財の包蔵はほぼ確実と予見していたが、同年

度中に埋蔵文化財試掘調査を実施し、古代の竪穴住居、

溝、土坑などの遺構と土器片を検出し、埋蔵文化財の包

蔵が確認出来たため、前橋市教育委員会文化財保護課と

の協議の上、前橋市０９０３遺跡として発見届が出された。

県教育委員会文化財保護課から県県土整備部に対して、

道路建設計画対象箇所は埋蔵文化財包蔵地であり、工事

を実施するには、埋蔵文化財包蔵地を避けるよう工事計

画を見直すか、あるいは当該箇所で工事を行うのであれ

ば、工事に先だって発掘調査を行い、埋蔵文化財の記録

保存措置が必要であると伝えられた。

　その後、工事の実務を担当する群馬県前橋土木事務所

から、周辺には連綿と広範囲にわたって埋蔵文化財包蔵

地が広がっており、包蔵地を避けて道路設計を見直すこ

とは事実上不可能であり、地元協議も進んでいることか

ら計画変更も無理であるとの趣旨の回答があったため、

県教育委員会文化財保護課ではやむを得ず、対象地にか

かる埋蔵文化財を発掘調査し、埋蔵文化財の記録保存の

措置を図る方向で以後、県前橋土木事務所との調整を進

めていった。

　県前橋土木事務所では、平成２５年度に測量設計、用地

買収に着手、平成２６年度も引き続き用地買収を行って

いった。この間、県教育委員会文化財保護課は、県前橋

土木事務所、前橋市教育委員会文化財保護課、当事業団

との間で度々協議を重ね、発掘調査及び事後の整理業務

第２節　調査の方法と経過

　１．調査の方法

　調査の対象になったのは、大堰川と桃ノ木川とに挟ま

れた標高約１２４ｍ前後の沖積台地部の一帯である。平成

２４年度に、上武道路の建設に伴い発掘調査された川端根

岸遺跡の、水路を挟んだすぐ南側に当たる。

　遺構の測量には世界測地系(測地成果２０００)を用いた。

特に本遺跡特有のグリッドは設けていない。位置の表示

が必要な場合は、１ｍ×１ｍ単位のグリッドを作り、そ

の南東側の座標の下三桁を用いて表している(例：Ｘ＝

３３，４０１、Ｙ＝－８７，２８５場合、４０１－２８５と表す)。

　調査であるが、まず、バックホーによる表土掘削の後

に、鋤簾を用いた作業員による人力での遺構確認を行

い、奈良・平安時代の集落を中心とする多くの遺構が検

出された。確認できた遺構について、人力による遺構埋

土の掘削を行い、遺構や出土した遺物の測量・写真撮影

などの記録を取りながら進めた。発掘調査で発見された

遺構図面作成は、遺構土層断面図については、発掘作業

員が手実測したものを測量業者がスキャンニングして図

化し、遺構平面図については実測段階から業者に委託し、

デジタル図面を作成した。

　調査区は、現道によって北東側から南西側にかけて、

Ａ～Ｅの５区に分割された。平成２６年１２月１日から平成

年３月３１日まで実施した第一次調査ではＡ・Ｂ・Ｄ区７，

０８２㎡を、平成２７年４月１日から５月３１日まで実施した

第二次調査では全調査区の中央部に当たるＣ・Ｅ区で調

査を実施した。なお、Ｂ－１、Ｂ－２区のみ下層から遺構

面が検出され、２面調査となった。

　２次に亘る調査で確認できた主な遺構は、竪穴住居５９

棟、掘立柱建物跡４棟、溝１３条、河道４条、井戸２基、

畠４箇所、土坑２０９基、ピット４７９基、鍛冶遺構１箇所、

は、県前橋土木事務所と当事業団とが委託契約を締結し

て実施することになり、　平成２５年１０月、両者の間で(一)

南新井前橋線日輪寺工区社会資本総合整備(活力創出基

盤整備)事業に伴う前橋市０９０３遺跡発掘調査委託契約が

締結され、用地買収がなった平成２５年度後半の１２月１日

から発掘調査に着手し、年度を越えた平成２６年５月３１日

まで、総計９，２０７㎡が発掘調査された。
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調査途中ながら、２６年度の発掘現場での調査を２０日(金)

に終え、年度末まで基礎整理を実施した。

　２７年度は、４月１日(水)に担当者として主任調査研究

員長澤典子と専門調査役飯田陽一の２名が着任し、４月

８日(水)からＣ４区の調査が再開され、さらにＣ３区の

調査にも着手された。５月１８日(月)にはＥ区の調査にも

着手し、Ｅ区の調査は５月２１日(木)には終了した。５月

２５日(月)にＣ４区の調査も終了し、残すはＣ３区の調査

のみとなったが、それも５月２９日(金)には終了し、以後、

調査区の埋め戻し、遺構実測図、遺構写真、出土遺物等

の基礎整理を実施した。

平成２６年度

窪地１箇所である。それぞれ埋土の土層観察のためのベ

ルトを設定したり、あるいは半裁するなどして掘り下げ

た。各遺構の名称は、各遺構の種類ごとに通し番号を付

している。

　遺構の測量は測量業者に委託し、平面図、断面図とも

に縮尺は１／２０とし、データをデジタル化してその後の整

理作業の便を図っている。また、遺構・遺物共に写真撮

影はデジタル一眼レフカメラを使用し、一部にブロー

ニー版の白黒フィルムを使用した。

　すべての面の調査を終えた後に、調査区において東西

２ｍ×南北３ｍの旧石器確認のためのトレンチを２箇所

設定して、人力によって掘削を行い、確認調査を実施し

たが、旧石器が検出されるような良好なローム層は確認

することができず、当該期の火山灰の堆積層も確認する

ことが出来なかったので、旧石器の分布はないものと判

断した。

　２．調査の経過

　現地における発掘調査は、平成２６年も押し詰まった１２

月１日(月)、担当者として主任調査研究員関俊明と同じ

く小林茂夫の２名が配置され、バックホーによるＡ１・

Ｂ１区の表土掘削から着手された。

　最東北端のＡ１区は河道などの低地であり、１２月１５日

(月)には調査を終了し、埋め戻しに取りかかった。Ｂ１

区・Ｂ２区２面目及びＡ２区の調査も１２月１９日(金)まで

には終了した。これでＡ区及びＢ区の調査はすべて終了

した。

　Ｂ３区の調査は１２月２４日(水)に終了し、２６年の調査は

１２月２６日(金)を以て終了した。

　明けて平成２７年１月６日(火)から調査を再開、担当者

は関・小林に代わって調査統括・上席専門員の関根慎二

と主任調査研究員藤井義徳の２名が新た着任し、新たな

布陣での調査再開となり、Ｂ４区の調査から着手された。

　１月１３日(火)からはＤ区、１６日(金)からはＣ２区、２１

日(水)からはＣ１区の調査に着手、１月２３日(金)にはＢ

４区、Ｃ１区の調査を終えた。また、２月４日(水)から

はＣ４区の調査に着手した。

　３月２日(月)から担当者として主任調査研究員小野隆

が加わり、３月末まで担当者３名体制となった。３月６

日(金)にＣ２区、１１日(水)にＤ区の調査を終え、Ｃ４区

・調査日誌抄
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平成２６年１２月１日(月)担当者２名着任。

１２月２日(火)　Ａ１区・Ｂ１区調査着手。

１２月１１日(木)　Ａ１区土坑・ピット・河道等調査。Ｂ２区調査着手。

１２月１２日(金)　Ａ１区空撮、調査終了。Ｂ１・Ｂ２区ピット・土坑等調査。

１２月１５日(月)　Ａ２区調査着手。

１２月１６日(火)　Ｂ１・Ｂ２区１面目全景写真撮影、調査終了。２面目の

調査着手。

１２月１７日(水)　Ｂ１・２区２面目全景写真撮影、調査終了。Ａ２区土坑・

ピット調査。

１２月１９日(金)　Ａ２区１面目全景写真撮影、調査終了。

１２月２２日(月)　Ｂ３区調査着手、土坑・ピット調査。

１２月２４日(水)　Ｂ３区調査終了。

１２月２６日(金)　平成２６年調査終了。Ａ区及びＢ１～３区の調査を終了。

平成２７年１月６日(火)平成２７年調査開始。担当者２名交

代、Ｂ４区調査着手。

１月１３日(火)　Ｂ４区土坑、ピット、１号井戸等調査。Ｄ区調査着手。

１月１６日(金)　Ｂ４区１号住居、２８ ９～２９ １号ピット調査。Ｃ１区河

道調査、Ｃ２区遺構確認。

１月２３日(金)　Ｂ４区１号住居、ピット調査。調査終了。

Ｃ１区５号住居、土坑調査、調査終了。

Ｃ２区２・７号住居、土坑調査。

１月２６日(月)　Ｃ２区２・４号住居、土坑、ピット調査。Ｄ区調査着手。

２月２日(月)　Ｂ４区埋め戻し開始。Ｃ２区４・８号住居調査。Ｄ区６・

７号溝、土坑調査。

２月１０日(火)　Ｃ２区土坑調査。Ｄ区１３号住居、土坑、ピット、８・９

号溝、２号畠調査。

２月１２日(木)　Ｄ区１３号住居、ピット、鍛冶遺構、３号畠調査。

２月２０日(金)　Ｄ区１５号住居、土坑、ピット、１０号溝調査。



　３．基本土層

　基本土層は、Ａ・Ｃ・Ｄ・Ｅ各区において確認した(各

区全体図参照)。Ａ・Ｃ区ではカスリーン台風(１９４７(昭

和２２)年９月８日発生１７日消滅。最低気圧９６０ｈｐａ。台風本

体が日本列島に接近したときにはすでに勢力を弱めつつ

あり、日本本土には上陸せず房総半島を掠め通ったので

あるが、日本列島付近に停滞していた秋雨前線に南から

湿った空気が供給されて活発化したため、９月１４日から

１５日にかけて戦後治水史上に残るような大雨となり、特

に関東・東北地方に甚大な被害が出た。死者　１，０７７名、

行方不明者　８５３名、負傷者　１，５４７名。)に伴う洪水堆積

物が明瞭に検出され、遺構はその下から検出されている。

調査箇所は、現在の利根川に近く、また、大堰川と桃ノ

木川とに挟まれた台地部に立地しており、調査対象地内

からも旧河道が発見されるなど、河川の影響を多く受け

ているため、調査区ごとに土層の堆積状況が大きく異な

るようなケースが見受けられるのが特徴的である。

　

(１)Ａ区基本土層(付図2、ＰＬ．98)

位置：Ａ区北西側壁の中央からやや北寄りの位置で確認

した。

土層の検出状況：表土から約２．５ｍまでを掘り下げた。

　１　表土(地表から地表下約０．１ｍまで)：灰黄褐色土

１０Ｙ４／２　締まりややあり、粘性あまりなし。

　２　カスリーン台風洪水層(地表下約０．１ ～ ０．８ｍ)：

にぶい黄褐色土１０Ｙ４／３均質な砂質土。締まりなく、

粘性あまりなし。

　３′　カスリーン台風直前旧表土(地表下約０．８ ～ １．１

ｍ)：暗褐色土　１０Ｙ３／４　締まりあまりなく、粘

性ややあり。不均質。

　３　近世洪水層(地表下約１．１ ～ １．８２ｍ)：暗褐色土

１０Ｙ３／４締まりなく、粘性あまりなし。

　４　Ａ１区１面地山(地表下約１．８２ ～ ２．３ｍ)：黄褐色

土１０Ｙ４／３　締まりあまりなく、粘性あまりなし。

黄褐色土１０Ｙ５／６締まりあまりなく、粘性ややあり。

ややパサパサする砂質土。

　５　褐色土(地表下２．３ｍ～)１０Ｙ４／４締まり粘性ともに

なし。５～ ２０ｃｍ大の円礫を大量(３０ ～ ５０％)に含

む。

　　　　　　　　

平成２７年度

第２節　調査の方法と経過

5

４月１日(水)　新担当者２名着任。前担当者との引継。

４月８日(水)　調査再開。Ｃ４区１９号住居跡調査。Ｃ３区調査着手。

４月１６日(木)　Ｃ３区遺構確認、Ｃ４区２３・２４号住居、土坑、ピット、

１３号溝調査。

４月２０日(月)　Ｃ３区２５号住居、土坑調査。Ｃ４区２３・２４号住居、土坑

調査。

４月２７日(月)　Ｃ３区２５・２７・２９号住居、土坑、１４号溝調査。Ｃ４区

２２・２８号住居調査。

５月１日(金)　Ｃ３区　２６・２７・２９・３１・３２号住居、土坑、１５号溝調査。

　　　　　　　Ｃ４区調査継続。

５月７日(木)　Ｃ３区２６～２９・３１～３３号住居、土坑、１４号溝調査。

５月１１日(月)　Ｃ３区３１～３５号住居、土坑、ピット調査。

５月１８日(月)　Ｃ３区３５・３８・３９・４０・４３・４４・４６・４７・４８・５２号住居、

土坑調査。Ｅ区調査着手。

５月２１日(木)　Ｃ３区３５・３９・４１・４５・４７・５０・５１～５３・５５号住居、土

坑調査。

　　　　　　　Ｃ４区土坑調査。

　　　　　　　Ｅ区土坑、ピット調査、調査終了。

５月２５日(月)　Ｃ３区３３・４７・４９・５２・５３・５７～５９住居、土坑、ピット

調査。旧石器確認調査着手。

５月２９日(金)　Ｃ３区２５・５２号住居調査終了、旧石器確認調査終了。Ｃ

３・４区埋戻。

２月２５日(水)　Ｃ２・４・Ｄ区地域住民向け現地説明会開催。

３月２日(月)　担当者１名増員。Ｃ２区土坑、ピット調査。

３月６日(金)　Ｃ２区河道全景写真撮影、調査終了。Ｃ４区１９号住居、

ピット調査。

　　　　　　　Ｄ区１６～１８号住居、土坑、ピット調査。

３月１１日(木)　Ｃ４区１６～１８号住居調査。Ｄ区１９・２０号住居、土坑、ピッ

ト調査、調査終了。

３月１６日(月)　Ｃ２区埋戻着手。Ｃ４区２２号住居、土坑調査。

３月１７日(火)　Ｄ区埋戻着手。Ｃ４区２１・２２号住居調査。

３月２０日(金)　Ｃ４区２１号住居調査。平成２６年度発掘調査終了。Ｃ２区

埋戻終了。

３月２３日(月)　Ｄ区埋戻終了。



状に６層に混じるような部分あり。

　６　オリーブ褐色土(地表下約１．９ ～ ２．１２ｍ)２．５Ｙ４／３　

細粒砂。一部でラミナ状だが明瞭ではない。

　７　灰褐色土(地表下約１．９ ～ ２．０８ｍ)　７．５ＹＲ５／２　Ｃ

黒直上に見られるシルト質土層。場所によって黄

色味の強い地点あり一様でない。

　８　黒褐色土(地表下約２．１ｍ～)　１０ＹＲ３／２　いわゆる

Ｃ黒。上側でややネットリした土、下側でボソボ

ソした土になる。Ｃは多量で粒径不揃い。層厚は

２０ｃｍ前後。この下にＣの混じらない黒色土。層厚

１０ ～ ２０ｃｍ。

①Ｃ－Ｃ′　表土から約２．５ｍまでを掘り下げた。

　１　カスリーン台風洪水層(表土から地表下約０．５ ～

０．７６ｍ)：灰色土１０Ｙ５／１　中粒砂～粗粒砂サイズ。

ラミナ状。

　２　江戸時代以降の遺構埋没土(地表下約０．７４ ～ ０．９８

ｍ)：灰黄褐色土１０ＹＲ４／２ ～暗褐色土１０ＹＲ３／３やや

砂質土。耕作土。ＦＰらしいパミス少量含む。。

　３　灰色土１０Ｙ５／１(地表下０．８４ ～ １．４ｍ)　粗粒砂サ

イズの砂質土層。ダイレクトな洪水層には見えな

い。

　４　平安時代遺構の主な埋没土(地表下１．３４ ～ １．６４

ｍ)：灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　極細砂サイズの砂質土。

ＦＰらしいパミス最も多い。

　５　灰黄褐色土(地表下約１．５８ ～ １．７ｍ)　１０ＹＲ４／２　

４層と５層との漸移的な土。４層の土がブロック

状に６層に混じるような部分あり。

　６　オリーブ褐色土(地表下約１．６２ ～ １．８４ｍ)

２．５Ｙ４／３　細粒砂。一部でラミナ状だが明瞭では

ない。

　７　灰褐色土(地表下約１．８ ～ ２．１ｍ)　７．５ＹＲ５／２　Ｃ

黒直上に見られるシルト質土層。場所によって黄

色味の強い地点あり一様でない。

　８　黒褐色土(地表下約２．０４ｍ～)　１０ＹＲ３／２　いわゆ

るＣ黒。上側でややネットリした土、下側でボソ

ボソした土になる。Ｃは多量で粒径不揃い。層厚

は２０ｃｍ前後。この下にＣの混じらない黒色土。層

厚１０ ～ ２０ｃｍ。

(2)Ｃ区基本土層(付図4、ＰＬ．98)

位置：Ｃ区の中央、Ｃ３調査区ほぼ中央の南壁で確認し

た。

土層の検出状況：

①Ａ－Ａ′　表土から約１．７８ｍまでを掘り下げた。

　３　灰色土１０Ｙ５／１(地表下０．５４ ～ ０．８ｍ)　粗粒砂サイ

ズの砂質土層。ダイレクトな洪水層には見えない。

　４　平安時代遺構の主な埋没土(地表下０．７ ～ ０．９４

ｍ)：灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　極細砂サイズの砂質土。

ＦＰらしいパミス最も多い。

　５　灰黄褐色土(地表下約０．８４ ～ １．０４ｍ)　１０ＹＲ４／２　

４層と５層との漸移的な土。４層の土がブロック

状に６層に混じるような部分あり。

　 ６　 オ リ ー ブ 褐 色 土( 地 表 下 約０．８２ ～ １．１４ｍ )　

２．５Ｙ４／３　細粒砂。一部でラミナ状だが明瞭では

ない。

　 ７　 灰 褐 色 土( 地 表 下 約０．８２ ～ １．５４ｍ )　７．５ＹＲ５／２　

Ｃ黒直上に見られるシルト質土層。場所によって

黄色味の強い地点あり一様でない。

　８　黒褐色土(地表下約１．２６ｍ～)　１０ＹＲ３／２　いわゆ

るＣ黒。上側でややネットリした土、下側でボソ

ボソした土になる。Ｃは多量で粒径不揃い。層厚

は２０ｃｍ前後。この下にＣの混じらない黒色土。層

厚１０ ～ ２０ｃｍ。

②Ｂ－Ｂ′　表土から２．４６ｍまでを掘り下げた。

　１　カスリーン台風洪水層(表土から地表下約０．６ ～

０．７ｍ)：灰色土１０Ｙ５／１　中粒砂～粗粒砂サイズ。

ラミナ状。

　２　江戸時代以降の遺構埋没土(地表下約０．５ ～ ０．７

ｍ)：灰黄褐色土１０ＹＲ４／２ ～暗褐色土１０ＹＲ３／３やや

砂質土。耕作土。ＦＰらしいパミス少量含む。

　３　灰色土１０Ｙ５／１(地表下１．０２ ～ １．３１ｍ)　粗粒砂サ

イズの砂質土層。ダイレクトな洪水層には見えな

い。

　４　平安時代遺構の主な埋没土(地表下０．８４ ～ １．６４

ｍ)：灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　極細砂サイズの砂質土。

ＦＰらしいパミス最も多い。

　５　灰黄褐色土(地表下約１．５４ ～ １．９ｍ)　１０ＹＲ４／２　

４層と５層との漸移的な土。４層の土がブロック

第１章　調査の経過
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(３)Ｄ区基本土層(付図5、ＰＬ．98)

位置：南壁の東寄りで１箇所、西寄りで２箇所、計三箇

所で確認した。

土層の検出状況：表土から約２．５ｍまでを掘り下げた。

　１　褐灰色土　１０ＹＲ４／１　粘質土。

　２　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４／３　シルト質。

　３　褐灰色土　１０ＹＲ４／１　φ２ｍｍの二ツ岳系軽石極少

量含む。

　４　黒褐色土１０ＹＲ２／２　φ１ｍｍＡｓ－Ｃ軽石極少量含む粘

質土。

　５　褐色土１０ＹＲ４／４　φ１ｍｍＡｓ－Ｃ軽石極少量含む粘質

土。

　６　黒褐色土１０ＹＲ３／２　φ１ｍｍのＡｓ－Ｃ軽石含む。φ５

ｍｍ褐色ブロック含む。

　７　にぶい黄褐色土１０ＹＲ５／４　粒子細かいシルト質土。

　８　暗褐色土１０ＹＲ３／４　粒子細かいシルト質土。

　９　黒褐色土１０ＹＲ３／１　φ２ｍｍのＡｓ－Ｃ軽石含む粘質

土。

(4)Ｅ区基本土層(付図2)

位置：北壁の中央からやや西寄りの箇所で確認した。

土層の検出状況：表土から約２．８６ｍまでを掘り下げた。

　１　灰黄褐色土(地表下約０．２２～１．４ｍ)　２．５Ｙ６／２　カ

スリーン台風の洪水層。１′では粗粒となり、小

円礫を少量含む。

　２　灰黄褐色土(地表下約１．４～１．５４ｍ)　１０ＹＲ５／２　水

田床土のような粘土層で、微細な鉄分の凝集が見

られる。水田耕土みられない。

　３　褐色土(地表下約１．５４～１．８２ｍ)　７．５ＹＲ４／３　粘性

土で２層から４層に漸移的に変化する。上半で鉄

分凝集やや多く、下半で細礫少量含む。Ｅ区の遺

構はこの層が埋没土となる。

　４　黒褐色土(地表下約１．８２～２ｍ)７．５ＹＲ３／２　ロー

ム層内の暗色　　帯のような黒色味を帯びた粘性

土層。下層は漸移的に５層へ至る。

　５　鈍い黄橙色土(地表下約２ｍ～)１０ＹＲ５／３　やや

粒子の粗い粘性土で、褐色味を帯びる斑があ

る。５′～５＂でこの斑が増え、５＂では灰黄褐色

１０ＹＲ４／２前後の色調を呈する。

第３節　整理作業の概要

　整理作業は平成２７年１０月１日から平成２８年３月３１日ま

でと、平成２８年１０月から１２月の合計９箇月間実施した。

　遺構図面は調査区・調査面ごとに順次、点検・修正・

編集を行い、掲載図面をデジタルデータとして作成し、

ラフ・レイアウトを作成し、デジタルによるレイアウト

を指示した。

　遺物については、接合・復元・写真撮影・実測の後、

実測図をスキャンニングして、デジタルデータ化した。

遺物実測と並行して遺物の観察を行い、遺物観察表を作

成した。

　写真は、遺構・遺物ともデジタル写真から編集をおこ

なった。発掘調査現場で撮影した遺構写真は、掲載する

写真を選出し、レイアウトを指示し、デジタルで図版原

版を作成した。一方、遺物写真は、遺物の接合復元を行っ

た時点で、掲載する遺物を選定し、平成２８年１月下旬に

写真撮影を行い、平成２８年１０月に入ってからレイアウト

を指示して、遺構写真と同様、デジタルでの図版原版を

作成した。

　以上の作業と並行して本文の執筆、土層注記の修正・

編集、遺物観察表等の作成を行い、それらレイアウトを

作成した後にデジタル編集し、報告書原稿を作成し、総

括的な編集作業を完了した。

　なお、発掘調査報告書作成に当たり、県教育委員会文

化財保護課の調整の上、前橋市教育委員会文化財保護課

との協議により、本遺跡の名称を、遺跡所在地の大字小

字名から日輪寺観音前遺跡(前橋市０９０３遺跡)とすること

に決した。　　

第２節　調査の方法と経過
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第２章　遺跡の位置と環境　

第１節　地理的環境

　日輪寺観音前遺跡(前橋市０９０３遺跡)は、群馬県の中南

部、前橋市街地の北郊、前橋市役所から北へ約４．５㎞の

前橋市日輪寺町に所在する。遺跡が所在する場所は関東

平野の北西最奧部に当たり、完新世に形成された河成段

丘の後背湿地上に立地し、標高はおよそ１２４ｍ前後であ

る。自然堤防の影響により利根川の直接的な影響を受け

ることなく、洪水等の自然災害時を除いては比較的安定

した環境にあったようである。

　前橋市街地の平野部は、北東部に赤城火山斜面、南西

部の洪積台地(前橋台地)と、それらに挟まれた沖積低地

(広瀬川低地)および現利根川氾濫原からなる。

　本遺跡の北東側に所在する更新世火山である赤城山の

山麓までは約３００ｍと非常に近い位置にある。赤城山の

火山活動は、約５０万年前からの古期成層火山形成期、約

２０万年前からの新期成層火山形成期、約４．５年前からの

中央火口形成期からなる。古期成層火山形成期にはスコ

リア噴出や溶岩流出により大規模な成層火山が形成さ

れ、最盛期には標高２，０００ｍ以上に達したと推定される。

その後、山体崩落による岩屑なだれによって、南麓から

南西麓にかけて多田山や権現山、橘山などの流れ山が形

成された。

　古期成層火山形成後は、長い活動休止期があり山体の

浸食が進んだ。新期成層火山の山体は主に溶岩流とテフ

ラから構成され、浸食の進んだ古期成層火山を覆ってい

る。

　中央火口形成期には、カルデラの形成が進み、約

４．５万年前にはカルデラ内で大規模な噴火が発生し、噴

出された軽石は太平洋岸にまで達している。この時噴出

した軽石が所謂「鹿沼土」であり、長石、角閃石、カンラ

ン石などを成分とし、通気性・保水性が高く、強酸性で、

雑菌をほとんど含まず、土壌乾燥の判断がしやすく、園

芸に優れた土として広く知られている。

　その後、長七郎山・地蔵岳などの中央火口丘群が形成

された。中央火口丘群の形成後は、現在に至るまで浸食

作用が続き、火山麓扇状地が形成されている。

　浅間山の山体崩壊によって引き起こされた火山泥流堆

積物(前橋泥流堆積物)とそれを覆うローム層から成る前

橋台地は、利根川が赤城・榛名山麓間から関東平野に流

れ出たところに広がる緩傾斜の台地である。前橋泥流堆

積物の上下からはＡｓ－ＢＰ　Ｇｒｏｕｐが確認されており、前橋

泥流の堆積年代は約２．３万年前と推定される。

　前橋台地と赤城火山南麓斜面との間には広瀬川低地帯

(沖積低地)が広がり、前橋台地と広瀬川低地帯との間は

比高差数ｍもの崖となっている。しかし、現在の広瀬川

の流量では、広瀬川低地帯を形成するには不足と考えら

ており、一方、利根川は前橋台地の中央部を不自然に流

下していることから、広瀬川低地帯が利根川の旧流路で

あったと推定するのが妥当であろう。

　また、本遺跡の北西側には、利根川を夾んで更新世か

ら完新世にかけての火山である榛名山があり、その山麓

は利根川近くまで迫っている。

　本遺跡は、赤城火山南西麓斜面と広瀬川低地帯との間、

北に細ヶ沢川、南に大堰川、西に桃ノ木川に囲まれた後

背湿地(河成段丘)上に位置している。

　本遺跡の西約１．５ｋｍには群馬県利根郡みなかみ町にあ

る三国山脈の一つ、標高１，８４０ｍの大水上山に源を発し、

流路延長約３２２ｋｍ信濃川に次いで日本第２位、流域面積

は約１６，８４０ｋ㎡で日本第１位であり、日本屈指の大河川

利根川が南流している。この利根川のほぼ旧流路をな

ぞっているのが現在の利根川支流である広瀬川と桃の木

川で、広瀬川は本遺跡の北側、渋川市北橘町の坂東合口

で取水し、利根川沿いの自然堤防に沿って南流している。

また、現在は広瀬川は、本遺跡の南東約１ｋｍの位置を経

て、河成段丘を縦断するように南南東に向かって流れて

いる。一方、赤城山に源を発する法華沢川、細ヶ沢川、

大堰川や赤城白川等の中小河川は山麓を開析しながら沖

積地に下っている。細ヶ沢川は、現在では本遺跡の北西、

大堰川は本遺跡の南西でそれぞれ桃ノ木川に合流してい

るが、河川改修が行われる前の細ヶ沢川は本遺跡の東側

を流れていた。

　この、赤城山と利根川とに夾まれた低地部は、完新世

第2章　遺跡の位置と環境
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扇状地（後期更新世後半）
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第３図 　日輪寺観音前遺跡周辺地形分類図(群馬県史編纂委員会『群馬県史』通史編１・付図２を改変)

第１節　地理的環境
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の利根川の流れによって形成された沖積地であり、河岸

段丘がみられる。この河岸段丘は旧中州と後背湿地に分

けられるが、本遺跡は後者上に立地している。また、利

根川沿いには広瀬川低地帯の旧中州の広がりが見られ

るが、この旧中州は利根川の自然堤防を形成しており、

その形成時期は、１１０８(天仁元)年降下の浅間山火山灰

Ａｓ－Ｂ降下以降とされているが、前橋市田口町の田口上

田尻遺跡における古墳時代集落の検出状況からみれば、

その形成は古墳時代前期まで遡る可能性が高い。また、

広瀬川低地帯の旧中州利根川寄りには、旧河道の痕跡が

見られ、利根川の複雑な流路変更の様子を偲ばせている。

　沖積地における近代の集落は、１８８５(明治１８)年測図

の陸軍迅速図に示されるように、赤城山麓地帯にも営ま

れているが、沖積地における集落は微高地上に営まれて

いる。

　本遺跡周辺は戦後しばらくの間は典型的な農村地帯で

あり、水田も形成されているが、この水田は近世中期の

前橋藩主酒井忠挙による用水整備を伴う新田開発による

ものであり、従前は桃の木川や小河川沿いに細々と営ま

れていたに過ぎない。近年では市街地化が進行し、本遺

跡の西には国立大学法人群馬大学の荒牧キャンパスが、

西北には群馬県総合スポーツセンターがあり、それ以南

は住宅団地が造成されている。本遺跡の西側約５００ｍの

位置を北北西－東南東方向に一般国道１７号線が通り、本

遺跡は先述したように現在建設中の上武道路へのアクセ

ス道の建設に先だって発掘調査が行われたわけであり、

本遺跡周辺は、一般国道１７号線、同国道のバイパスであ

る上武道路、主要地方道である前橋・渋川バイパスなど

の幹線道路が交差する交通の要衝となる。

　調査区内には１９４７(昭和２２)年９月に襲来したカスリー

ン台風(昭和２２年台風第９号、中心気圧９６０ｈＰａ、最大瞬

間風速４５ｍ／ｓ。１５日早朝に遠州灘沖合いを通過、夜に房

総半島南端をかすめ、１６日には三陸沖から北東に去っ

た。停滞していた秋雨前線に、南からの湿った空気が供

給され大雨となり、利根川や荒川の堤防が決壊。関東地

方に住宅損壊９，２９８棟、浸水３８４，７４３棟、耕地流失埋没　

１２，９２７ｈａ、罹災者４０万人という甚大な被害をもたらし

た。特に群馬県赤城山麓において土石流や河川氾濫が多

発し、県内における死者は５９２人に達した。)による洪水

土砂が１．５ｍほど厚く堆積しており、遺構確認面が地表

第２節　歴史的環境

　調査対象地は、インターネット上に公開されている群

馬県統合型地理情報システム(ＧＩＳ)　マッピングぐんま

の「遺跡・文化財」ｈｔｔｐ：／／ｍａｐｐｉｎｇ－ｇｕｎｍａ．ｐｒｅｆ．ｇｕｎｍａ．ｊ

ｐ／ｐｒｅｆ－ｇｕｎｍａ、２０１５年１２月現在のデータ)によれば、前

橋０９０３遺跡として周知の埋蔵文化財包蔵地とされてい

る。

　本遺跡周辺では、旧石器時代の遺跡は、近年の上武道

路建設に伴う調査の進展によって、遺跡数は増加しつつ

あるものの、全体的に、分布は希薄である。

　青柳町の青柳宿上遺跡(前橋市００１３遺跡、第４図１１)で

は浅間山火山灰Ａｓ－ＹＰ層下から石器２点が出土した。上

細井町の新田上遺跡(前橋市００３４遺跡、第４図１８)でも

Ａｓ－ＹＰ層下から硬質頁岩製と黒色安山岩製の石器１０９点が

出土し、五代町の鳥取福蔵寺Ⅱ遺跡(前橋市００４９遺跡)で

もＡｓ－ＹＰ層下から硬質頁岩製を中心に石器３５０点が出土し

た。また、鳥取町の胴城遺跡(前橋市００２３遺跡)では浅間

山火山灰Ａｓ－ＹＰ下～浅間山火山灰Ａｓ－ＯＫ １から黒曜石製

を中心に石器７９点が出土し、上細井町の上細井蝉山遺跡

(前橋市００１５遺跡、第４図１３)においてはＡｓ－ＯＫ １を含む

層から黒色頁岩製と黒色頁岩製の石器２点が出土してい

る。このように、本遺跡周辺の旧石器時代遺跡は、赤城

火山南西麓斜面に立地する比較的新しい時期のものであ

る。

　１．旧石器時代

下３ｍもの深さになった箇所も存在した。
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遺跡№・名称・ＩＤ 旧石 縄文 弥生 古墳 奈平 中近 近代 種別・概要 文献

１ 前橋市０９０３遺跡

日輪寺観音前遺跡 ○ ○ ○ 集落、散布地、生産遺跡。 本遺跡
川端根岸遺跡 ０４５６３ ○ ○ ○ ○ 集落、散布地、生産遺跡。
川端道東(山下)遺跡 ０４５６４ ○ ○ 集落。

関根細ヶ沢遺跡 ０４５７２ ○ ○ ○
集落、生産遺跡。古墳溝７、水田２、平安
住居１４９、溝３６、製鉄炉３、鍛冶１、中近世
溝２２、サク群８、耕作痕４など。

１３

２ 前橋市０００１遺跡 ０２２４５ ○ 散布地。
３ 前橋市０００２遺跡 岡市遺跡 ０２２３５ ○ 散布地。
４ 前橋市０００３遺跡 ０４２７５ ○ ○ ○ 散布地。

５ 前橋市０００４遺跡

千手堂遺跡 ００３１２ ○ 集落。
田口八幡Ⅰ遺跡 ００３１３ ○ 集落。平安住居１４など。 ５１
田口八幡Ⅱ遺跡 ００３１４ ○ 集落、生産遺跡。平安住居２４など。 ５２
天神窪遺跡 ００３１７ ○ 集落。
八幡遺跡 ００３３２ ○ ○ 集落。
富士見地区遺跡群　
陣場遺跡 ０２９１７ ○ ○ 集落。縄文住居２４、平安住居７３など。

１９

下庄司原西遺跡 ０２９２０ ○ ○ ○ ○ 集落。縄文住居４、平安住居２０など。

下庄司原東遺跡 ０４５０６ ○ ○ ○ 集落。縄文住居６、古墳住居１０、奈良平安
住居４１など。

上庄司原西遺跡 ０２９２３ ○ ○ ○ ○ 集落。古墳住居６、奈良平安住居６など。
上庄司原東遺跡 ０２９２５ ○ ○ ○ ○ 集落。縄文住居４、平安住居７など。
上庄司原北遺跡 ０２９２８ 不 明 集落。
米野下原遺跡 ０２９４２ ○ ○ 散布地。

００３４４ ○ ○ 集落。

６ 前橋市０００８遺跡

田口上田尻遺跡 ０４６０５ ○ ○ ○ 集落、生産遺跡。古墳～平安住居３１１、畑
２６、近世復旧痕５９、水田６など。 ６

田口下田尻遺跡
０４６０６ ○ ○ ○
０４５０７ ○ ○ ○

関根赤城遺跡 ０４５７１ ○ ○ ○ 集落、生産遺跡。古墳畑１、平安住居３９など。 １１
７ 前橋市０００９遺跡 関根内山遺跡 ０２１２６ ○ 生産遺跡。江戸畑９、溝１など。 ４１
８ 前橋市００１０遺跡 関根の寄居 ００３０９ ○ 城館。 ５４

９ 前橋市００１１遺跡

旭久保遺跡 ０２９５５ ○ 　 ○ ○ ○ 集落。 ２３

旭久保Ｂ遺跡
０２９５６

○ ○ ○ 集落。古墳住居１、中近世溝１など。 ２３，２６
０２９５７

旭久保Ｃ遺跡
０２９５８

○ ○ ○ ○ 集落。 ２７
０２９５９

旭久保Ｄ遺跡
０２９６０

○ ○ ○ 集落。 ３１
０２９６１

旭久保Ⅱ・Ⅲ遺跡 ０２９７５ ○ ○ 集落。 ３０

旭久保Ⅲ遺跡
０２９７３

不 明 集落。 ２２，３３
０２９７４

原之郷新川遺跡 ０２９８０ ○ 散布地。 ３３
０２２４７ ○ ○ 散布地。
０４５９３ ○ 散布地。

１０ 前橋市００１２遺跡 原之郷下白川遺跡 ０２９８６ ○ 散布地。 ２７，２９，３０

１１ 前橋市００１３遺跡

青柳遺跡 ００２８３ ○ 集落。古墳住居１。 ４５

青柳宿上遺跡
００２８４

○ ○ ○ ○ ○ 集落。旧石器、縄文住居１、古墳住居２９、
縄文早期包含層など。 １４，４５

０４５５４

引切塚遺跡
００３３６

○ ○ ○ 集落。古墳住居２９、奈良住居３、縄文早期
包含層など。 １４，３５

０４５５７

引切塚Ⅱ遺跡
００３３８

○ 集落。古墳住居２など。 ３６
０３７０５

山王・柴遺跡群 ０３８６６ ○ 集落。Ａｓ－Ｂ下水田？

１２ 前橋市００１４遺跡

神明Ａ遺跡 ００３０２ ○ 集落。
神明Ｂ遺跡 ００３０３ ○ 集落。
念仏遺跡 ０３０５２ ○ 散布地。
山王・柴遺跡群 ０４５５５ ○ ○ ○ ○ 集落。Ａｓ－Ｂ下水田？

０２２４８ ○ 散布地。
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遺跡№・名称・ＩＤ 旧石 縄文 弥生 古墳 奈平 中近 近代 種別・概要 文献

１３ 前橋市００１５遺跡

時沢西萩林遺跡
０３０７５

○ ○ 集落。 ３３，３４
０３０７６

時沢西萩林Ⅱ遺跡 ０４４９２ ○ 集落。

上細井中島遺跡 ０３８６４ ○ ○ ○ 集落。縄文住居７、平安住居７、縄文早期
包含層など。 ９

上細井蝉山遺跡 ０３８６５ ○ ○ ○ ○ 集落。旧石器、縄文住居１、平安住居２５など。 ８
０２３２０

１４ 前橋市００１６遺跡
諏訪遺跡 ００３０５ ○ 集落。
南橘東原遺跡 ０２１２７ ○ ○ 集落。古墳～平安住居５２など。 ５３

１５ 前橋市００３１遺跡 ００２２５ ○ ○ ○ 散布地。

１６ 前橋市００３２遺跡
青柳宿前遺跡

００２８５
○ 集落。 ３８

０２７９８
青柳宿前Ⅱ遺跡 ０１３１１ ○ 集落。 ３９

１７ 前橋市００３３遺跡 青柳寄居遺跡 ００２８８ ○ 集落。平安住居１２など。 ４７

１８ 前橋市００３４遺跡
新田上遺跡

００３００
○ ○ ○ ○ ○ ○ 集落。旧石器ブロック６、縄文住居１３、配

石１、古墳住居２、平安住居３１など。 １２
０４５６１

時沢四ッ塚遺跡 ０３０４９ ○ ○ 散布地。
時沢原谷戸遺跡 ０３０８１ ○ 集落。 ３１

１９ 前橋市００３５遺跡

王間久保遺跡 ００２９３ ○ ○ 集落。
薬師遺跡 ００３４３ ○ ○ 集落。

時沢宮東遺跡
０３０６８

○ ○ 集落。 ３２，３４
０３０６９

時沢西高田遺跡
０３０７０

○ ○ 集落。 ２６，２７，３００３０７１
０３０７２

時沢西高田Ｂ遺跡 ０３０７２ ○ 集落。 ２７

時沢西紺屋谷戸遺跡
０３０７７

○ ○ 集落。 ２９
０３０７８

上町・時沢西紺屋谷戸遺跡 ０３８６２ ○ ○ 集落。古墳～平安住居４７など。 １０

王久保遺跡 ０３８６３ ○ ○ 集落。古墳～平安住居２５、平安鍛冶１など。 ７
０４５９４ ○ ○ 集落。

２０ 前橋市００３６遺跡 八幡山の砦 ００３３４ ○ 城館。 ５４
２１ 前橋市００６３遺跡 八幡前遺跡 ０１３１２ ○ ○ 散布地。
２２ 前橋市００６８遺跡 ０２２５３ ○ ○ ○ 散布地。

２３ 前橋市０１１５遺跡
若宮遺跡 ００２６３ ○ 集落。平安住居１４、溝３など。 ４８
植野小開土遺跡 ９４５９９ ○ 集落。

２４ 前橋市０１１６遺跡 勝山城 ０００４３ ○ 城館。 ５

２５ 前橋市０１２４遺跡
元景寺経塚遺跡 ０００７８ ○ 城館。
総社城 ００１５４ ○ 城館。 ５４

０１３８１ ○ 城館。 ４２

２６ 前橋市０１２５遺跡
総社町屋敷南遺跡 ０３８７９ ○ ○ 集落。 ４４
宝塔山古墳

(総社村９号古墳) ０４５０９ ○ 古墳。 ３，４３

２７ 前橋市０１２６遺跡
南橘村４１号古墳 ０２７９７ ○ 古墳。 ３
神明古墳 ０４６１５ ○ 古墳。

２８ 前橋市０５８９遺跡 横室古墳
(富士見村１３号古墳) ０２９４３ ○ 古墳。 ３

２９ 前橋市０５９１遺跡
富士見地区遺跡群　
初室古墳

(富士見村７号古墳)
０２９５０ ○ 古墳。 ２１

３０ 前橋市０５９５遺跡
０４３５１

○ ○ 集落。
０４３５２

３１ 前橋市０５９６遺跡 陣場 ０２９５３ ○ 城館。 ５
３２ 前橋市０５９９遺跡 原之郷白川遺跡 ０２９８３ ○ 散布地。
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遺跡№・名称・ＩＤ 旧石 縄文 弥生 古墳 奈平 中近 近代 種別・概要 文献

３３ 前橋市０６０３遺跡

遠見山古墳
(総社村６号古墳) ０４４４４ ○ 古墳。 ３

蛇穴山古墳
(総社村８号古墳) ０４４４３ ○ 古墳。 ３，３７

宝塔山古墳
(総社村９号古墳) ０４４４７ ○ 古墳。 ３，４６

愛宕山古墳
(総社村１０号古墳) ０４４４５ ○ 古墳。 ３，４５

総社二子山山古墳
(総社村１１号古墳) ０４４４６ ○ 古墳。 ３， ４

稲荷山古墳
(総社村１２号古墳) ０００１６ ○ 古墳。 ３，５０

３４ 前橋市０６３９遺跡 ０４４５４ ○ 散布地。

３５ 前橋市０７２５遺跡
引田高堰遺跡

０２８４３
○ ○ 集落。縄文住居１、平安住居１など。 ２８，２９

０２８４４
引田宿原遺跡 ０２８５０ ○ ○ 集落。 １５
引田諏訪三反田遺跡 ０２８５１ ○ 散布地。

３６ 前橋市０７２６遺跡

富士見地区遺跡群　
赤城遺跡 ０２８４５ ○ ○ ○ ○ 集落。

２０
富士見地区遺跡群　
長泉寺遺跡 ０２９３８ ○ ○ 集落。縄文住居２、平安住居４など。

富士見地区遺跡群　
由森遺跡 ０２９１３ ○ ○ ○ ○ 集落。縄文住居２、平安住居２３、掘立１０など。 １８

引田高橋遺跡 ０２９４０ ○ ○ その他。
３７ 前橋市０７２７遺跡 米野広町遺跡 ０２８５４ ○ ○ 散布地。

３８ 前橋市０７４１遺跡
横室寄居 ０２９０９ ○ 城館、その他。 ５４，５５
富士見地区遺跡群　
寄居遺跡 ０２９１４ ○ ○ ○ 城館、その他。中近世溝４など。 １７

３９ 前橋市０７４８遺跡

富士見地区遺跡群　
愛宕山遺跡 ０２９１０ ○ ○ 集落、生産。縄文住居１２、土坑１５０、平安炭

窯１まど。
２１

富士見地区遺跡群　
愛宕遺跡 ０２９３１ ○ ○ 生産遺跡。近世採石跡１。

４０ 前橋市０７４９遺跡
横室中遺跡 ０２９１５ ○ 生産遺跡。 ２６
富士見地区遺跡群　
田中田遺跡 ０２９３０ ○ ○ ○ ○ 集落。縄文住居９、古墳住居６１、溝１など。 １６

４１ 前橋市０７５０遺跡 富士見地区遺跡群　
田中遺跡 ０２９３６ ○ ○ 集落。縄文住居２、配石１など。 １７

４２ 前橋市０７５１遺跡

富士見地区遺跡群　
久保田遺跡 ０２９１１ ○ ○ ○ 集落。縄文住居６、古墳住居１、奈良平安

住居１３など。
１８

富士見地区遺跡群　
白川遺跡 ０２９１２ ○ ○ ○ ○ 集落。縄文住居２、古墳住居２０、奈良平安

住居１４、掘立１１など。

４３ 前橋市０７５２遺跡
森山古墳

(富士見村６号古墳) ０２９４４ ○ 古墳。 ３

道上古墳 ０２９４５ ○ 古墳。

４４ 前橋市０７５３遺跡 荒井古墳
(富士見村１４号古墳) ０２９４６ ○ 古墳。 ３，１５

４５ 前橋市０７５４遺跡 横室薊遺跡 ０２９４８ ○ 散布地。 １５，３０
４６ 前橋市０７５５遺跡 田島城 ０２９５２ ○ 城館。 ５４

４７ 前橋市０７５６遺跡
富士見地区遺跡群　
日向遺跡 ０２９３９ ○ 城館。 ２１

森山城(引田城) ０２９５４ ○ 城館。 ５５

４８ 前橋市０７５７遺跡
原之郷鎌塚遺跡 ０２９４９ ○ ○ 集落、散布地。
田島上の台遺跡 ０２９５１ ○ 散布地。

４９ 前橋市０７５８遺跡
富士見地区遺跡群　
岩之下遺跡 ０２９７７ ○ ○ ○ 集落。縄文土坑３、古墳住居９、奈良平安

住居１５など。 １７

横室東沢口遺跡 ０２９８２ ○ 散布地。

５０ 前橋市０７５９遺跡
原之郷鰻沢遺跡

０２９６２
○ 集落。平安住居２、掘立１など。 ２５

０２９６３
０４５９７ ○ 集落。

５１ 前橋市０７６０遺跡
原之郷東原遺跡 ０２９７６ ○ ○ 集落。 ２２
原之郷後原遺跡 ０２９７８ ○ ○ 集落。

５２ 前橋市０７６１遺跡 原之郷善養寺遺跡 ０２９８４ ○ ○ 集落。 ２７
５３ 前橋市０７６２遺跡 富士見漏１号古墳 ０３７２４ ○ 古墳。
５４ 前橋市０７６３遺跡 原之郷山ノ後遺跡 ０２９８５ ○ 散布地。
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遺跡№・名称・ＩＤ 旧石 縄文 弥生 古墳 奈平 中近 近代 種別・概要 文献

５５ 前橋市０７６４遺跡 九十九山古墳
(富士見村１６号古墳) ０２９８７ ○ 古墳。 ３

５６ 前橋市０７６５遺跡 九十九山の砦 ０２９８８ ○ 城館。 ５
５７ 前橋市０７６６遺跡 金山城 ０２９８９ ○ 城館。 ５４

５８ 前橋市０７６７遺跡 小沢的場遺跡
０２９９５

○ ○ ○ 集落。古墳溝１、平安住居２、中近世溝１
など。 ２４

０２９９６
５９ 前橋市０７６９遺跡 原之郷慶阿弥遺跡 ０３００１ ○ ○ ○ 集落。
６０ 前橋市０７７３遺跡 田島鉄砲林遺跡 ０３０１１ ○ 散布地。
６１ 前橋市０７７６遺跡 十二遺跡 ０３０１６ ○ 集落。
６２ 前橋市０７７７遺跡 時沢中島遺跡 ０３０５１ ○ ○ 墳墓。
６３ 前橋市０７７８遺跡 田島清水遺跡 ０３０１５ ○ ○ 散布地。

６４ 前橋市０７７９遺跡 鎌塚古墳
(富士見村１５号古墳) ０３０１２ ○ 古墳。 ３

６５ 前橋市０７８３遺跡 山王・柴遺跡群 ０４４８８ ○ 古墳。
６６ 前橋市０８４３遺跡 青柳寄居遺跡 ０３９５０ ○ 生産遺跡。水田。 ４７

６７ 前橋市０８４６遺跡

塩原塚古墳 ００２９８ ○ 古墳。 ４５

田口冠木遺跡・田口冠木遺
跡１号古墳

(南橘村２４号古墳)
０１２４５ ○ 古墳。 ３，４０

富士塚古墳
(南橘村２８号古墳) ００３４０ ○ 古墳。

３

南橘村３２号古墳 ０２２３３ ○ 古墳。
南橘村３３号古墳 ０２２３４ ○ 古墳。
諏訪古墳群 ０２２３６ ○ 古墳。
諏訪古墳群Ｂ

(南橘村３４・３６・３７号古墳) ０２２３７ ○ 古墳。

諏訪古墳群Ｃ ０２２３８ ○ 古墳。
冠木古墳群Ａ

(南橘村１６ ～ ２２号古墳) ０２２３９ ○ 古墳。

冠木古墳群Ｂ
(南橘村２４ ～ ２６号古墳) ０２２４０ ○ 古墳。

６８ 前橋市０８４７遺跡

南橘村３５号古墳 ０２２４１ ○ 古墳。 ３

下庄司原１号古墳・富士見
村狐塚古墳

(富士見村１０号古墳)
０２９２１ ○ 古墳。

３，１９

上庄司原１号古墳
(富士見村８号古墳) ０３９５５ ○ 古墳。

上庄司原２号古墳
(富士見村９号古墳) ０２９２９ ○ 古墳。

上庄司原３号古墳 ０２９２６ ○ 古墳。
上庄司原４号古墳

(富士見村１１号古墳) ０２９２４ ○ 古墳。

陣場１号古墳
(富士見村１２号古墳) ０２９１８ ○ 古墳。

陣場２号古墳 ０２９１９ ○ 古墳。

１９

富士見地区遺跡群　
陣場遺跡 ０３９５２ ○ 古墳。円墳２。

上庄司原西遺跡 ０３９５３ ○ 古墳。周溝墓１。
上庄司原東遺跡 ０３９５４ ○ 古墳。円墳２。
上庄司原北遺跡 ０４４２８ ○ 古墳。円墳１。
田口八幡Ⅰ遺跡 ０４６０３ ○ 古墳。円墳１。 ５１

０４４５０ ○ 古墳。

６９ 前橋市０８５８遺跡
引切塚古墳

(南橘村４０号古墳) ００３３９ ○ 古墳。
３５

引切塚遺跡 ０４３２９ ○ 古墳。
７０ 前橋市０８６５遺跡 ０４１６９ 不 明 散布地。 ４２
７１ 前橋市０９０１遺跡 ０４５８３ 不 明 生産、その他。
７２ 前橋市０９１３遺跡 田口上田尻遺跡 ０４６０４ ○ ○ ○ 水田、生産。 ６
７３ 前橋市０９４３遺跡 青柳寄居 ０４６７０ ○ 城館。 ５５

７４ 瓜山遺跡 ○ ○ 散布地、集落。縄文住居２など。 １， ２

７５ 橘峠遺跡 ○ ○ 散布地。
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１ 北橘村教育委員会１９９０『東篠遺跡・瓜山遺跡』

２ 北橘村教育委員会２０００『北橘村村内遺跡』Ⅷ

３ 群馬県１９３８『上毛古墳綜覧』

４ 群馬県史編纂委員会 １９８１『群馬県史』資料編３

５ 群馬県教育委員会１９８８『群馬県の中世城館跡』

６ 群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１２『田口上田尻遺跡・田口下田尻遺跡』

７ 群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１３『王久保遺跡』

８ 群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１３『上細井蝉山遺跡』

９ 群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１３『上細井中島遺跡』

１０ 群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１３『上町・時沢西紺屋谷戸遺跡』

１１ 群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１４『関根赤城遺跡』

１２ 群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１５『新田上遺跡』

１３ 群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１５『関根細ヶ沢遺跡』

１４ 群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１５『引切塚遺跡・青柳宿上遺跡』

１５ 富士見村誌編纂委員会１９７９『富士見村誌』続編

１６ 富士見村教育委員会１９８６『田中田遺跡・窪谷戸遺跡・見眼遺跡』

１７ 富士見村教育委員会１９８７『富士見地区遺跡群 向吹張遺跡・田中遺跡・岩之下遺跡・寄居遺跡』

１８ 富士見村教育委員会１９８９『富士見地区遺跡群 白川遺跡・由森遺跡・久保田遺跡』

１９ 富士見村教育委員会１９９１『富士見地区遺跡群 陣場・庄司原古墳群』

２０ 富士見村教育委員会１９９３『富士見地区遺跡群 赤城遺跡・長泉寺遺跡』

２１ 富士見村教育委員会１９９４『富士見地区遺跡群 愛宕山遺跡・初室古墳・愛宕遺跡・日向遺跡』

２２ 富士見村教育委員会１９９７『平成８年度村内遺跡』

２３ 富士見村教育委員会１９９８『旭久保Ｂ遺跡』

２４ 富士見村教育委員会１９９８『小沢的場遺跡』

２５ 富士見村教育委員会１９９８『原之郷鰻沢遺跡』

２６ 富士見村教育委員会１９９８『平成９年度村内遺跡』

２７ 富士見村教育委員会１９９９『平成１０年度村内遺跡』

２８ 富士見村教育委員会２００１『引田高堰遺跡』

２９ 富士見村教育委員会２００１『平成１２年度村内遺跡』

３０ 富士見村教育委員会２００２『平成１３年度村内遺跡』

３１ 富士見村教育委員会２００４『平成１５年度村内遺跡』

３２ 富士見村教育委員会２００６『時沢宮東遺跡』

３３ 富士見村教育委員会２００７『時沢西荻林遺跡』

３４ 富士見村教育委員会２００９『平成１６ ～ １９年度村内遺跡』

３５ 前橋市教育委員会１９８５『引切塚遺跡』

３６ 前橋市教育委員会１９９３『引切塚Ⅱ遺跡』

３７ 前橋市教育委員会１９９６『市内遺跡発掘調査報告書』

３８ 前橋市教育委員会２０００『市内遺跡発掘調査報告書』

３９ 前橋市教育委員会２００１『市内遺跡発掘調査報告書』

４０ 前橋市教育委員会２００４『年報』３５

４１ 前橋市教育委員会２００７『市内遺跡発掘調査報告書』

４２ 前橋市教育委員会２００８『市内遺跡発掘調査報告書』

４３ 前橋市教育委員会２００９『市内遺跡発掘調査報告書』

４４ 前橋市教育委員会２００９『年報』４０

４５ 前橋市史編纂委員会１９７１『前橋市史』１

４６ 前橋市文化財研究会１９７６『蛇穴山古墳調査概報』

４７ 前橋市埋蔵文化財発掘調査団１９８４『青柳寄居遺跡』

４８ 前橋市埋蔵文化財発掘調査団１９８９『若宮遺跡』

４９ 前橋市埋蔵文化財発掘調査団１９９６『総社愛宕山遺跡』

５０ 前橋市埋蔵文化財発掘調査団１９９８『稲荷山古墳』

５１ 前橋市埋蔵文化財発掘調査団２０００『田口八幡Ⅰ遺跡』

５２ 前橋市埋蔵文化財発掘調査団２０００『田口八幡Ⅱ遺跡』

５３ 前橋市埋蔵文化財発掘調査団２００８『南橘東原遺跡』

５４ 山崎一１９７１『群馬県古城塁址の研究』上

５５ 山崎一１９７９『群馬県古城塁址の研究』補遺編上



　２．縄文時代

　縄文時代になると、本遺跡周辺の遺跡数は多くなる。

とくに縄文時代前期の遺跡数が多い。中期以降のものは

減少に転ずる。

　縄文時代草創期の遺物は、勝沢町の堤遺跡・小神明遺

跡群湯気遺跡(前橋市００４５遺跡)・端気遺跡群、小神明町

の小神明勝沢境遺跡(前橋市００４６遺跡)などから出土して

いる。

　縄文時代早期の集落は、渋川市北橘町の城山遺跡で検

出されている。当該期の遺物では、上細井町の上細井

五十嵐遺跡(前橋市００３７遺跡)、小神明町の端気遺跡群(前

橋市００４６遺跡)などからは撚糸文土器が、また、上細井

町の丑子遺跡(前橋市００３８遺跡)から条痕文土器が出土し

ているほか、青柳町の青柳宿上遺跡・引切塚遺跡(前橋

市００１３遺跡、第４図１１)、上細井町の上細井中島遺跡(前

橋市００１５遺跡、第４図１３)などから早期の遺物包含層が

確認されている。

　縄文時代前期の集落は、赤城火山南西麓斜面に多く分

布しており、田口町の下庄司原西遺跡・下庄司原東遺

跡・上庄司原東遺跡・富士見地区遺跡群陣場遺跡(前橋

市０００４遺跡、第４図５)、上細井町の上細井蝉山遺跡(前

橋市００１５遺跡、第４図１３)、富士見町の富士見地区遺跡

群愛宕山遺跡(前橋市０７４８遺跡、第４図３９)、富士見地区

遺跡群田中田遺跡(前橋市０７４９遺跡、第４図４０)、上細井

町の上細井五十嵐遺跡・芝山遺跡・下箱田向山遺跡(前

橋市００３７遺跡)、などから検出されている。

　周辺では中期の遺跡数は少ない。上細井町の上細井中

島遺跡(前橋市００１５遺跡、第４図１３)、新田上遺跡(前橋

市００３４遺跡、第４図１８)、渋川市北橘町の瓜山遺跡(第４

図７０)などから集落が確認されている。

　後晩期の遺跡は少ない。小神明町の堤遺跡・小神明遺

跡群九料遺跡(前橋市００４５遺跡)、鳥取町の鳥取福蔵寺遺

跡(前橋市００４９遺跡)などから後期の集落が検出されてい

る。また、青柳町の青柳宿上遺跡・引切塚遺跡(前橋市

００１３遺跡、第４図１１)から晩期千網式土器が出土している。

　３．弥生時代

　本遺跡周辺の弥生時代の遺跡数は、縄文時代晩期から

継続して少なく、分布も赤城山南西麓斜面に限られてい

　４．古墳時代

　古墳時代になると再び本遺跡周辺の遺跡数は多くな

る。

　古墳時代前期の集落は、田口町の下庄司原東遺跡(前

橋市０００４遺跡、第４図５)、同じく田口町の田口上田尻

遺跡・田口下田尻遺跡(前橋市０００８遺跡、第４図６)、青

柳町の引切塚遺跡(前橋市００１３遺跡、第４図１１)、富士見

町の富士見地区遺跡群田中田遺跡(前橋市０７４９遺跡、第

図４０)などで確認されている。田口町の上庄司原西遺跡

(前橋市０００４・０８４７遺跡、第４図５・６８)からは集落に近

接して周溝墓も検出されている。青柳町の山王・柴遺跡

群(前橋市０００１３・００１４遺跡、第４図１１・１２)からは浅間

山火山灰Ａｓ－Ｃ降下時期前後の畠４群が確認されており、

古墳時代初頭の生産域の存在を示すものである。

　中期の集落は、田口町の田口上田尻遺跡・田口下田尻

遺跡(前橋市０００８遺跡、第４図６)、富士見町の富士見地

区遺跡群田中田遺跡(前橋市０７４９遺跡、第４図４０)などか

ら検出されている。

　後期の集落は、田口町の下庄司原東遺跡(前橋市０００４

遺跡、第４図５)、田口上田尻遺跡・田口下田尻遺跡(前

橋市０００８遺跡、第４図６)、青柳町の青柳宿上遺跡・引

切塚遺跡(前橋市００１３遺跡、第４図１１)、日輪寺町の南橘

東原遺跡(前橋市００１６遺跡、第４図１４)、富士見町の富士

見地区遺跡群田中田遺跡(前橋市０７４９遺跡、第４図４０)な

どから確認されている。

　一方、古墳は、まず、上細井町の山王・柴遺跡群(前

橋市０７８３遺跡、第４図６５)から方墳と小石槨墓が確認さ

れている。方墳の主体部は削平され失われていたが、周

堀内に榛名山火山灰Ｈｒ－ＦＡ層の堆積が確認でき、５世紀

後半～６世紀初頭頃のものと推定される。他に、６世紀

前半の前方後円墳である富士見町の九十九山古墳(富士

る。弥生時代後期の遺跡が多い。

　上細井町の新田上遺跡(前橋市００３４遺跡、第４図１８)か

ら中期の集落が、小神明町の小神明遺跡群湯気遺跡・倉

本遺跡(前橋市００４５遺跡)から中期～後期の集落が、上細

井町の丑子遺跡(前橋市００３８遺跡)から後期の集落がそれ

ぞれ検出されている。また、青柳町の青柳宿上遺跡(前

橋市００１３遺跡、第４図１１)からは中期の土器が出土して

いる。
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見村１６号古墳、前橋市０７６４遺跡、前橋市指定史跡、第４

図５５)、６世紀後半～７世紀の円墳の横穴式石室の一部

が検出された上細井町の山王・柴遺跡群(前橋市０７８３遺

跡、第４図６５)、後期の円墳が群集する田口町の陣馬・

庄司古墳群(前橋市０８４７遺跡、第４図６８)、同じく後期の

円墳である青柳町の引切塚古墳(前橋市０８５８遺跡、第４

図６９)などがある。

　５．奈良・平安時代

　律令制下の上野国内には、当初、碓氷・片岡・甘楽・緑野・

那波・群馬・吾妻・利根・勢多・佐位・新田・山田・邑

楽の１３郡が置かれていたが、『続日本紀』和銅４年３月辛

亥(６日)条や、高崎市吉井町池に現存する多胡碑碑文に

見えるように、７１１(和銅４)年に甘楽郡・片岡郡・緑野

郡から割かれた３００戸によって多胡郡が新たに設置され、

１４郡となった。

　前橋市域は、ほぼ利根川左岸側が勢多郡、利根川右岸

側が群馬郡に当たっているものと考えられ、本遺跡は勢

多郡。平安時代中期に成立した『和名類聚抄』によれば、

勢多郡には深田、田邑、芳賀、桂萱、真壁、深渠、深澤、

時澤、藤澤の９郷が存在した。本遺跡の北方には渋川市

北橘町真壁、東方には前橋市富士見町時沢という、勢多

郡内の郷名に由来すると考えられるような地名が遺存し

ている。

　本遺跡に近接する前橋市荒牧町は、地名から古代の牧

の所在地に比定されている。上野国については、すでに

天平６年(７３４)尾張国正税帳に６月に上野国に下る種馬

１０頭に秣２５束を支出したことが記されており、早くもこ

の時期には官牧が設置されていたことがわかる。

　また先掲した『延喜式』左馬寮御牧条によれば、御牧と

して、利刈・有馬島・沼尾・拝志・久野・市代・大藍・

鹽山・新屋の９牧が設置されており、同式年貢条によれ

ば、毎年５０疋が京進されることになっていた。また、『政

事要略』巻２３年中行事８月下にみえる「廿八日上野勅旨御

馬事」の割注には、前掲の９御牧の他にさらに「小栗田」

「平澤」の２牧の名があげられており、９御牧の他にもそ

れに準ずるような官牧が存在していたことがわかる。

　『富士見村誌』続編では、拝志荘関係史料が分布する旧

細ヶ沢川以西の赤城火山南西麓から西麓にかけての広大

な地域を拝志荘と推定している。本遺跡付近では、近世

の史料ではあるが、１７７０(明和７)年の日輪寺棟札に「上

野国勢多郡林正日輪寺村」とあり、本遺跡周辺に林＝拝

志の地名が遺っていたことが判明する。

　本遺跡に近接した場所に、上野国内に設置された古代

の９箇所の御牧の一つである拝志牧が所在した可能性が

高い。

　『延喜式』左馬寮諸国所貢飼馬牛条には、上野国から年

に馬４５疋が兵部省に貢進されると規定されているが、年

貢御馬５０疋とあわせると合計９５疋ということになり、年

貢御馬と所貢飼馬の合計数は全国最多である。

　また、上野国はしばしば律令国家の征夷戦争の兵站基

地として、兵士・軍馬・革甲等の調達地とされていた。

そのような状況下、上野国の官牧は、元来、律令国家が

必要とする馬の最大級の供給源の一つであった。

　本遺跡周辺には、古墳時代から集落が継続して営まれ

ている集落遺跡として田口町の田口下田尻遺跡・田口上

田尻遺跡(前橋市０００８遺跡、第４図６)、富士見町の旭久

保遺跡(前橋市００１１遺跡、第４図９)、日輪寺町の南橘東

原遺跡(前橋市００１６遺跡、第４図１４)、川端町の川端根岸

遺跡(前橋市０９０３遺跡、第４図１)などが存在している。

奈良時代以降の集落としては、川端町の関根細ヶ沢遺跡・

川端道東遺跡(前橋市０９０３遺跡、第図１)などが上武道路

の建設に先だって調査されている。

　なお、田口町の田口下田尻遺跡(前橋市０００８遺跡、第

４図６)では７世紀及び１０世紀の、上細井町の王久保遺

跡・上町時沢西紺屋谷戸遺跡(前橋市００３５遺跡、第４図

１９)では９世紀の、関根町の関根赤城遺跡(前橋市０００８遺

跡、第４図６)では１０ ～ １１世紀の鍛冶遺構も、集落の他

に検出されている。赤城山南麓では古代の鍛冶遺構の検

出が少なくなく、山麓の斜面を利用しての馬の放牧地な

どが存在した可能性が想定される。

　上細井町の新田上遺跡(前橋市００３４遺跡、第４図１８)で

は、集落と集落の中心を東西に走る道路状遺構の検出が

特筆される。また、青柳町の青柳寄居遺跡(前橋市０８４３

遺跡、第４図６６)からは平安時代の水田と、その下層か

ら集落が検出されている。青柳町の山王・柴遺跡群(前

橋市００１３・００１４遺跡、第４図１１・１２)からは１００８(天仁

元)年降下の浅間山火山灰Ａｓ－Ｂ層下、及びさらに下層か

ら水田が検出されている。

　なお、本遺跡の北西側に隣接する日輪寺は８１１(弘仁２)
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年建立との伝承を有する古刹である。創建年代を証する

ものは現段階ではないが、寺に伝わる平安時代後期の作

と見られる十一面観音立像は広く「日輪寺の鉈彫りの観

音様」と知られる優品で、本遺跡の名称となった字名の

由来でもある。

　像は、手先を除いて頭頂から台座までを桂材の一木か

ら彫り出されており、丸鑿痕を全身に残している。鉈彫

像は関東・東北地方を中心に分布し、１０ ～ １３世紀に盛

行する。本像は関東・東北地方に多く分布するとされる

鉈彫像の中でも、滑らかに仕上げをせずに鑿痕を明瞭に

遺しているところに特徴があると言う。鑿目は整然とし

た横筋ではなく、比較的浅い彫りで、素木のつくりであ

る。高さ１５１．５ｃｍ。像高１２８．５ｃｍ。全体的に短躯で、面相・

衣文・台座などの彫法に平安時代後期製作の特徴を見る

ことができると言う。

　台座に両足を揃えてほぼ直立するが、顔をやや傾げ、

肩はなで肩で、右手は与願印、左手は施無畏印を結び、

下半身を横切る天衣は両肩から両足の前でＵ字形に垂れ

ており、分厚く表現され、在地風の独特なニュアンスが

ある。唇は朱く、眼は白地に瞳を黒く塗彩され、瓔珞や

眉には墨を入れている。背部中央には光背を支えたとみ

られる鉄柄が残存している。口から下、あごの辺りはがっ

しりとした印象を与えるものの、全体的にはふくよかな

面相で伏し目がちであり柔和な表情が読み取れる。　

本像は９０年に１度の開帳の時以外は秘仏として人目にふ

れることがなかったため、保存状態は極めて良好であ

る。元来、観音堂の本尊であったが、現在は保存庫に安

置され、毎年１月１１日の開帳日に拝観できる。１９５２(昭

和２６)年６月１９日に群馬県重要文化財に指定された。

　この日輪寺の十一面観音立像には、奈良時代の７２６(神

亀３)年３月に、寺の東にあった「朝日窪」という池の面

が毎朝金色に輝くのを見物に多くの人々が詰めかけると

いう話を聴き付けた上野国司・多治比真人が検分にやっ

て来た際に、試みに池に網を入れてみると１寸５分(約

５ｃｍ)の小さな黄金の十一面観音立像がかかり、像は八

方に光を放ったので、多治比真人は黄金の観音像の霊験

を有り難く思ってこの地に仏堂を建立して安置、人々の

崇敬を大いに受けていたところ、８０７(大同２)年にこの

地を巡錫した空海が由来を知り、それほど有り難い尊像

をそのままにしておくのは畏れ多いと、香木をもって１

丈５尺(約１５０ｃｍ)の十一面観音像を一夜のうちに彫り上

げると、その胎内に元々あった黄金の小さな観音像を納

めたのが今に残る鉈彫り十一面観音立像であり、空海は

弟子の実恵をして８１１(弘仁２)年に開山させ、開山に当

たっては勅旨と宸筆の勅額を賜ったとの伝承が遺されて

いる(「日輪寺縁起」((１５７１元亀２)年)。因みに多治比真

人は、多胡碑文中に見える「左中弁」であり、白鳳期から

奈良時代前期にかけての皇親出身の官僚である多治比真

人三宅麻呂のことである。宣化天皇三世孫多治比古王の

子。６９０(持統４)年に右大臣、６９７(文武元)年に左大臣

となった多治比真人嶋の弟とされる。７０４(慶雲元)年従

五位下受爵、７０７(慶雲４)年文武天皇崩御に際して御装

束司を務め、元明朝では催鋳銭司・造雑物法用司の官人

に任ぜられる一方、７１１(和銅４)年正五位上、７１３(和

銅６)年従四位下と順調に累進し、元明朝末の７１５(和銅

８)年には従四位上左大弁に補され、元正朝には民部卿、

河内国摂官など歴任し、７１９(養老３)年正四位下、７２１

(養老５)年には正四位上に昇るものの、７２２(養老６)年

に謀反を誣告したとして斬刑に処せられることになった

が、皇太子首皇子(のち聖武天皇)の奏請によって減刑さ

れて伊豆国に流罪となった。一説では、７２５(神亀２)年

６月２２日配所で卒去したと伝える。上野国司として下向

した史実は無い。

　多胡碑文の影響を受けた伝承と考えられ、史実からす

れば荒唐無稽ではあるが、地域に遺る伝承として、民衆

の歴史を語る上での史料とはなり得る。

　６．中世

　天仁元(１１０８)年の浅間山大噴火に伴う火山灰Ａｓ－Ｂ降

下後、上野国内では荘園開発が活発になる。新田郡のほ

ぼ全域に及ぶ新田荘などはその代表的な事例である。先

述したように、本遺跡周辺は拝志荘(林荘)または青柳御

厨にふくまれる可能性が高い。

　拝志荘は、成立年代は不明ではあるが、鎌倉期と推定

される年月日不詳の宣陽門院(覲子内親王、１１８１(養和元)

年～ １２５２(建長４)年)、後白河天皇第６皇女)所領目録

(島田文書、『群馬県史　資料編』６所収)に見え、長講堂

領(１１９１(建久２)年に後白河院が膨大な荘園を院御所六

条殿内に建立された法華長講弥陀三昧堂(長講堂)に寄進

したことによって成立した中世荘園公領制下における王
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峙した時の陣跡とする。

　また、本遺跡周辺には、長尾氏や桐生氏関係の地侍が

共同して構える陣地に限定して用いられる呼称である

「寄居」が、関根町の関根寄居(前橋市００１０遺跡、第４図

８)、富士見町の横室寄居(前橋市０７４１遺跡、第４図３８)、

青柳町の青柳寄居(前橋市０９４３遺跡、第４図７３)など分布

している。本遺跡周辺のものは長尾氏に関係する地侍た

ちのものである。

　その他、本遺跡周辺には、上細井町の八幡山の砦(前

橋市００３６遺跡、第４図２０)、富士見町の田島城(前橋市

０７５５遺跡、第４図４６)・森山城(引田城とも、前橋市０７５６

遺跡、第４図４７)・九十九山の砦(前橋市０７６５遺跡、第４

図５６)・金山城(前橋市０７６６遺跡、第４図５７)などの１６世

紀の砦や城塞跡が存在している。

　なお、『上野国郡村誌』(１８７６(明治９)年)によると、

日輪寺村は永禄年間(１５５８ ～ １５７０年)頃に川端村から分

村したとされている。本遺跡に近接する日輪寺は１５７０(元

亀元)年に尊慶の中興と伝え、境内には中世の造立と見

られる石塔類が多数遺っている。

　７．近世

　その後、江戸幕府による幕藩体制の確立によって、本

遺跡をふくむ川端村・日輪寺村一帯は前橋藩領となった。

村高は「寛文郷帳」で１４３石余、うち田方５４石余・畑方８９

石余、「元禄郷帳」も同高、「天保郷帳」では１９４石余、「旧

高旧領」も同高。河岸段丘上に形成された集落故に、畑

作を主とする農村地帯であった様子が伺える。

　なお、近接する日輪寺の観音堂には、暴れ馬の伝説を

持つ１６４０(寛永１７)年銘の絵馬がある。当時、夜な夜な

どこからともなく悍馬が現れて田畑を荒らしていくのに

困り切っていた日輪寺村の村人たちが、ある日、その馬

の後を付けて行ったところ、馬は日輪寺観音堂付近で急

に見えなくなったので、堂内を見てみると、堂内に懸か

る沢山の絵馬の一つに描かれた馬が田畑を荒らす悍馬と

瓜二つであったため、絵馬の絵があまりに巧みに描かれ

ていたために命が宿ってしまい。夜な夜な暴れて田畑を

荒らすようになってしまったのだろうということで、絵

師を呼んできて絵馬に描かれた馬に手綱を書き加えて貰

うと、それ以来、馬に田畑を荒らされることはなかった

ということである。

家領荘園群の一つ。後白河院から皇女宣陽門院に譲られ

た際には４２ ヵ国８９ ヵ所に及んだ。その後、鎌倉時代末

期には１８０か所にまで増大したが(『梅松論』)、南北朝内

乱及び応仁の乱などの混乱によって不知行が急増し、戦

国時代には急速に解体した)に加えられていたことが判

明している。また、戦国期の年月日不詳の上野国守護職

上杉家所領目録(彦部文書、『群馬県史　資料編』７所収)

にも見える。

　『富士見村誌』続編(１９７９年)では、拝志荘関係史料が分

布する旧細ヶ沢川以西の赤城火山南西麓から西麓にかけ

ての広大な地域を拝志荘と推定している。とくに本遺跡

に近接する日輪寺には、近世のものではあるが、「上野

国勢多郡林正日輪寺村」と記された１７７０(明和７)年銘の

棟札があり、本遺跡周辺に「林＝拝志」の地名が遺ってい

たことが判明する。

　一方、青柳御厨は、１１９２(建久３)年８月付け伊勢大

神宮神主請文(神宮文庫蔵神宮雑書、『群馬県史　資料編』

６所収)に見え、平安末期の長寛年間(１１６３ ～ １１６５年)に

成立した伊勢神宮の御厨で、『南橘村誌』(１９５５年)では、

神明宮・伊勢宮や伊勢地名の分布から、前橋市荒牧町・

日輪寺町付近から前橋市青柳町を中心とした赤城白川扇

状地地域にかけてを青柳御厨と推定している。

　『神鳳鈔』(伊勢神宮内宮および外宮の領地の諸国一覧

表。１１９３(建久４)年に原本の書き出しを始め、その後

追記がなされ、１３６０(延文５)年完成)に、建永年間(１２０６

～ １２０７)に官符が出され、その規模は田８０町であったこ

とが見える。また、『氏経卿神事日次』(室町時代の伊勢

神宮禰宜荒木田氏経(１４０２(応永９)～ １４８７(文明１９)

年)の述作。後世、神職たちの神事・所作の拠り所となっ

た)には、１３４７(貞和３)年と１４５２(宝徳４)年に青柳御

厨関係文書が遠江国蒲御厨内安間郷関係文書とともに焼

失し、紛失状が作成されたことが記されている。

　１４５５(享徳３)年、室町幕府８代将軍足利義政の治世、

５代鎌倉公方足利成氏による関東管領上杉憲忠暗殺に端

を発し、１４８３年(文明１４)年までの間、関東一円で幕府、

鎌倉公方(古河公方)、堀越公方、山内上杉氏、扇谷上杉

氏らが相争った享徳の乱以後、関東地方は戦国時代に入

る。本遺跡周辺にもこの時期の城館が存在する。『富士

見村誌』続編では、富士見町の陣馬遺跡(前橋市０５９６遺跡、

第４図３１)を１４７７(文明９)年に太田資長が長尾景春と対

第2章　遺跡の位置と環境
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この絵馬には、二本の杭に手綱で繋がれる一頭の勇馬が

墨絵を主に、一部に青と白の絵具の彩色をもって描かれ

ており、右側に「寛永拾七年庚辰年四月吉日」、左側に「奉

寄進御□前□」と墨書されている。高さ９３．５ｃｍ、幅１２３ｃｍ

で、前橋市重要文化財に指定されている。

第２節　歴史的環境
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第２表　調査区別検出遺構番号・遺構数一覧表
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Ａ区 Ｂ区 Ｃ区 Ｄ区 Ｅ区 計

竪穴住居
１号 ２～ １２、１９ ～ ５９号 １３ ～ １８号

１ ５２ ６ ５９

掘立柱建物
１・２号 ３・４号

２ ２ ４

溝
１号 ３・４、１２ ～ １５号 ５～ １１号

１ ５ ７ １３

河道
１・２号 ３・４号

２ ２ ４

畠
１・４号 ２・３号

２ ２ ４

井戸
１・２号

２ ２

土坑

２・４，・１０・１５・２２ ～
２４・３７・４０ ～ ４３・５２ ～

５４号

２９ ～ ３６・５６ ～ ５９・
６１，６２・６７・７３・７７・８５

～ ８９号

９２ ～ １２１・１２６ ～ １３０・
１３２・１５７ ～ １５９・１６２・
１６４ ～ １６９・１７１ ～ １７５・
１９４・１９５・１９９・２００・
２０５・２０６・２１７・２１８・
２２２・２２８ ～ ２３０・２３３・
２３５・２３８ ～ ２４１・２４３ ～
２４７・２５１ ～ ２６０・２６２・
２６３・２６６ ～ ２６９・２７１ ～
２８３・２９２ ～ ３０６・３１２ ～

３２２号

１３１・１３３ ～ １５６・１６０・
１６１・１６３・１７６ ～ １８７号

２６１・２６４・２６５号

１５ ２２ １２９ ４０ ３ ２０９

ピット

２～ ３６・３８ ～ ６３・
１０６・１１１ ～ １３５・１３７ ～
１７６・１７８ ～ ２５９・２６４ ～

２７２号

６４ ～ １０５・１０７ ～ １１０・
２６０ ～ ２６３・２７３ ～ ２８１・
２８３ ～ ２８９・２９７ ～ ２９９・

３０２ ～ ３０５号

２９４ ～ ２９６・３０１・３０６ ～
３２４・４２１ ～ ４２９・４４３ ～
４５１・４６２ ～ ４７７・４８３ ～

５０３号

３２５ ～ ３５１・３５３ ～ ３５５・
３５７ ～ ３５９・３６１・３６２・
３６４ ～ ３６７・３６９・３７１ ～
３７９・３８１ ～ ３８６・３８８・
３９０ ～ ４０３・４０５ ～ ４１８・
４２０・４３０・４３２・４３４ ～
４３８・４４０ ～ ４４２・４５２ ～

４６１号

４７８ ～ ４８２号

２１８ ７３ ７８ １０５ ５ ４７９

鍛冶遺構
１

１ １

窪地
１

１ １



第３章　調査の成果　

第１節　成果の概要

　本遺跡は、平成２５年度に上武道路建設に先だって発掘

調査された前橋市川端町の川端根岸遺跡とは、大堰川を

挟んだ対岸に位置している。調査箇所は西南西から東北

東にかけて生活道路によって大きくＡ～Ｄの４箇所に分

断され、さらにその中も小規模な道路によって分断され

ているところもある。

　また、Ａ区と生活道路を挟んだ西隣・Ｂ区と同じく生

活道路を挟んだ北側にＥ区が設定され、調査区は計５箇

所である。なお、Ｃ区最東端の北側に生活道路を挟んで

隣接するＥ区南西部は、狭小であることに加えて、北側

民有地のブロック塀や埋設排水路、南側道路の保護等制

約が大きい上に、１９４７(昭和２２)年のカスリーン台風に

よる厚い砂層の堆積があり、掘削自体が困難であるため、

安全を優先して調査を断念している。

   検出された主な遺構は、竪穴住居５９棟、掘立柱建物４

棟、溝１3条、旧河道４条、井戸２基、畠４箇所、土坑２0９基、

ピット４７９基、鍛冶遺構１基、窪地１箇所である。中近

世の溝、農作物貯蔵用の少量の土坑等以外の大半の遺構

は平安時代前～中期９～１0世紀のものであった。

　調査区全体の西寄りの位置を北から南へと流れる幅約

２～３ｍ、深さ約１．５ｍ程度の旧河道が検出され、この

川を挟んだ東西の両側にそれぞれ竪穴住居、掘立柱建物、

土坑、井戸、溝、畠などの遺構が検出され、川の両側に

集落が広がっていた様子がうかがえる。畠は住居と住居

の間に作られていることから、畑作地帯としての耕地の

広がりを示しているわけではなく、住居に隣接して小規

模に作られる所謂菜園様のものであったとみられる。検

出された住居からは須恵器・土師器の甕・杯・椀類や、

刀子・鎌などの鉄製品、砥石や薦編石などが出土した。

　最西端の調査区であるＤ区の北端付近では、幅約１ｍ・

深さ約１ｍほどになる二重の堀が検出された。内側の堀

は日輪寺側に延びることが判明した。今回の調査範囲で

は、堀の内側の建物類は全く検出されなかったが、二重

の堀によって方形に区画された何らかの施設の跡と考え

られる。堀内からは９世紀の土器が出土しており、また、

この堀が埋没した後に営まれた鍛冶の遺構が堀跡の上で

検出され、この鍛冶遺構が９世紀後半のものと考えられ

ることから、９世紀中葉以前における何らかの施設を区

画した堀跡とみられる。

　この鍛冶遺構では、炉の部分から炭化物や焼土が検出

され、炉の周囲からは鞴の羽口片や鉄を鍛える台石、砥

石、鍛造剥片、粒状滓などが出土している。

　竪穴住居は、調査範囲の中央から西寄りを占める最大

の調査区であるＣ区で主に検出されたが、ほとんどの住

居で重複が認められ、住居の占地には強い制約があった

ように感じられる。これらの竪穴住居はいずれも平安時

代前～中期９～１0世紀のものに限定されている。集落か

らは豊富な遺物が出土しているが、中でも東海地方で生

産された灰釉陶器の出土量の多さが特筆できる。灰釉陶

器をこの地に流通させた主体としての荘所や官衙などと

結びついた富豪輩の存在が想定できるかも知れない。

　なお、１基のみであるが、集落と同時期の墓壙が検出

されている(Ｃ区２４４号土坑)。住居とは重複しておらず、

集落内において墓として意識され続けていたことがわか

る。９・１0世紀における集落における墓制を考える上で

貴重な検討材料である。

　中世以降の遺構として特筆すべきは、Ｃ区の東半にお

いて検出された方形区画である。この区画は南北幅約４0

ｍ・東西幅約４3ｍ以上の規模があり、溝内から近世の陶

磁器類や石臼などが出土している。区画内で明確な建物

跡の痕跡は発見出来なかったが、近世の屋敷地とみられ

る。

　なお、ピットについては膨大な量に上るため、２５４頁

からの第５表ピット一覧表で提示した。

　また、竪穴住居の主軸方位は、竈がある壁の直交方向

で、竈を伴わない竪穴住居では長辺の方位を記載した。

土坑・ピットでは長辺の方位によった。

　近世陶磁器・土器類は、２９５ ～ 30７頁第１８９ ～ ２0１図に

一括して掲載した。 

　掲載した遺物の出土位置の詳細は観察表を参照された

い。

第１節　成果の概要
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第２節　Ａ区で検出された遺構と遺物

　Ａ区は、全調査区内の最北東で、道路を挟んで南側は

Ｂ区、西側はＥ区と隣接する。主に中・近世の遺構が検

出された。Ｃ・Ｄ区で検出された平安時代前～中期の集

落はここまではのびてきていない。

　調査の都合上、Ｘ＝４８，１６0のラインよりも約２．５ｍ程

度南側を境に、北側をＡ１調査区、南側をＡ２調査区と

便宜上分割されているが、ここではＡ区として一帯とし

て報告する。

　Ａ区からは２棟の掘立柱建物、１条の溝、２本の河道、

１５基の土坑、２１８基のピットなどの遺構が検出された。

　土坑・ピットはほとんどのものが年代不詳であった。

　１．掘立柱建物

　先述したようにＡ区からは２棟の掘立柱建物が検出さ

れた。本遺跡では合計４棟の掘立柱建物が検出されてお

り、他２棟はＤ区からの検出である。

　Ａ区で検出された掘立柱建物は、Ａ区の北側と南側と

に位置しており、相互の関連は明らかではない。

(１)１号掘立柱建物(第5・189図、ＰＬ． １・2)

位置：Ａ区の北西寄りの位置。２号土坑の東。Ｘ＝

４８，１６２～４８，１６８、Ｙ＝－６９，3４４～－６９，3５４。

主軸方向：Ｎ－７４°－Ｗ。　検出面積：１3．１５８㎡。　

規模と形状：西北西－東南東方向に長い。桁行１間×梁

間４間。梁間の長さは、西から２．１ｍ・１．７５ｍ・２．２ｍ・

２．５3ｍとまばらである。一方、桁行の長さは西からほぼ

１．５４ｍと均等である。北西隅の１ピット(以下Ｐ１と称

する、他の柱穴も同様)、北側西から第２列のＰ２、北

側西から第３列のＰ３、南側西から第２列のＰ９、南側

西から第３列のＰ８は、東側のＰ４～７とは異なって据

え換え痕があり、当初、西側の南北１間・東西２間の掘

立柱建物だったものに、東側にピットを南北各２基計４

基増やして、南北１間・東西４間の、東西に長大な掘立

柱建物に改築した可能性も考えられる。柱穴芯々間にお

ける東西長８．６ｍ・南北幅１．５3ｍ。

柱穴：Ｐ１(北西隅)：形状：南北に長い不整楕円形状を

呈する。長径0．８６ｍ・短径0．５４ｍ・確認面からの深さ

0．４６ｍ、埋土：暗褐色土。

Ｐ2(北西隅から２番目)：形状：南北に長い不整楕円形

状を呈する。長径0．８１ｍ・短径0．４８ｍ・確認面からの深

さ0．５６ｍ、埋土：鈍い黄褐色土。

Ｐ３(北列中央)：南北に長い不整楕円形状を呈する。長

径0．６２ｍ・短径0．3４ｍ・確認面からの深さ0．４８ｍ、埋土：

鈍い黄褐色土。

Ｐ４(北東隅から２番目)：形状：やや角張った不整円形

状を呈する。径0．3６ｍ・確認面からの深さ0．3２ｍ、埋土：

鈍い黄褐色土。

Ｐ5(北東隅)：形状：不整円形状を呈する。径0．４６ｍ・

確認面からの深さ0．２８ｍ、埋土：褐色土。

Ｐ６(南東隅)：形状：不整円形状を呈する。径0．２８ｍ・

確認面からの深さ0．２１ｍ、埋土：褐色土。

Ｐ７(南東隅から２番目)：南西－北東方向に長い不整楕

円形状を呈する。長径0．3８ｍ・短径0．3６ｍ・確認面から

の深さ0．４８ｍ、埋土：褐色土。

Ｐ８(南列中央)：南側を攪乱されているが、南北に長い

不整楕円形状を呈する。検出長径0．４ｍ・短径0．3６ｍ・

確認面からの深さ0．２６ｍ、埋土：鈍い黄褐色土。

Ｐ９(南西隅から２番目)：北西－南東方向に長い楕円形

状を呈する。長径0．５４ｍ・短径0．４２ｍ・確認面からの深

さ0．１８ｍ、埋土：鈍い黄褐色土。

Ｐ1０(南西隅)：南側を攪乱されており、形状不明である。

残存径0．２６ｍ・確認面からの深さ0．２８ｍ、埋土：鈍い黄

褐色土。

重複：４・２3号土坑、１６・30～3５号ピット。

遺物：Ｐ１より瀬戸・美濃陶器丸皿１点。

時期：近世。

(2)2号掘立柱建物(第６図、ＰＬ． 2・３)

位置：Ａ区の南西隅寄りの位置。Ｘ＝４８，１４６～４８，１５3、

Ｙ＝－６９，3６１～－６９，3６８。

主軸方向：Ｎ－１°－Ｅ。   検出面積：４２．２3９㎡。　

規模と形状：検出された範囲では桁行３間・梁間３間の

ほぼ方形状の総柱建物状を呈しているが、南西隅の柱穴

は検出されなかった。また、北端列の東から２番目に当

たるＢＰ１と南端列及び東端列からそれぞれ２番目に当

たるＢＰ３は攪乱されており検出されなかった。南側が

梁間２間・桁行１間あるいはそれ以上、廂状に突出する

第３章　調査の成果
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第５図　 Ａ区１号掘立柱建物　平面図・土層断面図

１号掘立柱建物

第２節　Ａ区で検出された遺構と遺物
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１号掘立柱建物
１　暗褐色土１0ＹＲ3／3　全体に色調暗い。地山黄褐色土を約１５ ～ ２５％程度、黒味強い粘質土を約５～ １0％程度斑状に含む。粘性あまりなし。しまりややあり。
２　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　地山黄褐色土をブロック状に約１～３％程度、φ約２～３ｃｍ大の炭をごく少量含む。粘性、しまりともにあまりなし。
３　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　地山黄褐色土をブロック状に不均質に約５～ １0％程度含む。粘性しまりともになし。
４　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　地山黄褐土をブロック状に不均質に約５～ １0％程度含む。粘性しまりともになし。
５　褐色土１0ＹＲ４／４　均質。やや砂質味強い。粘性なし。しまりあまりなし。
６　褐色土１0ＹＲ４／４　均質。やや砂質味強い。粘性なし。しまりあまりないが５層よりはしまりあり。
７　褐色砂質土１0ＹＲ４／４　ややしっとりしている。粘性あまりなし。しまりややあり。
８　鈍い黄褐色砂質土１0ＹＲ４／3　粘性しまりともにあまりなし。ややしっとり。
９　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　地山黄褐色土を不均質に約５～ １0％程度含む。しまりなし。粘性あまりなし。
１0　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　地山黄褐色土を約１５ ～ ２５％程度含む。しまり粘性ともにあまりなし。



可能性もある。南側調査区外に更に延びる可能性が高い。

また、南西隅柱穴は確認できなかったので、南側が梁間

２間・桁行１間あるいはそれ以上廂状に突出する可能性

もある。

柱穴：北端列の東から２番目に当たるＢＰ１と南端列及

び東端列からそれぞれ２番目に当たるＢＰ３は攪乱され

ており検出されなかった。

ＡＰ１(北東隅)：形状：不整円形状を呈する。径0．４２ｍ・

確認面からの深さ0．１８ｍ、埋土：褐灰色土。

ＡＰ2(東端列北から２番目)：形状：南北に長い不整楕

円形状を呈する。長径0．５６ｍ・短径0．４８ｍ・確認面から

の深さ0．２４ｍ、埋土：褐灰色土。

ＡＰ３(東端列南から２番目)：東西に長い不整楕円形状

を呈する。長径0．3２ｍ・短径0．２８ｍ・確認面からの深さ

0．03ｍ、埋土：褐灰色土。

ＡＰ４(南東隅)：形状：南北にやや長い楕円形状を呈す

る。長径0．3８ｍ・短径0．3４ｍ・確認面からの深さ0．3ｍ、

埋土：褐灰色土。

ＢＰ2(北端列・東端列からともに２番目)：形状：ほぼ

円形状を呈する。径0．3８ｍ・確認面からの深さ0．２８ｍ、

埋土：褐灰色土。

ＢＰ４(南端列、南東隅から２番目)：形状：不整円形状

を呈する。径0．２６ｍ・確認面からの深さ0．２６ｍ、埋土：

褐色土。

ＣＰ１(北端列西から２番目)：東西に僅かに長い楕円形

状を呈する。長径0．3１ｍ・短径0．3ｍ・確認面からの深

さ0．１８ｍ、埋土：褐灰色土。

ＣＰ2(北端列・西端列からともに２番目)：不整円形状

を呈する。径0．3９ｍ・確認面からの深さ0．１８ｍ、埋土：

褐灰色土。

ＣＰ３(南端列・西端列からともに２番目)：東西にやや

長い楕円形状を呈する。長径0．3９ｍ・短径0．3２ｍ・確認

面からの深さ0．3８ｍ、埋土：褐灰色土。

ＣＰ４(南端列、東南隅から３番目)：南北に僅かに長い

楕円形状を呈する。長径0．3６ｍ・短径0．3４ｍ・確認面か

らの深さ0．3２ｍ、埋土：褐灰色土。

ＤＰ１(北西隅)：南北に僅かに長い楕円形状を呈する。

長径0．3６ｍ・短径0．3４ｍ・確認面からの深さ0．２２ｍ、埋

土：褐灰色土。

ＤＰ2(西端列、北から２番目)：北東－南西方向に僅か

に長い楕円形状を呈する。長径0．3８ｍ・短径0．3６ｍ・確

認面からの深さ0．１６ｍ、埋土：褐灰色土。

ＤＰ３(西端列・北から３番目)：東西に長い楕円形状を

呈する。長径0．3６ｍ・短径0．3２ｍ・確認面からの深さ

0．0６ｍ、埋土：褐灰色土。

重複：４0・４１号土坑、２２１・２２3・２２８～２４3号ピット。

柱穴埋土：褐灰色土 。

遺物：なし

時期：近世。

　２．溝

　先述したようにＡ区から検出された溝は１条のみであ

る。

　本遺跡では合計３条の溝が検出されている。Ａ区以外

では、Ｃ区で５条、Ｄ区で７条が検出されている。　

(１)１号溝(第７図、ＰＬ． ４・5)

位置：Ａ 区 の 南 西 隅。 Ｘ ＝４８，１４７～４８，１５６、 Ｙ ＝

－６９，3６２～－６９，3６９。

主軸方向：調査区南壁から北へ約６．3ｍまでＮ－１0°－Ｅ、

それよりほぼ直角に屈曲して調査区西壁まで約７．２ｍは

Ｎ－８0°－Ｗ。　

規模と形状：北北東方向から約９0°屈曲して西北西方向

となる。方形に区画する溝の北東隅部が南北約６ｍ・東

西約７ｍにわたって検出された。溝幅は、北北東－南南

西方向部分では、調査区南端付近で約0．５ｍ、屈曲点付

近で約0．８ｍ、西北西－東南東方向部分では0．４ｍ前後。

深さは約0．２ｍ前後。近世の屋敷地を囲む溝と考えられ

る。

重複：２号掘立柱建物、４２号土坑、２２９号ピットを掘り

込む。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：近世。

第３章　調査の成果
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第６図　 Ａ区２号掘立柱建物　平面図・土層断面図

２号掘立柱建物

第２節　Ａ区で検出された遺構と遺物
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２号掘立柱建物　
１　褐灰色土１0ＹＲ４／１　不均質。ややしっとりした灰色味のある土。粘性ややあり。しまりあまりなし。
２　褐灰色土１0ＹＲ４／１　不均質。ややしっとりした灰色味のある土。炭化物を僅かに含む。粘性ややあり。しまりあまりなし。
３　褐灰色土１0ＹＲ４／１　不均質。ややしっとりし、色調は地山に近い土。粘性ややあり。しまりあまりなし。
４　褐灰色土１0ＹＲ４／１　不均質。ややしっとりし、色調地山にとくに近い土。粘性ややあり。しまりあまりなし。
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　３．河道

　Ａ区では２条の旧河道が検出された。いずれも東西方

向に流れる河道である。これらの河道は、トレンチによ

る部分的な調査を行った。

(１)１号河道(第８～ 1０・189・19０図、ＰＬ． 5・99)

位置：東端はＡ区の南寄りの位置、西端はＡ区の中央、

全体的にはＡ区の中央より南寄りの位置。Ｘ＝４８，１４７～

４８，１６3、Ｙ＝－６９，3４3～－６９，3６６。

規模と形状：東端はＡ区の南寄りの位置、西端はＡ区の

中央、全体的にＡ区の中央より南寄りの位置をやや蛇行

しながら東西方向に流れる。検出全長は約２0ｍ、川畔間

の幅は４．９～７．７ｍ、川底間の幅は0．６４～４．3８ｍ、検出最

大深度１．２ｍ。

重複：５3号土坑に掘り込まれる。

埋土：全体的に鈍い黄褐色土と灰黄褐色土の互層。　

遺物：瀬戸・肥前陶器染付丸碗片１点・美濃陶器天目碗

片１点・同灰釉筒形香炉片１点・同灰釉香炉片１点・同

灰釉碗片１点・同御深井釉手付水注片１点・同擂鉢片１

点 ・同皿片１点 ・陶器擂鉢片１点 ・在地系土器皿片１

点・同焙烙片３点 ・ 同焙烙鍋片１点 ・ 同灯明受皿片１

点・円盤状加工品１点・粗粒輝石安山岩片砥石１点・砥

沢石製砥石２点・粗粒輝石安山岩製刷石１点(埋土)。１

～ １２は２９５頁第１８９図に、１3 ～ １９は２９６頁第１９0図に別掲

した。

時期：近世。

１号溝

第７図   Ａ区１号溝　平面図・土層断面図

第３章　調査の成果
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１号溝
１　鈍い黄褐色土１0ＹＲ５／４　全体にしっとりしている。粘性ややあり。

しまりあまりなし。



Ａ

Ａ′

Ｂ Ｂ′

Ｃ

Ｃ′

Ｅ

Ｅ′

Ｄ

Ｄ′

151-355

162-355

124.00

124.00

124.00

124.00

124.00

124.00

124.50
124.50

123.50

調査区外

調査区外
173ピ

53土

202ピ

201ピ

攪乱

4ピ

5ピ

攪
乱

攪
乱

22土

トレンチ

16
19

12

4

０ ３ｍ１: 100

第８図   Ａ区１号河道　平面図
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第２節　Ａ区で検出された遺構と遺物
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第９図   Ａ区１号河道　土層断面図・エレベーション図
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１号河道Ａ－Ａ′・Ｂ－Ｂ′　
１　鈍い黄褐色土１0ＹＲ５／3　不均質。雑多な礫を含む。粘性ややあり。しまりあまりなし。カスリン台風以前の河道護岸石積の基盤の一部。浅間石も含まれる。

攪乱。
２　鈍い黄褐色土１0ＹＲ５／3　砂質土ブロックを約５～ １0％程度、炭を約１～３％程度含む。鉄分凝集が斑状に約１～３％程度見られる。粘性しまりともに

あまりなし。
３　鈍い黄褐色シルト質土１0ＹＲ５／3　砂質土ブロックを約５～ １0％程度含み、鉄分凝集が斑状に約１～３％程度見られる。粘性は２層よりもややあり。し

まりあまりなし。３′は３層よりも炭化物を多く含む。３″は３層よりも炭化物を含まない。
４　灰黄褐色砂質土１0ＹＲ５／２　均質。粘性なし。しまりあまりなし。
５　鈍い黄褐色土１0ＹＲ５／４　砂質土と粘性シルトの互層。粘性ややあり。しまりあまりなし。
６　黄褐色土１0ＹＲ５／６　地山黄褐色土を不均質に約１５ ～ ２５％程度含む。粘性しまりともにややあり。６′は地山黄褐色を不均質に約５～ １0％程度含む。粘

性しまりともにややあり。

１号河道Ｃ－Ｃ′
１　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　φ約１～２ｍｍ大の白色軽石ブロックを約30 ～ ５0％程度含む。粘性ややあり。しまりあまりなし。
２　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　砂質味強い。粘性あまりなし。しまりややあり。
３　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　色調はやや灰色味。粘性ややあり。しまりなし。
４　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　シルトと砂質土との互層。粘性しまりともになし。
５　黒褐色シルト質土１0ＹＲ3／１　粘性あり。しまりややあり。
６　鈍い黄褐色土１0ＹＲ６／3　シルト～粘土質。粘性しまりともにあり。
７　鈍い黄褐色シルト質土１0ＹＲ５／４　粘性しまりともにややあり。
８　灰黄褐色シルト質土１0ＹＲ４／２　粘性しまりともにややあり。
９　灰黄褐色砂質土１0ＹＲ４／２　円礫層上位。粘性なし。しまりあまりなし。
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(2)2号河道(第11・191図、ＰＬ． ６・99)

位置：Ａ区北端。Ｘ＝４８，１６２～４８，１７２、Ｙ＝－６９，33６～

－６９，3５２。

規模と形状：東端はＡ区最北端部を蛇行しながら東西方

向に流れる。大半は北東側壁外に出る。検出全長は約

１７．６ｍ、川畔間の幅は２ｍ～、川底間の幅は１．２ｍ～、

最大深0．９４ｍ。

重複：なし。

埋土：黄褐色土、暗褐色土ベース。　

遺物：在地系土器皿片３点・同鉢片１点・同内耳鍋片３

点・粗粒輝石安山岩製用途不明石製品１点(埋土)。１～

７は２９７頁第１９１図に掲載した。

時期：近世。

　４．土坑

　Ａ区からは１５基の土坑が検出された。検出範囲はＡ区

の全域に及んでいる。

　本遺跡では合計２0２基の土坑が検出されている。当区

の他には、Ｂ区で２２基、Ｃ区で１２２基、Ｄ区で４0基、Ｅ

区で３基が検出されている。いずれも用途不明であり、

大きさ、深さもまちまちであった。

(１)2号土坑(第12図、ＰＬ． ６)

位置：Ａ区の北東寄りの位置。１号掘立柱建物１ピット

の西側に隣接する。Ｘ＝４８，１６６～４８，１６７、Ｙ＝－６９，3５3

～－６９，3５４。

主軸方向：Ｎ－６８°－Ｗ。　

規模と形状：東西方向にやや長い不整楕円形状を呈する。

長径１．0２ｍ・短径0．８８ｍ・深さ0．２ｍ。

重複：８号ピットに掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(2)４号土坑(第12図、ＰＬ． ７)

位置：Ａ区の北東寄りの位置。１号掘立柱建物１ピット

の東側に隣接する。Ｘ＝４８，１６６～４８，１６７、Ｙ＝－６９，3５２

～－６９，3５3。

主軸方向：Ｎ－６3°－Ｅ。　

規模と形状：西南西－東北東方向に若干長い不整楕円形

状を呈する。長径0．７７ｍ・短径0．７3ｍ・深さ0．２８ｍ。

重複：１号掘立柱建物と重複するが、新旧関係は不明。

埋土：灰黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

第１0図  Ａ区１号河道　出土遺物
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２号河道Ａ－Ａ′　
１　黄褐色土１0ＹＲ５／６　地山黄褐色土を約５～ １0％程度含む。粘性あまりなし。しまりややあり。１′は地山黄褐色土の崩落土を約１５ ～ ２５％程度含む。
２　暗褐色土１0ＹＲ3／3　やや砂質味あり。φ約１～３ｃｍ大のを炭化物を約１～３％程度含む。粘性あまりなし。しまりややあり。
３　暗褐色土１0ＹＲ3／3　２層の土に加え地山黄褐色土を約５～ １0％程度含む。
４　暗褐色土１0ＹＲ3／3　３層の土に比べて粘性と砂質味ややあり。粘性ややあり。しまりあまりなし。
５　暗褐色土１0ＹＲ3／3　人為的に投棄されたと思われる人頭大～握り拳大の円礫を約30 ～ ５0％程度含む。粘性ややあり。しまりなし。

２号河道Ｂ－Ｂ′　
１　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　φ約１ｃｍ大の炭化物を極僅か含む。粘性あまりなし。しまりややあり。
２　黄褐色土１0ＹＲ５／６　φ約１0ｃｍ大の円礫を極僅か含む。粘性ややあり。しまりあまりなし。
３　黄褐色土１0ＹＲ５／６　砂質土と黄褐色シルトとの互層。粘性ややあり。しまりあまりなし。
４　黄褐色砂質土１0ＹＲ５／６　水成堆積土。しまり粘性ともになし。

８



(３)1０号土坑(第12図、ＰＬ． ７)

位置：Ａ区の中央よりやや北東寄りの位置。Ｘ＝４８，１６１

～４８，１６２、Ｙ＝－６９，3５１。

主軸方向：Ｎ－６５°－Ｗ。　

規模と形状：東西方向にやや長い不整楕円形状を呈する。

南側約２／3上面を試掘トレンチで破壊される。長径0．７２

ｍ・短径0．６４ｍ・深さ0．１６ｍ。

重複：なし。

埋土：灰黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(４)1５号土坑(第12図、ＰＬ． ７)

位置：Ａ 区 の 北 東 寄 り の 位 置。 Ｘ ＝４８，１６６、 Ｙ ＝

－６９，3５0。

主軸方向：Ｎ－２６°－Ｅ。　

規模と形状：不整円形状を呈する。径0．５２ｍ・深さ0．3４ｍ。

重複：なし。

埋土：灰黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(5)22号土坑(第12・14・191図、ＰＬ． ７・99)

位置：Ａ 区 の 中 央、 西 寄 り の 位 置。 Ｘ ＝４８，１５８～

４８，１５９、Ｙ＝－６９，3５９～－６９，3６１。

主軸方向：Ｎ－６２°－Ｗ。　

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。東端を試掘

トレンチによって掘り込まれ､ 上面を破壊されている。

検出長径１．９６ｍ・短径0．８９ｍ・深さ0．５５ｍ。

重複：１号河道を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土。　

遺物：瀬戸・美濃陶器飴釉碗片１点・同擂鉢片１点・緑

色片岩製板碑片２点・銭１点(埋土)。１・２は２９７頁第

１９１図に掲載した。

時期：近世。

(６)2３号土坑(第12図、ＰＬ． ８)

位置：Ａ区の中央よりやや北東寄りの位置。Ｘ＝４８，１６3

～４８，１６５、Ｙ＝－６９，3４４～－６９，3４５。

主軸方向：Ｎ－3４°－Ｅ。　

規模と形状：北東－南西方向に長い不整楕円形状を呈す

る。長径１．４２ｍ・短径１．33ｍ・深さ0．１６ｍ。

重複：１号掘立柱建物５ピットに掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(７)24号土坑(第12図、ＰＬ． ８)

位置：Ａ 区 の 中 央、 東 寄 り の 位 置。 Ｘ ＝４８，１５７～

４８，１５８、Ｙ＝－６９，3４１～－６９，3４２。

主軸方向：Ｎ－１９°－Ｗ。　

規模と形状：北西－南東方向にやや長い不整楕円形状を

呈する。長径１．２3ｍ・短径１．１５ｍ・深さ0．3９ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(８)３７号土坑(第12図、ＰＬ． ８)

位置：Ａ 区 の 中 央、 西 寄 り の 位 置。 Ｘ ＝４８，１５５～

４８，１５６、Ｙ＝－６９，3６１～－６９，3６２。

主軸方向：Ｎ－７0°－Ｗ。　

規模と形状：東西に長い不整楕円形状を呈する。長径

１．２４ｍ・短径0．７４ｍ・深さ0．１４ｍ。

重複：２５８号ピットに掘り込まれる。

埋土：褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(９)4０号土坑(第1３図)

位置：Ａ区の南西隅付近。２４１号ピットの北側に近接する。

Ｘ＝４８，１４８、Ｙ＝－６９，3６６～－６９，3６７。

主軸方向：Ｎ－６５°－Ｗ。　

規模と形状：北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。

長径0．６3ｍ・検出短径0．５3ｍ・深さ0．１７ｍ。

重複：４１号土坑に北辺を掘り込まれる。

埋土：褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

第２節　Ａ区で検出された遺構と遺物
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２号土坑　
１　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　地山黄褐色土

を斑状に約１５ ～ ２５％程度含む。粘
性なし。しまりややあり。

４号土坑　
１　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　地山黄褐色土

をブロック状に約１～３％程度、φ
約２～３ｃｍ大の炭をごく少量含む。
粘性しまりともにあまりなし。

１0号土坑　
１　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　地山黄褐色

土を約１５ ～ ２５％程度含む。粘性
しまりともにあまりなし。

１５号土坑　
１　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　地山黄褐色土

を約５～ １0％程度含む。粘性やや
あり。しまりあまりなし。

２２号土坑　
１　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　鉄分の凝集を

斑状に含む。粘性しまりともにやや
あり。

２　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　砂質土とシル
トの互層。粘性ややあり。しまりあ
まりなし。

３　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　φ約２～３ｃｍ
大の炭及び握り拳大の地山円礫を僅
かに含む。粘性ややあり。しまりあ
まりなし。

２3号土坑　
１　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　地山黄褐色土

ブロックを約１５ ～ ２５％程度含む。
粘性ややあり。しまりあまりなし。

２４号土坑　
１　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　地山黄褐色

土を不均質にブロック状に含む。粘
性なし。しまりややあり。

3７号土坑　
１　褐色土１0ＹＲ４／６　地山砂質土を不均

質に僅かに含む。粘性あまりなし。
しまりややあり。



(1０)41号土坑(第1３図)

位置：Ａ区の南西隅付近。１0６号ピットの西側に近接する。

Ｘ＝４８，１４８～４８，１４９、Ｙ＝－６９，3６６～－６９，3６７。

主軸方向：Ｎ－７１°－Ｗ。　

規模と形状：北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈す

る。長径0．６２ｍ・短径0．４3ｍ・深さ0．４８ｍ。

重複：４0号土坑の北辺を掘り込む。

埋土：鈍い黄褐色土 。　

遺物：なし。

時期：不明。

(11)42号土坑(第1３図)

位置：Ａ区の南西寄りの位置。3７号土坑の南側に近接す

る。Ｘ＝４８，１５3～４８，１５５、Ｙ＝－６９，3６１～－６９，3６3。

主軸方向：Ｎ－６９°－Ｗ。　

規模と形状：東西にやや長い隅丸長方形状を呈する。長

径２．0４ｍ・短径１．８９ｍ・深さ0．3２ｍ。

重複：２号掘立柱建物ＡＰ１に南東辺付近を、１号溝に

南側を、２５0号ピットに東辺の北寄りを掘り込まれる。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(12)4３号土坑(第1３図)

位置：Ａ区の中央から南寄りの位置。２５２号ピットの西

側 に 近 接 す る。 Ｘ ＝４８，１４９～４８，１５１、 Ｙ ＝ －６９，3５２～

－６９，3５４。

主軸方向：Ｎ－７3°－Ｗ。　

規模と形状：東西に長い隅丸長方形状を呈する。長径

１．８１ｍ・短径１．１７ｍ・深さ0．２２ｍ。

重複：１７６号ピットに南辺を、１７８号ピットに西辺を、

２５５号ピットに西寄りの位置を掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(1３)５2号土坑(第1３図)

位置：Ａ区の南東隅付近。１４１・１４3号ピットの北側、

１４８・１５４・１５５号ピットの東側、１７４号ピットの西側に隣

接する。Ｘ＝４８，１４６～４８，１４７、Ｙ＝－６９，3４７～－６９，3４９。

主軸方向：Ｎ－２５°－Ｅ。　

規模と形状：北側を攪乱で破壊されているため、全容は

不明な点があるが、南北にやや長い隅丸長方形状を呈し

ていたものと推測される。検出長径１．５２ｍ・短径１．４１ｍ・

深さ0．3２ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(14)５３号土坑(第1３図)

位置：Ａ区の中央、東壁付近。１１７号ピットの西側、１２９

号ピットの東側に隣接する。Ｘ＝４８，１５４～４８，１５６、Ｙ＝

－６９，3４3～－６９，3４５。

主軸方向：Ｎ－７0°－Ｗ。　

規模と形状：西北西－東南東方向にやや長い隅丸長方形

状を呈する。長径１．８１ｍ・短径１．１７ｍ・深さ0．２４ｍ。

重複：１号河道の北畔及び５４号土坑の南辺を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(1５)５4号土坑(第1３図、ＰＬ． ８)

位置：Ａ区の中央、東壁付近。１１８・１１９号ピットの西側、

１２２号ピットの南側に近接する。Ｘ＝４８，１５５～４８，１５６、

Ｙ＝－６９，3４3～－６９，3４５。

主軸方向：Ｎ－７９°－Ｗ。　

規模と形状：西北西－東南東方向に若干長い隅丸長方形

状を呈する。長径１．２3ｍ・検出短径0．９２ｍ・深さ0．２２ｍ。

重複：５3号土坑に南辺を掘り込まれる。１２１号ピットの

南辺を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。
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第１3図　Ａ区土坑　平面図・土層断面図(２)

４0・４１号土坑

４3号土坑

４２号土坑

５２号土坑

５3・５４号土坑
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４0・４１号土坑　
１　褐色土１0ＹＲ４／４　地山黒色土を不均質に約１～３％程度含む。粘性あまりなし。しまりややあり。
２　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　掘り込みは黒色土を掘り抜く。粘性しまりともにあまりなし。

４3号土坑　
１　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　均質。炭化物を極僅

かに含む。粘性しまりともにややあり。

４２号土坑　
１　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　地山砂質土ブロックを不

均質に少量含む。しまりあまりなし。

５２号土坑　
１　暗褐色土１0ＹＲ3／3　φ約１～３ｃｍ程度の炭化

材を僅かに含む。粘性あまりなし。しまりあ
り。

５3・５４号土坑　
１　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　粘性あまりなし。しまりやや

あり。
２　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　地山ブロックを約５～ １0％程

度含む。粘性あまりなし。しまりややあり。
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　５．ピット

　Ａ区ではピットは調査区のほぼ全域から２２２基検出さ

れた。用途や年代は不明である。規模等は２５４頁からの

第５表ピット一覧表に示した。１８号ピットからは、在地

系土器内耳鍋片が１点出土した(２９７頁・第１９１図)

第１５図　Ａ区ピット　平面図・土層断面図(１)

２号ピット ３号ピット ４号ピット ５号ピット

６号ピット

７号ピット ８号ピット
９号ピット １0号ピット

１１号ピット

１２号ピット １3号ピット １４号ピット １５号ピット

１６号ピット １７号ピット １８号ピット

１９号ピット ２0号ピット

第１４図　Ａ区土坑　出土遺物
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第１６図　Ａ区ピット　平面図・土層断面図(２)

２１号ピット ２２号ピット ２3号ピット ２４号ピット ２５号ピット

２６号ピット ２７号ピット ２８号ピット ２９号ピット 30号ピット

3１号ピット 3２号ピット 33号ピット 3４号ピット 3５号ピット

3６号ピット 3８・3９号ピット
４0号ピット

４１号ピット

４２号ピット ４3号ピット
４４号ピット

４５・４６号ピット ４７号ピット
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第１７図　Ａ区ピット　平面図・土層断面図(３)

４８号ピット
４９号ピット

５0号ピット ５１号ピット ５２号ピット
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１１９号ピット

１２0号ピット
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第１８図　Ａ区ピット　平面図・土層断面図(４)
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第１９図　Ａ区ピット　平面図・土層断面図(５)

１４８号ピット １４９号ピット １５0号ピット １５１号ピット １５２号ピット １５3号ピット
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第２0図　Ａ区ピット　平面図・土層断面図(６)
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１９５号ピット
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第２１図　Ａ区ピット　平面図・土層断面図(７)
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２0４号ピット ２0５号ピット
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２２１・２２２号ピット ２２3号ピット ２２４号ピット ２２５号ピット
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第２２図　Ａ区ピット　平面図・土層断面図(８)

２２６号ピット ２２７号ピット ２２８号ピット ２２９号ピット

２30号ピット ２3１・２５９号ピット ２3２号ピット ２33号ピット ２3４号ピット

２3５号ピット ２3６号ピット ２3７号ピット ２3８・２3９号ピット ２４0号ピット

２４１号ピット ２４２号ピット

２４3号ピット

２４４号ピット ２４５号ピット

２４６号ピット ２４７号ピット
２４８号ピット ２４９号ピット ２５0号ピット
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　６．遺構外出土遺物

　Ａ区の表土中から出土した遺物６点を図化・掲載し

た。１～４は近世陶磁器で、２９７頁第１９１図に掲載して

ある。５は砥石、６は煙管片、７は火打ち金である。

第２４図　Ａ区遺構外　出土遺物

２５１号ピット ２５２・２５４号ピット ２５3号ピット ２５８号ピット

２６４号ピット ２６５号ピット ２６６号ピット ２６７号ピット

２６８号ピット ２６９号ピット

２７0号ピット

２７１号ピット ２７２号ピット

第２3図　Ａ区ピット　平面図・土層断面図(９)

第２節　Ａ区で検出された遺構と遺物

45

Ａ区ピット
１　褐灰色土１0ＹＲ４／１　地山黄褐色土を約５～ １0％程度含む。粘性しまりと

もにあまりなし。
２　褐灰色土１0ＹＲ４／１　１層よりも砂質味が強く、砂質土をやや多く含む。
３　褐灰色土１0ＹＲ４／１　１層よりもより灰白色味が強く、ややしっとり感が

ある不均質土。

４　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　ややパサパサした灰黄褐色土を斑に約５～ １0％程
度含み、炭化物を若干含む場合もある。粘性ややあり。しまりあまりなし。

５　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　４層よりも砂質味がやや強い不均質土。
６　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　地山黄褐色砂質土を不均質に含む層よりもさらに

砂質味が強く砂質土をやや多く含む。
７　暗褐色土１0ＹＲ3／４　やや均質で砂質味少ない。しまり粘性ともにややあり。

５（１／２）

６（１／２） ７（１／２）



第３節　Ｂ区で検出された遺構と遺物

　Ｂ区は、全調査区内の東北端を占めるＡ区から東西方

向に走行する道路を挟んだ南西側、中央から西寄りの一

帯を占める最大の調査区であるＣ区から南北方向に走行

する道路を挟んだ北東側に位置する調査区である。Ａ区

で検出された１号河道の左岸に当たる。

　周辺環境や工事計画等に配慮した結果、便宜的に調査

区を４ブロックに分割して調査を行うことになった。南

西端側の、北東－南西方向に細長い小規模な調査区をＢ

１調査区、その北東側の、同じく北東－南西方向に細長

い調査区をＢ３調査区、さらにその北東側に隣接する調

査区をＢ２調査区とし、それらの調査区の北側に位置し、

Ｂ区の大部分を占める調査区をＢ４区とした。

　南側に位置する、北東－南西方向に細長い調査区の内

の、南西端側のＢ１調査区及びＢ２調査区において、２

面にわたる調査を行った。

　Ｂ１～Ｂ３調査区の１面は、中～近世洪水堆積層の上

面であり、Ｂ１調査区２面は榛名山火山灰Ｈｒ－Ｓ堆積後

の洪水層上面に、Ｂ２調査区２面は浅間山火山噴出物Ａｓ

－Ｃ層上面に相当する。Ｂ１調査区２面ではピットが４

基(１0７～１１0号)検出された程度であり、Ｂ２調査区２面

では遺構は検出されなかった。

　検出された主な遺構は、平安時代の竪穴住居が１棟、

畠２箇所、井戸２基、土坑２２基、ピット７3基である。Ｂ

４調査区の下層で検出された１号住居とＢ１調査区２面

で検出された榛名山火山灰Ｈｒ－Ｓ堆積後の洪水層上面で

検出された４基のピット以外の遺構は、すべて近世のも

のである。

　１．住居

　Ｂ区において竪穴住居はＢ４調査区北西隅近くで１棟

が検出されただけである。南北方向に走行する生活道路

を挟んで西側に隣接するＣ区では、平安時代前～中期の

竪穴住居からなる集落が検出され、Ｂ区に隣接するＣ区

東端の一帯においても数棟の竪穴住居が検出されたにも

関わらず、Ｂ区で検出されたのは１棟のみに過ぎなかっ

た。平安時代の集落の範囲は、こちら側まではほとんど

及んでいなかったということになろう。

(１)１号住居(第2５・26図、ＰＬ．12・1３・99)

位置：Ｂ４調査区の北西隅付近。Ｘ＝４８，１２１～４８，１２５、

Ｙ＝－６９，3８１～－６９，3８５。

主軸方向：Ｎ－７５°－Ｗ。

検出面積：１0．0６㎡。　

規模と形状：南北にやや長い隅丸長方形状を呈する。長

径3．６７ｍ・短径3．５２ｍ・確認面からの深さ0．２５ｍ。上面

を何カ所も大きく攪乱されており、また、１号畠に掘り

込まれているため、残存状態は悪い。

重複：１・４号畠に掘り込まれる。

埋土：鈍い黄褐色土をベースとし、暗褐色土、灰黄褐色

土が堆積する。　

竈：東壁の南東隅寄りで検出された。両袖及び燃焼部は

地山を削り出して構築され、燃焼部は住居の壁の外側に

位置している。両袖の住居内への張り出しはほとんど見

られない。構築材・支脚の一部と見られる石が竃周囲に

散乱していたが、その数は少ない。竃前庭部には焼土層

の堆積の広がりが見られた。全体的に残存状態は悪い。

竃方位はＮ－７3°－Ｗ。

柱穴・周溝：検出されなかった。

貯蔵穴：竃南袖から南西側に当たる住居南東隅近くの南

壁直下で検出された。平面形態は東西方向に長い不整楕

円形状を呈する。長径0．６５ｍ・短径0．４２ｍ・深さ0．１５ｍ。

黄褐色土が堆積する。

床面：地山を平坦に削りだして床面を形成している。大

きく攪乱されており、残存状態は悪く、顕著な硬化面は

検出されなかった。

掘方：床面と掘方が一致している。

遺物：埋土より土師器甕口縁部片１点及び同甕口縁部～

胴部上位片１点、竃埋土より土師器甕口縁部～胴部上位

片１点及び須恵器杯蓋口縁部片１点、竃掘方埋土より土

師器甕口縁部～胴部中位片１点、砥沢石製砥石１点、榛

名山二ッ岳噴出軽石製砥石１点。

時期：平安時代前期、９世紀第３四半期。
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第２５図　Ｂ区１号住居　平面図・土層断面図・出土遺物(１)

１号住居

竈 竈掘方
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１　暗褐色土１0ＹＲ3／４　白色粒を約２％程度、焼土粒を僅かに
含む。固くしまり強い。

２　鈍い黄褐色砂質土１0ＹＲ５／４　φ約１～５ｍｍ程度の暗褐色粒
及び白色粒を僅かに含む。しまりやや強い。

３　灰黄褐色砂質土１0ＹＲ４／２　２層の土と炭化物との混土。し
まり強い。

１　黒褐色土１0ＹＲ3／２　φ約１～５ｍｍ程度の白色粒及び灰黄褐色砂粒を約２％程度、
灰黄褐色土及び焼土を僅かに含む。しまりやや強い。

２　灰黄褐色砂質土１0ＹＲ５／２　暗褐色土を約１0％程度含む。
３　黒褐色土１0ＹＲ3／１　焼土粒・白色粒・灰黄褐色砂粒等を僅かに含む。やや粘性あり。
４　黒褐色土１0ＹＲ3／２　焼土・炭化物・灰等を含む。
５　黄褐色砂層１0ＹＲ５／６　焼土を含む。

１

２ ３



０ ５㎝１:２
０ 10㎝１:３

　２．畠

　Ｂ４区の北西隅から中央部にかけて２区画の畠が検出

された。本遺跡で畠が検出されたのは本調査区とＤ区か

らのみで、本調査区で検出されたものは中世以降のもの

である。

　本調査区で検出された畠は、中～近世の洪水堆積層の

上面に形成されており、畝間の堆積土の特徴から近世に

営まれたものと考えられる。

(１)１号畠(第2７・192図、ＰＬ．1３・99)

位置：Ｂ４調査区の北西寄りの位置から中央部にかけて。

Ｘ＝４８，１２１～４８，１２５、Ｙ＝－６９，3７１～－６９，3８１。

主軸方向：Ｎ－８６°－Ｗ。

検出面積：3７．５７㎡。　

規模と形状：東西方向に長い畝間が南北９条検出された。

全体の長さ１0．２１ｍ、畝間個々の長さ0．５５～0．７６ｍ、全

体幅3．６８ｍ、畝間個々の幅0．１４～0．５ｍ、畝跡部分の個々

の幅0．0８～0．3４ｍ、確認面からの畝間の深さ0．0５～0．１６

ｍ。上面を何カ所も大きく攪乱されており、また、上面

を削平されているため、残存状態は悪く、ごく部分的に

しか検出されなかった箇所も存在している。

重複：中央部付近で２７９・２８0号ピットに掘り込まれる。

１号住居の東辺を僅かに掘り込む。

埋土：畝間には砂質土が堆積する。　

遺物：畝間埋土より肥前陶器丸碗１点・同丸碗片１点、

瀬戸・美濃陶器飴釉片口１点・砥石１点。１～３は、

２９８頁第１９２図に掲載した。

時期：近世以降。

(2)４号畠(第2７図、ＰＬ．1３)

位置：Ｂ４調査区の北西端付近。１号畠とはほぼ１号住

居跡地を挟んだ西側に展開する。大部分の範囲は西側

調査区外に出る。Ｘ＝４８，１２２～４８，１２４、Ｙ＝－６９，3８４～

－６９，3８７。

主軸方向：Ｎ－８８°－Ｗ。

検出面積：3．４㎡。　

規模と形状：東西方向に長い畝間が南北４条検出された。

検出された全体の長さは最大で２．４２ｍ、全体幅２．0５ｍ、・

畝間個々の幅0．１４～0．２５ｍ、畝跡部分の個々の幅0．１４～

第２６図　Ｂ区１号住居　出土遺物(２)
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0．3４ｍ、確認面からの畝間の深さ0．03～0．１５ｍ。上面を

何カ所も大きく攪乱されており、また、上面を削平され

ているため、残存状態は悪い。

重複：東端が１号住居の西辺を僅かに掘り込む。

埋土：畝間には砂質土が堆積する。　

遺物：なし。

時期：近世以降。

　３．井戸

　Ｂ区からは２基の井戸(１・２号)が検出された。いず

れもＢ４調査区からである。

　本遺跡ではＢ４調査区で検出された２基の井戸以外、

井戸は検出されていない。およそ１万㎡近い広範囲を調

査した割には、検出例は極めて僅少である。

　周囲には河川が多く流れているので、生活用水の確保

は、井戸に頼る必要がなかったと言うことか。

(１)１号井戸(第28図、ＰＬ．1３)

位置：Ｂ４調査区の中央より僅かに東寄りの位置、北

壁 に か か る。 Ｘ ＝４８，１２９～４８，１30、 Ｙ ＝ －６９，3７3～

－６９，3７４。

主軸方向：不明。　

規模と形状：約半分が北壁外調査区外に出るため、全容

は不明である。底部に河原石が敷き詰められている。検出

最大東西径１．3１ｍ・最大南北径0．７２ｍ・検出最大深度0．６８ｍ。

第２７図  Ｂ区１・４号畠　平面図・土層断面図・出土遺物

１・４号畠
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１号畠　
１　褐色砂質土１0ＹＲ４／６　

１畠４
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重複：２７５号ピットに東辺を掘り込まれる。

埋土：上層に灰黄褐色土、下層に鈍い黄褐色砂質土が堆

積する。

遺物：なし。

時期：近世以降。

(2)2号井戸(第28図、ＰＬ．1３・99)

位置：Ｂ４調査区の東端付近。Ｘ＝４８，１２８～４８，１２９、Ｙ

＝－６９，3６１～－６９，3６２。

主軸方向：Ｎ－７４°－Ｅ。　

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径１．２９ｍ・

短径１．１１ｍ・深さ0．７５ｍ。

重複：なし。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：輝石安山岩製石臼片(埋土)。

時期：近世以降。

第２８図　Ｂ区１・２号井戸　平面図・土層断面図・出土遺物
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１号井戸　
１　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　φ約２ｃｍ程度の鈍い

黄褐色土ブロックを約２0％程度含む。
２　鈍い黄褐色砂質土１0ＹＲ５／４　

２号井戸　
１　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　φ約２ｃｍ程度の鈍い

黄褐色土ブロックを約２0％程度含む。

１号井戸 ２号井戸

２井戸１



　４．土坑

　Ｂ区からは２２基の土坑(２９～3６・５６～５９・６１・６２・６７・

７3・７７・８５～８９号)が検出された。Ｂ１調査区から４基(２９

～3２号)、Ｂ２調査区１面から４基(33～3６号)、Ｂ３調

査区１面から４基(５６～５９号)、Ｂ４調査区から１0基(６１・

６２・６７・７3・７７・８５ ～ ８９号)である。Ｂ２及びＢ３調査

区のそれぞれ２面からは土坑は検出されなかった。

 

(１)29号土坑(第29図、ＰＬ．14)

位置：Ｂ１調査区の西端、西壁にかかる。６５号ピットの

南側に近接する。Ｘ＝４８，0９７～４８，0９８、Ｙ＝－６９，3８７～

－６９，3９0。

主軸方向：Ｎ－８４°－Ｅ。

規模と形状：東西に細長い隅丸長方形状を呈する。西側

が調査区外に出る。検出長径3．0５ｍ・短径0．７９ｍ・深さ

0．６１ｍ。本土坑のような非常に細長い隅丸長方形状ない

し楕円形状の土坑は、Ｂ１～Ｂ３調査区でいくつか検出

されている。Ｂ２調査区で検出された3４号土坑、Ｂ３調

査区で検出された５８・５９号土坑などである。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：近世以降。

(2)３０号土坑(第29図、ＰＬ．14)

位置：Ｂ１調査区の西端付近、北壁寄りの位置。６７号ピッ

トの北側、６９号ピットの西側に近接し、６６号ピットの東

側、７0号ピットの南西側に隣接する。Ｘ＝４８，１00、Ｙ＝

－６９，3８８～－６９，3８９。

主軸方向：Ｎ－５２°－Ｗ。　

規模と形状：北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈す

る。長径0．７７ｍ・短径0．６１ｍ・深さ0．１８ｍ。

重複：南西隅近くを６８号ピットに掘り込まれる。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：近世以降。

(３)３1号土坑(第29図、ＰＬ．14)

位置：Ｂ１調査区の中央よりやや北西に寄った位置。７８

号ピットの北側、８７号ピットの西側、１00号ピットの南

東側に近接する。Ｘ＝４８，１00～４８，１0２、Ｙ＝－６９，3８５～

－６９，3８６。

主軸方向：Ｎ－７°－Ｅ。　

規模と形状：北東－南西方向に長い楕円形状を呈する。

長径１．２６ｍ・短径0．７５ｍ・深さ0．５ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：近世以降。

(４)３2号土坑(第29図、ＰＬ．14)

位置：Ｂ１調査区の中央南端、南壁にかかる。８６号

ピットの東側、９１号ピットの南西側に近接する。Ｘ＝

４８，１00、Ｙ＝－６９，3８２～－６９，3８3。

主軸方向：Ｎ－５８°－Ｅ。　

規模と形状：南側が調査区外に出るため全容は不明であ

るが、東西に長い楕円形状を呈するものと推測できる。

検出長径0．８９ｍ・検出短径0．２６ｍ・検出最大深度0．２3ｍ。

重複：９６号ピットを掘り込む。

埋土：褐色土。　

遺物：なし。

時期：近世以降。

(5)３３号土坑(第29図、ＰＬ．14)

位置：Ｂ２調査区１面の西寄りの位置。Ｘ＝４８，１１９～

４８，１２0、Ｙ＝－６９，3６0～－６９，3６3。

主軸方向：Ｎ－８3°－Ｗ。　

規模と形状：南側が攪乱されているため全容は不明であ

るが、東西に長大な楕円形状を呈するものと推測できる。

長径3．２3ｍ・検出短径0．８3ｍ・検出最大深度0．２１ｍ。

重複：西端付近を１0１号ピットに、東寄りの北辺際を１0２

号ピットに、東端付近を１03号ピットにそれぞれ掘り込

まれる。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：近世以降。

(６)３4号土坑(第29図、ＰＬ．1５)

位置：Ｂ２調査区１面の東寄りの位置。北壁にかかる。

第３節　Ｂ区で検出された遺構と遺物
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第２９図　Ｂ区土坑　平面図・土層断面図(１)

２９号土坑 30号土坑

3１号土坑

3２号土坑

33号土坑 3４号土坑
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２９号土坑　
１　鈍い黄褐色砂質土１0ＹＲ４／3　炭化物粒を僅かに含む。粘性なし。

しまりあまりなし。

30号土坑　
１　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　炭化

物粒を僅かに、地山砂質土ブ
ロックを含む。粘性なし。し
まりあまりなし。

3１号土坑　
１　褐色土１0ＹＲ４／４　白色軽石粒を

僅かに含む。粘性なし。しまり
ややあり。やや乱れている。

２　褐色土１0ＹＲ４／４　１層によりも
均質で色調明るい。粘性なし。
しまりややあり。

3２号土坑　
１　褐色土１0ＹＲ４／６　土層やや

乱れ不均質。粘性なし。し
まりややあり。

3４号土坑　
１　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　均質。粘性しまりともにあまりなし。



3６号土坑の南側に近接する。Ｘ＝４８，１２４～４８，１２５、Ｙ＝

－６９，3５５～－６９，3５８。

主軸方向：Ｎ－８3°－Ｗ。　

規模と形状：北側が調査区外に出るため全容は不明であ

るが、東西に長大な楕円形状を呈するものと推測できる。

検出長径２．５７ｍ・短径１．２１ｍ・検出最大深度0．１８ｍ。

重複：中央部よりやや東寄りの位置を１0５号ピットに掘

り込まれる。

埋土：鈍い黄褐色土。

遺物：なし。

時期：近世以降。

(７)３５号土坑(第３０図、ＰＬ．1５)

位置：Ｂ２調査区１面の北東端。北壁及び東壁にかかる。

3６号土坑の東側に近接する。Ｘ＝４８，１２５～４８，１２６、Ｙ＝

－６９，3５3～－６９，3５５。

主軸方向：Ｎ－８５°－Ｗ。　

規模と形状：北側及び東側が調査区外に出るため全容は

不明であるが、東西に長い楕円形状を呈するものと推測

できる。検出長径２．0４ｍ・短径0．８3ｍ・深さ0．２７ｍ。

重複：なし。

埋土：褐色土。

遺物：なし。

時期：近世以降。

(８)３6号土坑(第３０図、ＰＬ．1５)

位置：Ｂ２調査区１面の北端。北壁にかかる。3５号土坑

の西側に近接する。Ｘ＝４８，１２５～４８，１２６、Ｙ＝－６９，3５５

～－６９，3５６。

主軸方向：Ｎ－５0°－Ｅ。　

規模と形状：北側が調査区外に出るため全容は不明であ

る。検出東西径0．９２ｍ・検出南北径0．５６ｍ・深さ0．１９ｍ。

重複：なし。

埋土：褐色土。

遺物：なし。

時期：近世以降。

(９)５6号土坑(第３０・３３・３4・192図、ＰＬ．1５・99・100)

位置：Ｂ３調査区１面の西端付近。５８号土坑の西側に近

接する。Ｘ＝４８，１１２～４８，１１3、Ｙ＝－６９，3７0～－６９，3７3。

主軸方向：Ｎ－７８°－Ｅ。　

規模と形状：東西に長い不整楕円形状を呈する。東側を

攪乱されている。長径２．５９ｍ・検出短径１．６４ｍ・深さ

0．５ｍ。

重複：なし。

埋土：褐色土。

遺物：肥前磁器白磁稜花小碗１点・瀬戸・美濃陶器丸皿

１点・同灰釉端反皿１点・同鉄釉擂鉢片１点・在地系土

器焙烙片１点・銭２点(元祐通宝・嘉定通宝)(埋土)。

１～９は２９８頁第１９２図に掲載した。

時期：近世以降。

(1０)５７号土坑(第３1図、ＰＬ．16)

位置：Ｂ３調査区１面の中央。５８号土坑の東側に近接す

る。Ｘ＝４８，１１４～４８，１１６、Ｙ＝－６９，3６６～－６９，3６８。

主軸方向：Ｎ－3２°－Ｗ。　

規模と形状：南北に長い不整楕円形状を呈する。南側を

攪乱されている。長径２．0９ｍ・短径１．９５ｍ・深さ0．33ｍ。

重複：５９号土坑を掘り込む。

埋土：褐色土。

遺物：なし。

時期：近世以降。

(11)５8号土坑(第３０図、ＰＬ．16)

位置：Ｂ３調査区１面の中央やや西寄り。Ｘ＝４８，１１0～

４８，１１５、Ｙ＝－６９，3６８～－６９，3７0。

主軸方向：Ｎ－７°－Ｅ。　

規模と形状：南北に非常に長い隅丸長方形状を呈する。

南側が調査区外に出る。２９・3４・3５・５９号土坑と類似す

る。検出長径４．２１ｍ・短径１．１９ｍ・深さ0．3８ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。

遺物：なし。

時期：近世以降。

(12)５9号土坑(第３1図、ＰＬ．16)

位置：Ｂ３調査区１面の中央。５８号土坑の東側に位置す

る。Ｘ＝４８，１１２～４８，１１５、Ｙ＝－６９，3６７～－６９，3６８。

主軸方向：Ｎ－７°－Ｅ。　

規模と形状：南側が調査区外に出るので全容は不明であ
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第30図  Ｂ区土坑　平面図・土層断面図(２)

3５号土坑
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５８号土坑

５６号土坑

第３章　調査の成果

54

3５号土坑　
１　褐色土１0ＹＲ４／４　砂質味やや強く、

地山砂質土をブロック状に僅かに含
む。しまりややあり。

3６号土坑　
１　褐色土１0ＹＲ４／４　砂質味やや強

い。粘性なし。しまりややあり。

５６号土坑　
１　鈍い黄褐色土１0Ｙ４／3　φ約１0ｃｍ ～人頭大の雑多な大き

さの礫を含む。粘性なし。しまりあまりなし。
２　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　砂質土ブロックを多く含む。粘

性しまりともになし。

５８号土坑　
１　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　均質。砂質味ある地

山ブロックを僅かに含む。粘性ややあり。し
まりあまりなし。



るが、南北に非常に長い隅丸長方形状を呈するものと思

われる。規模・形状２９・3４・５９号土坑等と類似する。検

出長径２．４８ｍ・短径１．２６ｍ・深さ0．33ｍ。

重複：北端部を５７号土坑に掘り込まれる。

埋土：鈍い黄褐色土。

遺物：なし。

時期：近世以降。

(1３)61号土坑(第３1図、ＰＬ．16)

位置：Ｂ４調査区１面の中央、南寄り。６２号土坑の東側に

隣接する。Ｘ＝４８，１２0～４８，１２１、Ｙ＝－６９，3７3～－６９，3７４。

主軸方向：Ｎ－８８°－Ｗ。　

規模と形状：歪な円形状を呈する。長径0．９６ｍ・短径

0．８７ｍ・深さ0．１９ｍ。

重複：なし。

埋土：暗灰黄褐色砂質土及び暗褐色土。

遺物：なし。

時期：近世以降。

(14)62号土坑(第３1図)

位置：Ｂ４調査区１面の中央、やや南寄り。６１号土坑の

西側に隣接する。Ｘ＝４８，１２0～４８，１２１、Ｙ＝－６９，3７４～－

６９，3７５。

主軸方向：Ｎ－５°－Ｗ。　

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径0．９3ｍ・

短径0．６８ｍ・深さ0．２ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。

遺物：なし。

時期：近世以降。

(1５)6７号土坑(第３1・192図、ＰＬ．16)

位置：Ｂ４調査区１面の中央。８７号土坑の北側に位置す

る。Ｘ＝４８，１１９～４８，１２0、Ｙ＝－６９，3７８～－６９，3７９。

主軸方向：Ｎ－９°－Ｗ。　

規模と形状：南北に長い不整楕円形状を呈する。長径

0．９１ｍ・短径0．７3ｍ・深さ0．２１ｍ。

重複：なし。

埋土：上層鈍い黄褐色土、下層暗褐色土。

遺物：在地系土器焜炉１点(埋土)。２９８頁１９２図に掲載。

(16)７３号土坑(第３1図、ＰＬ．1７)

位置：Ｂ４調査区１面の中央よりもやや南西寄り。８７

号土坑の西側に位置する。Ｘ＝４８，１１６～４８，１１７、Ｙ＝

－６９，3７９～－６９，3８0。

主軸方向：Ｎ－33°－Ｗ。　

規模と形状：不整形。北西隅を攪乱されている。長径

１．８８ｍ・短径１．５５ｍ・深さ0．２５ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：近世以降。

(1７)７７号土坑(第３1図、ＰＬ．1７)

位置：Ｂ４調査区１面の中央、南壁寄り。８７号土坑の南

東側に近接する。Ｘ＝４８，１１５～４８，１１６、Ｙ＝－６９，3７６～

－６９，3７７。

主軸方向：Ｎ－２0°－Ｅ。　

規模と形状：北東－南西方向に長い不整楕円形状を呈す

る。長径１．１７ｍ・短径0．７3ｍ・深さ0．１８ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色砂質土。

遺物：なし。

時期：近世以降。

(18)8５・86号土坑(第３2・３4・19３図、ＰＬ．1７)

位置：Ｂ４調査区１面の中央、南壁寄り。８７号土坑の

東側に近接する。Ｘ＝４８，１１６～４８，１１８、Ｙ＝－６９，3７５～

－６９，3７６。

主軸方向：８５号Ｎ－１９°－Ｅ、８６号Ｎ－７°－Ｗ。

規模と形状：両土坑とも南北に長い隅丸長方形状を呈す

る。８５号長径１．１ｍ・短径0．８ｍ・深さ0．１７ｍ。８６号長径

１．２１ｍ・短径0．８９ｍ・深さ0．２５ｍ。

重複：８５号土坑が８６号土坑の北東側上面を掘り込んでい

る。

埋土：８５号暗褐色土。８６号灰黄褐色土。

遺物：８６号土坑より近世陶器２点(埋土)。２９９頁第１９3図

に掲載した。

時期：近世以降。
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第3１図  Ｂ区土坑　平面図・土層断面図(３)
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５７・５９号土坑　
１　褐色土１0ＹＲ４／４　ブロック状に乱れた地山砂質土を

僅かに含む。粘性なし。しまりややあり。
２　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　地山砂質土ブロックを僅か

に含む。粘性ややあり。しまりあまりなし。

６１号土坑　
１　暗灰黄色砂質土２．５Ｙ５／２　酸化した灰

色シルトを含む。
２　暗褐色土１0ＹＲ3／3　φ約１～２ｃｍ程度

の灰黄褐色砂質土ブロックを約２0％程
度含む。粘性ややあり。しまり強い。

６２号土坑　
１　鈍い黄褐色土１0ＹＲ５／４　粘

性のある暗褐色土を約２0％
程度含む。粘性あり。しま
りやや強い。

６７号土坑　
１　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　明黄褐色土

を約30％程度含む。固くしまり強い。
２　暗褐色土１0ＹＲ3／3　炭化物を僅かに

含む。しまりやや強い。 ７3号土坑　
１　暗褐色土１0ＹＲ3／3　φ約５～ １0㎜程

度の鈍い黄褐色土ブロックを僅かに
含む。しまり強い。

７７号土坑　
１　鈍い黄褐色砂質土１0ＹＲ４／3　

炭化物、焼土粒を僅かに含
む。しまり強い。
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(19)8７号土坑(第３2図)

位置：Ｂ４調査区１面の中央、南寄り。７3号土坑の東側、

７７号土坑の北西側、８５・８６号土坑の西側に近接する。Ｘ

＝４８，１１６～４８，１１８、Ｙ＝－６９，3７６～－６９，3７８。

主軸方向：Ｎ－９°－Ｅ。

規模と形状：南北にやや長い、不整形を呈する大きな土

坑。長径２．６２ｍ・短径２．3ｍ・深さ0．６１ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

(2０)88号土坑(第３３図、ＰＬ．1７)

位置：Ｂ４調査区１面の中央、西端。西壁に掛かる。Ｘ

＝４８，１１８～４８，１１９、Ｙ＝－６９，3８２～－６９，3８3。

主軸方向：Ｎ－１５°－Ｅ。

規模と形状：西端が調査区外に出るが、東西に長い楕円

形状を呈するものと思われる。検出長径0．９１ｍ・短径

0．８８ｍ・深さ0．１９ｍ。

重複：なし。

埋土：灰黄褐色砂質土。

遺物：なし。

時期：近世以降。

(21)89号土坑(第３３図、ＰＬ．1７)

位置：Ｂ４調査区１面の中央、やや西寄り。Ｘ＝４８，１２１

～４８，１２２、Ｙ＝－６９，3７９。

主軸方向：Ｎ－１５°－Ｅ。

規模と形状：東側を攪乱され、西側を２８3号ピットに掘

り込まれるが、南北に長い楕円形状を呈するものと思わ

れる。検出長径0．６3ｍ・短径0．４１ｍ・深さ0．２ｍ。

重複：東側を２８3号ピットに掘り込まれる。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：近世以降。

第3２図  Ｂ区土坑　平面図・土層断面図(４)

８５・８６号土坑 ８７号土坑
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８５・８６号土坑　
１　暗褐色土１0ＹＲ3／3　φ約１～３ｍｍ程度の白色粒を約２％程度、φ約

１～５ｍｍ程度の鈍い黄褐色土粒を僅かに含む。固くしまり強い。
２　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　鈍い黄褐色土と暗褐色土との混土でφ約１～

５ｍｍ程度の白色粒を約３％程度含む。しまり強い。

８７号土坑　
１　暗褐色土１0ＹＲ3／3　φ約１～２ｃｍ程度の鈍い黄褐色土ブロックを約

３％程度、白色粒を約１％程度含む。粘性あり。しまりやや強い。
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８８号土坑　
１　灰黄褐色砂質土１0ＹＲ４／２　φ約５～１㎜程度の鈍

い黄橙色土ブロックを約１0％程度、φ約１～３ｍｍ
程度の白色粒を僅かに含む。

８９号土坑　
１　暗褐色土１0ＹＲ3／3　φ約５～ １0㎜程度の鈍い黄

褐色土ブロック僅かに含む。しまり強い。

５６土１１（１／４）

５６土１0（１／２）

５６土１２（１／６）



０ ５㎝１:２

０ 10㎝１:４

０ 3㎝１:１

第3４図　Ｂ区土坑出土遺物(２)
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５６土１3（１／４）

５６土１５（１／４）

５６土１４（１／４）

５６土１６（１／１）

５６土１７（１／１）

８６土２１（１／２）
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　５．ピット

　Ｂ区では７９基のピットが、Ｂ１区の西寄りやＢ４区の

北側を中心に多く検出された。用途や年代は不明である。

規模については２５４頁からの第５表ピット一覧表に示し

た。遺物の出土はみられない。

第3５図　Ｂ区ピット　平面図・土層断面図(１)
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８3号ピット

８４号ピット ８５号ピット ８６号ピット

８７号ピット
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第3６図　Ｂ区ピット　平面図・土層断面図(２)
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第3７図　Ｂ区ピット　平面図・土層断面図(３)

２７５号ピット ２７６号ピット ２７７号ピット ２７８号ピット ２７９号ピット

２８0号ピット ２８１号ピット ２８3号ピット ２８４号ピット

２８５号ピット

２８６号ピット ２８７号ピット ２８８号ピット ２８９号ピット 30５号ピット

２９７号ピット ２９８・２９９・30４号ピット 30２号ピット 303号ピット

１0７号ピット(２面) １0８号ピット(２面) １0９号ピット(２面) １１0号ピット(２面)
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０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

　６．遺構外出土遺物

　Ｂ区の表土や低湿地埋

土から出土した遺物７７点

を図化・掲載した。１～

７４は近世陶磁器・土器類

で、２９９ ～ 30４頁の第１９3

～ １９８図に掲載した。１

～ １８は低湿地埋土から、

１９ ～ 3６はＢ４区の試掘

坑表土中から、3７ ～ ７７

は表土からの出土であ

る。

第3８図　Ｂ区遺構外出土遺物

第３節　Ｂ区で検出された遺構と遺物
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Ｂ区ピット
１　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　　地山砂質土を不均質に含む。粘性しまりともにあまりなし。
２　灰黄褐色土１0ＹＲ４／２　　地山砂質土を不均質に含む層よりも砂質味が強く、砂をやや多く含む。粘性しまりともにあまりなし。
３　暗褐色土１0ＹＲ3／４　　　やや均質で砂質味が少ない。粘性しまりともにややあり。
４　黄褐色土１0ＹＲ４／２      　　鈍い黄褐色土を鹿の子斑状に約30％含む
５　暗褐色粘質土１0ＹＲ3／3
６　暗褐色砂質土１0ＹＲ3／3　鈍い黄褐色土ブロック及び白色粒を含む。粘性ややあり。
７　暗褐色砂質土１0ＹＲ3／3　φ約５～ １0㎜程度の鈍い黄褐色ブロックを約５％程度含む。固くしまり強い。
８　暗褐色土１0ＹＲ3／3　　　φ約１～２ｍｍ程度の白色粒及び炭化物を僅かに含む。しまり強い。
９　暗褐色土１0ＹＲ3／3　　　黄褐色粒、炭化物を約２％程度含む。しまり強い。
１0　暗褐色土１0ＹＲ3／3　　　粘性しまりあり。
１１　褐灰色土１0ＹＲ４／１　　　やや灰白色味が強く、ややしっとり感ある不均質土。粘性しまりともにあまりなし。
１２　鈍い黄褐色土１0ＹＲ４／3　ややパサパサした灰黄褐色土を斑に約５～ １0％程度、炭化物を若干含む。粘性ややあり。しまりあまりなし。

７５（１／４）

７６

７７



第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物

　Ｃ区は、全調査区内の中央から西寄りの一帯を占める

最大の調査区で、西端には南北に旧河道が検出されてい

る。平安時代前～中期の集落はこの河川の西側に当たる

Ｄ区にも展開しているが、調査内では東側Ｃ区中央部に

おける住居の密集が圧倒的に顕著であり、竪穴住居相互

の重複も著しいので、集落の中心はＣ区側であったと考

えられる。

　Ｃ区は南西から北東に連なる調査区で、調査の便宜上、

東側からＣ４調査区、Ｃ３調査区、Ｃ２調査区、Ｃ１調

査区と分割されている。Ｃ１調査区がＣ区の南西端であ

り、Ｃ１・２調査区が南北に走る生活道路を挟んで西側

Ｄ区と隣接する。東端Ｃ４調査区は同様に南北方向の生

活道路を挟んでＢ区(Ｂ１・４調査区)と隣接する。

　Ｃ区からは５２棟の竪穴住居、5条の溝、１２9基の土坑、

７8基のピットなどの遺構が検出された。

　竪穴住居と溝・土坑の大部分は平安時代前～中期、９

～１０世紀のものである。ピットはほぼ全てが年代不詳で

あった。

　１．住居

　先述したようにＣ区からは５２棟の竪穴住居が検出され

た。本遺跡では合計５9棟の竪穴住居が検出されている。

６棟がＣ区の西側に隣接するＤ区からの検出で、Ｂ区か

ら僅かに１棟が検出されている。約９割の竪穴住居はＣ

区で検出されたことになる。Ｃ区で検出された住居は、

Ｃ区の中央部であるＣ３区に特に集中し、激しく重複し

ているが、その他の調査区ではまばらである。

(１)２号住居(第39図、ＰＬ．21・100)

位置：Ｃ２調査区の西端寄り、南壁にかかる。３・１１

号住居の東側、４8・５２号住居の南側に隣接する。Ｘ＝

４8，０６３～４8，０６６、Ｙ＝－６9，４３8～－６9，４４１。

検出面積：７．５６㎡。　

規模と形状：南東側約半分が調査区外に出るため、全容

は明確ではないが、検出状況から東西にやや長い隅丸長

方形状を呈するものと思われる。最大残存長３．７５ｍ・短

径３．8ｍ・確認面からの深さ０．２４ｍ。全体に浅い。

重複：なし。

埋土：褐灰色土をベースとし、鈍い黄褐色土が斜めに流

入している。　

竈・柱穴・周溝：検出されなかった。

貯蔵穴：貯蔵穴は検出されなかったが、検出範囲の北東

隅から床下土坑が１基検出された。南側は調査区外に出

るが、南北にやや長い楕円形状を呈し、長径０．７５ｍ・短

径０．５ｍ・深さ０．１５ｍ、褐灰色土が堆積する。

床面：地山を平坦に削りだして床面を形成している。中

央部で顕著な硬化面が検出された。

掘方：床面と掘方が一致している。

遺物：須恵器椀片３点(１・２は床直、３は埋土)、砥石

１点(埋土)。

時期：平安時代前期、９世紀前半。

(２)３号住居(第40図、ＰＬ．21)

位置：Ｃ２調査区の西端寄りの南寄り、２号住居の西側

に隣接する。北側５１号住居との関係は、両住居の重複箇

所がたまたま平成２６年度調査のＣ２区と平成２７年度調

査のＣ３区の調査小区境に当たっているために明らか

にする事が出来なかった。Ｘ＝４8，０６５～４8，０６9、Ｙ＝

－６9，４４３～－６9，４４７。

主軸方位：Ｎ－６４°－Ｗ。　竈主軸方位：Ｎ－５３°－Ｗ。

検出面積：8．７２㎡。　

規模と形状：北辺が調査小区外に出るため、全容は明確

ではないが、検出状況から東西にやや長い隅丸長方形状

を呈するものと思われる。長辺３．７５ｍ・残存最大南北径

３．４ｍ・確認面からの深さ０．１５ｍ。全体に浅い。

重複：１１号住居を掘り込む。すぐ北側に重複する５１号住

居との新旧関係は不明。

埋土：鈍い黄褐色土をベースとし、暗褐色土がごくわず

か斜めに流入している。　

竈：東壁の南寄りの位置に取り付く。両袖は地山を削り

出して住居内に張り出すように造られ、煙道は地山を削

り出して住居の外側に延びている。燃焼部から煙道まで

約０．５～０．8ｃｍの厚さで粘質土を貼り付け火床面を形成し

ている。竈前面の床面に、あまり広範囲ではないが焼土

及び炭の堆積が認められた。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を平坦に削り出して床面を形成している。顕
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著な硬化面は検出されなかった。

掘方：床面と掘方が一致している。

遺物：須恵器羽釜片１点(床直)。

時期：平安時代中期、１０世紀後半。

(３)４号住居(第41・42図、ＰＬ．21・22・100)

位置：Ｃ２調査区の南東隅、１３０号土坑の西側に隣接する。

Ｘ＝４8，０５７～４8，０６０、Ｙ＝－６9，４４７～－６9，４５１。

主軸方位：Ｎ－６７°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－７６°－Ｗ。

面積：５．４４㎡。

規模と形状：南東－北西方向にやや長い隅丸長方形状を

呈する。長辺２．７６ｍ・短辺２．６２ｍ・確認面からの深さ

０．１9ｍ。全体に浅い。

重複：なし。

埋土：上層及び下層に鈍い黄褐色土、中層に黒褐色土が

堆積する。　

竈：南東壁のコーナー寄りの位置に取り付く。左袖は地

山を削り出した上に粘土を貼り付けて、右袖は粘質土主

体に、ともに自然石を芯材に使用して造られている。煙

道は地山を削り出し、鈍い黄褐色土 を貼り付け、川原

石大の石を並べて整形し、住居外側に延びている。燃焼

部の天井に用いられたと思われる石が燃焼部から出土し

た。火床は、削り出した地山の上に、燃焼部では約１ｃｍ、

煙道部では約２ｃｍの厚さで粘質土を貼り付け、形成して

いる。燃焼部奧から煙道にかけて狭い範囲に焼土の堆積

が認められた。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を平坦に削り出して床面を形成している。顕

第３9図　Ｃ区２号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

２号住居
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１　褐灰色粘質土１０ＹＲ４／１　 浅間山火山灰Ａｓ－Ｂ粒及び炭化物を
含む。

２　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　φ約１ｃｍ程度のシルトを含む。

１ ２ ３

４（１／２）
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第４０図  Ｃ区３号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

３号住居

竈 竈掘方
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１　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　少量の炭化物含む。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　炭化物含む。

１　暗褐色土１０ＹＲ３／４　炭化物粒及び白色粒を約２％程度、褐灰色砂粒を約5％
程度含む。しまりやや強い。

２　暗褐色土７．５ＹＲ３／３　灰及び焼土を約5％程度、褐灰色砂粒を約１０％程度含む。
しまりやや強い。

３　黒色土１０ＹＲ２／１　炭･灰層
４　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ５／４　焼土及び炭化物を若干含む。

１



著な硬化面は検出されなかった。

掘方：床面と掘方が一致している。

遺物：土師器盤１点・同杯１点・同小型甕片１点(竈掘方)、

鉄鎌１点(埋土)。

時期：奈良時代初期、８世紀第１四半期。

(４)５号住居(第43図、ＰＬ．100)

位置：Ｃ１調査区の北端、東寄り。北壁に掛かる。Ｘ＝

４8，０５４～４8，０５５、Ｙ＝－６9，４５６～－６9，４６０。

規模と形状：北側が調査区外に出、南側は削平により検

出されず、南北幅は０．４５ｍしか検出出来なかったため全

く不明。東西辺３．０9ｍ・確認面からの深さ０．４５ｍ。検出

範囲における北東隅部でテラス状の高まりがあった。

重複：なし。

埋土：上層褐灰色土、中・下層に鈍い黄褐色土が堆積する。　

竈・貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を平坦に削り出して床面を形成している。顕

著な硬化面は検出されなかった。

掘方：床面と掘方が一致している。

遺物：須恵器椀１点(埋土)。

時期：平安時代前期、９世紀第４四半期。

(５)６号住居(第44図)

位置：Ｃ１調査区の北東寄り。Ｘ＝４8，０４9～４8，０５１、Ｙ

＝－６9，４５６～－６9，４５8。

規模と形状：北側を試掘トレンチで破壊され、南・西側

は削平により検出されず、竪穴住居の南西隅のごく一部

が僅かに検出されたに過ぎず、全容は全く不明である。

南西隅部における不整形の落ち込みは掘方の一部と考え

られる。

重複：３０１号ピットに掘り込まれる。

竈・貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面・掘方：不明。

遺物：なし。

時期：古代。

(６)７号住居(第44図)

位置：Ｃ１調査区の北東端、東壁に掛かる。Ｘ＝４8，０４9

～４8，０５１、Ｙ＝－６9，４５１～－６9，４５３。

規模と形状：南東側が調査区外に出、北西側は削平によ

り検出されず、南東－北西幅０．２ｍ分しか検出出来なかっ

たため全く不明。北東－南西辺２．１２ｍ・確認面からの深

さ０．２５ｍ、掘方までの深さは０．５２ｍ。

重複：なし。

埋土：褐灰色土。

竈・貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地鈍い黄褐色土を約０．３ｍ程貼って床面を形成し

ている。

掘方：全体的に凹凸激しく掘り込まれている。

遺物：なし。

時期：古代。

(７)８号住居(第45・46図、ＰＬ．22・23・100)

位置：Ｃ２調査区の南端中央、南壁に掛かる。１０号住居

の西側に隣接する。Ｘ＝４8，０５６～４8，０６０、Ｙ＝－６9，４５７

～－６9，４６２。

主軸方位：Ｎ－７8°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－７４°－Ｗ。

検出面積：8．５４㎡。

規模と形状：南辺が調査区外に出るが、東西に長い隅丸

長方形状を呈するものと思われる。長辺３．７４ｍ・短辺検

出最大長２．9２ｍ・確認面からの深さ０．１４ｍ。全体に浅い。

重複：９・１２号住居の南辺を掘り込む。１２１号土坑に掘

り込まれる。

埋土：鈍い黄褐色土と暗褐色土が混じる。　

竈：南東壁に取り付く。両袖及び燃焼部は地山を削り出

して造られている。煙道は検出されなかった。火床は、

削り出した地山の上に、燃焼部では約０．５～１．５ｃｍの厚さ

で黒色土及び暗褐色土を貼り付け、形成している。燃焼

部前面の床面に広く灰及び炭・焼土の堆積が認められた。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を平坦に削り出して床面を形成している。竈

の前面に顕著な硬化面が検出された。

掘方：床面と掘方が一致している。

遺物：須恵器杯１点(床直)、土師器甕片２点(床直・竈)。

時期：平安時代前期、９世紀第３四半期。

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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０ ２ｍ１: 60

０ １ｍ１: 30

０ 10㎝１:３

第４１図　Ｃ区４号住居　平面図・土層断面図・出土遺物(１)

４号住居

竈 竈掘方
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１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　炭化物を多く、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を含む。
２　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ５／４　炭化物を少量含む。
３　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物を含む。やや粘質。
４　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ５／３　炭化物を極少量含む。
5　鈍い黄色砂質土１０ＹＲ６／４　

１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　炭化物多く、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を含む。
２　褐色土７．５ＹＲ４／６　焼土及び炭化物を少量含む。
３　鈍い赤褐色土５ＹＲ４／４　ローム及び焼土を含む。
４　赤褐色土５ＹＲ４／６　ローム及び焼土を含む。
5　鈍い黄褐色土１０ＹＲ５／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。
６　鈍い黄褐色土１０ＹＲ５／３　焼土を多く含む。
７　暗褐色土１０ＹＲ３／３　炭化物を多く含む。
８　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　

１

２
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第４３図　Ｃ区5号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

5号住居

６号住居 ７号住居
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１　褐灰色粘質土１０ＹＲ４／１　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を
少量含む。

２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ５／４　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を
含む。

３　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ６／４　炭化物を少量含む。

１　褐灰色砂質土１０ＹＲ４／１　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を
少量含む。

２　黒褐色土１０ＹＲ３／１　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ及び炭化物含む。
３　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ６／４　炭化物を少量含む。

１

３

４（１／２）



(８)９号住居(第47・48図、ＰＬ．23・100)

位置：Ｃ２調査区の南端付近中央、南壁寄りの位置。１０

号住居の西側に隣接する。Ｘ＝４8，０５8～４8，０６２、Ｙ＝

－６9，４５６～－６9，４６１。

主軸方位：Ｎ－７０°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－７３°－Ｗ。

検出面積：8．７４㎡。

規模と形状：南辺を８号住居に破壊されているが、南東

－北西方向に若干長い隅丸長方形状を呈するものと思わ

れる。長辺３．６４ｍ・短辺検出最大長３．１ｍ・確認面から

の深さ０．２8ｍ。

重複：１２号住居を掘り込む。南辺を８号住居に掘り込ま

れる。

埋土：鈍い黄褐色土と暗褐色土が混じる。　

竈：南東壁に取り付く。掘方しか残存していなかった。

両袖及び燃焼部は地山を削り出して造られている。煙道

は検出されなかった。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山をほぼ平坦に削り出して床面を形成している。

掘方：床面と掘方が一致している。

遺物：須恵器椀２点(床直)、内１点体部外面正位墨書

「本」。土師器甕片１点(竈)、刀子１点(床直)。

時期：平安時代前期、９世紀第４四半期。

(９)10号住居(第49図、ＰＬ．23)

位置：Ｃ２調査区の南端付近中央、南壁に懸かる。８～

１２号住居の東側に隣接する。Ｘ＝４8，０５６～４8，０５8、Ｙ＝

－６9，４５３～－６9，４５６。

主軸方位：Ｎ－１６°－Ｅ。

検出面積：３．9２㎡。

規模と形状：南辺が調査区外に出、さらに攪乱で破壊さ

れているため全容は不明であるが、隅丸方形ないし長方

形状を呈するものと思われる。東西長２．７５ｍ・南北検出

最大長１．３４ｍ・確認面からの深さ０．２２ｍ。全体的に浅い。

重複：１２9号土坑に掘り込まれる。

埋土：上層に灰黄褐色土、下層に暗褐色土、床面間際の

一部に鈍い黄褐色土が堆積している。　

竈・貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山をほぼ平坦に削り出して床面を形成している。

掘方：床面と掘方が一致している。

遺物： なし。

時期：古代。

(10)11号住居(第50図、ＰＬ．24・100)

位置：Ｃ２調査区の南東寄り。東壁間近。２号住居の西側、

４号住居の北側に隣接する。Ｘ＝４8，０６２～４8，０６６、Ｙ＝

－６9，４４４～－６9，４４8。

主軸方位：Ｎ－７２°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－４６°－Ｗ。

面積：１１．9７㎡。

規模と形状：北辺を３号住居に破壊されているが、東西

方向に長い隅丸長方形状を呈する。長辺４．8６ｍ・短辺

３．６9ｍ・確認面からの深さ０．３３ｍ。

重複：北辺を３号住居に、南東隅を9３号土坑に、北東隅

を9５号土坑に掘り込まれる。東側１３２号土坑を掘り込む。

埋土：上層に暗褐色土、下層に灰黄褐色土、壁際に鈍い

黄褐色土と暗褐色土が斜めに混入する。　

竈：南東のコーナーに取り付く。両袖及び燃焼部は地山

を削り出した上に粘質土を貼り付けて造られていたと考

えられるが、ほぼ掘方しか残存していない状態であった。

なお、左袖芯材を据えた痕跡と見られる微小な掘り込み

が検出されている。燃焼部及び煙道は地山を削り出して

造られ、０．２～０．３ｍの暗褐色土・暗赤褐色土 ・黒褐色土

を貼って火床面を造り出している。煙道は住居外に延び

る。焚き口前には広範囲に焼土、炭、灰等の堆積が見ら

れた。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山をほぼ平坦に削り出して床面を形成している。

掘方：床面と掘方が一致している。

遺物：須恵器椀１点(竈掘方)。

時期：平安時代中期、１０世紀第１四半期。

(11)12号住居(第51図、ＰＬ．24・25・100)

位置：Ｃ２調査区の南端寄りの中央。東壁間近。１０号

住 居 の 西 側 に 隣 接 す る。 Ｘ ＝４8，０５７～４8，０６０、 Ｙ ＝

－６9，４５６～－６9，４６０。

主軸方位：Ｎ－７４°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－７０°－Ｗ。

規模と形状：上面を８・９号住居に破壊され、掘方のみ

が検出された。東西方向にやや長い隅丸長方形状を呈す

る。長辺３．５２ｍ・短辺３．３４ｍ・確認面からの深さ０．０9ｍ。

重複：上面を８・９号住居に掘り込まれる。

埋土：掘方埋土である。鈍い黄褐色土。　

第３章　調査の成果
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第４５図　Ｃ区８号住居　平面図・土層断面図

８号住居

竈 竈掘方
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１　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　炭化物及び黄色土ブロックを少量含む。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　黄色ブロック少量、炭化物を含む。やや粘質。
３　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　

１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　φ約5～ １０㎜程度の焼土ブロックを約5％程度、炭化
物及び白色粒を僅かに含む。しまり強い。

２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　白色粒及び炭化物粒を僅かに含む。粘性ややあり。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　φ約5～ １０㎜程度の焼土ブロック、φ約１～ ２ｃｍ程

度の鈍い黄褐色粘質ブロックをともに約１０％程度、灰を僅かに含む。
４　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約5～ １０㎜程度の鈍い黄橙色土及び焼土のブロッ

ク、灰とを約２０％程度含む。しまり強い。
5　灰黄褐色土１０ＹＲ５／２　φ約１～5㎜程度の焼土粒及び鈍い黄橙色土ブロッ

ク、炭化物とを約１０％程度含む。しまり強い。
６　黒色土１０ＹＲ２／１　暗褐色土と灰黄褐色土との混土にφ約5～ １０㎜程度の焼

土ブロックを約5％程度含む。しまり強い。
７　暗褐色土１０ＹＲ３／３　白色粒及び炭化物を僅かに含む。粘性ややあり。
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第４７図　Ｃ区９号住居　平面図・土層断面図

９号住居 竈

第４６図  Ｃ区８号住居　出土遺物
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１　暗赤褐色土５ＹＲ３／４　焼土を多く含む。
２　暗赤褐色土５ＹＲ３／４　φ約２㎜程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒

及び炭化物・焼土等を含む。
３　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ５／３　

１　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　炭化物及び黄色土ブロックを少量含む。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　黄色土ブロックを少量、炭化物を含む。やや粘質。
３　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　

１

２

３
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竈：東壁のほぼ中央に取り付くが掘方しか残存していな

い状態であった。煙道は検出されなかった。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：削平・破壊されており、検出されなかった。

掘方：  北辺から中央部にかけて一段深く、不整形に掘

り込まれていた。

遺物：なし。

時期：古代。

(12)19号住居(第52・53図、ＰＬ．25)

位置：Ｃ４調査区の最東端。東壁にかかる。２１７・２１8

号土坑の北側に隣接する。Ｘ＝４8，１０１～４8，１０５、Ｙ＝

－６9，３9６～－６9，４００。

検出面積：9．３9㎡。

規模と形状：東辺が調査区外に出るが、東西方向に長い

隅丸長方形状を呈する。検出最大長辺３．７ｍ・短辺３．１ｍ・

確認面からの深さ０．３8ｍ。掘方までの深さは０．５ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土、下層及び壁際に鈍い黄褐色土が斜めに

堆積する。　

竈：検出されなかった

貯蔵穴：北東隅付近の床下からピット１が検出された。

東西に長い楕円形状を呈し、長径０．３１ｍ・短径０．２8ｍ・

深さ０．１６ｍ、暗褐色土が堆積していた。

柱穴：なし。

周溝：検出されなかった。

床面：掘方の上に０．０５～０．１７ｍほど黒褐色土を貼って平

坦な床面を形成している。

第４9図　Ｃ区１０号住居　平面図・土層断面図

１０号住居

第４8図  Ｃ区９号住居　出土遺物

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　φ約１～5㎜程度の明黄褐色粒を5％、
φ約１～３㎜程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。
しまり強い。

２　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　明黄褐色粒及び榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ
粒を僅かに含む。しまり強い。

３　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ５／４　φ約１～ ２ｍｍの黄褐色粒を僅かに
含む。しまり強い。

１
２

３

４（１／２）
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１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　褐灰色砂粒を約１５％程度、φ
約１～5㎜程度の黄橙色粒を僅かに含む。しまり強い。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　褐灰色砂粒を約３０％程度、φ約
１～5㎜程度の黄橙色粒を約２％程度含む。しまり強
い。

３　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　φ約１～5㎜程度の黄橙
色粒を約5％程度含む。しまりやや強い。

４　暗褐色土１０ＹＲ３／３　褐灰色砂粒を約5％程度含む。し
まり強い。

１　暗褐色土１０ＹＲ３／４　灰黄褐色砂粒を約２０％程度、φ約5～ １０㎜程度の鈍い黄
橙色ブロックを僅かに含む。しまり強い。

２　暗褐色土７．５ＹＲ３／３　灰黄褐色土及び焼土を含む。
３　灰黄褐色粘質土１０ＹＲ４／２　
４　暗赤褐色土５ＹＲ３／４　褐灰色砂粒を約１０％程度、φ約5～ １０㎜程度の鈍い黄

橙色ブロックを僅かに含む。しまり強い。
5　黒褐色砂質土７．５ＹＲ３／２　灰・焼土・φ約5～ １０㎜程度の鈍い黄橙色ブロッ

クを僅かに含む。しまり強い。　

１
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１２号住居・竈
１　鈍い黄褐色粘質土１０ＹＲ５／４　φ約5㎜程度の褐色土ブ

ロックを含み、炭化物及び焼土を僅かに含む。

１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約２～ ３ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒
及び炭化物を含む。

２　暗褐色土１０ＹＲ４／３　φ約２～３㎜程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒
を少量含む。炭化物の含有は少ない。

３　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　炭化物を少量含む。
４　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ５／３　
5　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物片を少量、砂を多く含む。しまりやや

あり。やや粘質。
６　褐色土１０ＹＲ４／４　しまりあり。やや粘質。

１9号住居P１　
１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　φ約5㎜の程度の軽

石を微量含む砂粒状の層。ややしまりあり。

１9号住居床下土坑２
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　φ約３～5㎜程度

の白色軽石を微量含む。しまりややあ
り。やや粘質。

２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　砂を多く含む。
しまりややあり。やや粘質。



０ ５㎝１:２ ０ 10㎝１:３

掘方：全体に凹凸激しく掘り込まれており、特に南西隅

から西壁際、北壁際にかけて一段深く溝状に掘り込まれ

ている。中央部には土坑状の掘り込みが見られる。南東

隅床下から床下土坑１が、中央部から南東寄りの床下か

ら床下土坑２が検出された。床下土坑１は、東側が調査

区外に出るため全容は不明であるが、南北径０．8５ｍ・検

出最大東西径０．３ｍ・床面からの深さ０．２１ｍ、黒褐色土

が堆積していた。床下土坑２は、東西にやや長い楕円形

状を呈し、長径０．9３ｍ・短径０．9ｍ・床面からの深さ０．

１8ｍ、黒褐色土が堆積し、壁際に鈍い黄褐色土塊が混入

する。

遺物：須恵器杯片１点(掘方)、同羽釜片４点(２・5は

床直、３・４は埋土)、土師器甕片１点(床直)、礫石器

敲石１点(埋土)。

時期：平安時代中期、１０世紀第１四半期。

(13)20号住居(第54 ~ 56図、ＰＬ．26・101)

位置：Ｃ区の北東隅付近、Ｃ４調査区の中央、北寄りの

位置。２０５・２０６号土坑の北側に隣接する。Ｘ＝４8，１０５～

４8，１１１、Ｙ＝－６9，４０8～－６9，４１２。

主軸方位：Ｎ－8０°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－７０°－Ｗ。

面積：１０．３１㎡。

規模と形状：南北方向に長い隅丸長方形状を呈する。長

辺5ｍ・短辺４．２ｍ・確認面からの深さ０．４７ｍ。掘方ま

での深さは０．５２ｍ。

重複：２３号住居の南西隅を掘り込む。南東隅付近を２０６

号土坑に浅く掘り込まれる。

埋土：暗褐色土、壁際に褐色土が斜めに堆積する。　

第５３図　Ｃ区１9号住居　出土遺物

第３章　調査の成果
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竈：東壁の中央からやや南寄りの位置に取り付く。ほぼ

掘方の状態で検出された。両袖は壁の地山を削り出して

形成され、左袖には芯材に使用されたと見られる自然石

が残存していた。掘方からは右袖の芯材及び燃焼部中央

の支脚を据えたと考えられる痕跡が検出された。燃焼部、

煙道共に地山を削り出して形成され、煙道部は住居の外

側に延びている。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：掘方の上に０．０５～０．０9ｍほど黒褐色土を貼って平

坦な床面を形成している。

掘方：全体に平坦で、凹凸は激しくない。北壁際に若干

の掘り込みが見られた。

遺物：須恵器杯蓋片１点(床直)、同杯片１点(埋土)、同

甕片１点(竈)、土師器杯片１点(掘方)、同甕片６点(5・

６・８・１０竈、７埋土、９床直)、同小型甕片１点(床直)、

刀子１点(埋土)。

時期：平安時代前期、９世紀第２四半期。

(14)21号住居(第57・58図、ＰＬ．27・101)

位置：Ｃ区の東寄り、南端。Ｃ４調査区の西寄り、南端。

２２号住居の南側に隣接する。Ｘ＝４8，０8２～４8，０8６、Ｙ＝

－６9，４１３～－６9，４１６。

主軸方位：Ｎ－88°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－8７°－Ｗ。

面積：１０．０６㎡。

規模と形状：南北方向に長い隅丸長方形状を呈する。長

辺４．５ｍ・短辺３．４ｍ・確認面からの深さ０．３４ｍ。掘方ま

での深さは０．４５ｍ。北側の床面を一部、後世に攪乱され

ている。

重複：なし。

埋土：黒褐色土。　

竈：東壁の南東隅寄りの位置に取り付く。ほぼ掘方の状

態で検出された。両袖は壁の地山を削り出して形成され、

右袖には芯材に使用されたと見られる自然石が残存して

いた。燃焼部、煙道共に地山を削り出して形成され、煙

道部は住居の外側に延びている。

貯蔵穴：住居の南東隅、竈のすぐ南側で、掘方で検出さ

れた。南北に長い不整楕円形状を呈し、長径０．７５ｍ・短

径０．５１ｍ・深さ０．０２ｍ。

柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：掘方の上に０．０１～０．２ｍほど鈍い黄褐色土 ・黒褐

色土を貼って平坦な床面を形成している。

掘方：南側がテラス状にやや高まるが、全体に平坦で、

凹凸は激しくない。

遺物：土師器杯４点(１竈、２・３埋土、４床直)、同甕

片１点(埋土)、須恵器椀６点(5・８・９埋土、６・７掘方、

１０竈)、鉄釘１点(掘方)。

時期：平安時代前期、９世紀第４四半期。

(15)22号住居(第59 ~ 61図、ＰＬ．27・28・101)

位置：Ｃ区の東寄り、南端付近。Ｃ４調査区の西寄り、

南端付近。２１号住居の北側に隣接する。Ｘ＝４8，０8６～

４8，０9１、Ｙ＝－６9，４１１～－６9，４１５。

主軸方位：Ｎ－７8°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－8１°－Ｗ。

面積：8．88㎡。

規模と形状：南北方向に若干長い隅丸長方形状を呈する。

長辺４．１ｍ・短辺３．8ｍ・確認面からの深さ０．４７ｍ。掘方

までの深さは０．５１ｍ。

重複：なし。

埋土：上層に黒褐色土、中・下層に鈍い黄褐色土が堆積

し、壁際に黒褐色土、褐色土 の堆積が見られる。　

竈：東壁のほぼ中央に取り付く。ほぼ掘方の状態で検出

された。両袖は壁の地山を削り出して形成され、左袖芯

材に使用されたと見られる自然石が壁際から、また、右

袖芯材と見られる自然石が貯蔵穴縁から、それぞれ原位

置を離れて出土している。燃焼部、煙道共に地山を削り

出して形成され、煙道部は住居の外側に延びている。掘

方において右袖芯材を据えたと見られる痕跡が検出され

たが、左袖芯材を据えた痕跡は検出できなかった。なお、

燃焼部の中央より北東寄りで、支脚を据えたと考えられ

る痕跡が検出された。

貯蔵穴：住居の南東隅、竈前面のすぐ南側で検出された。

東西に長い楕円形状を呈し、長径０．７２ｍ・短径０．５9ｍ・深

さ０．４４ｍ。上層に褐色土 、下層に黒褐色土が堆積していた。

柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：掘方の上に０．０５～０．１8ｍほど褐色土・暗褐色土・

黒褐色土を貼って平坦な床面を形成している。

掘方：南側がテラス状にやや高まるが、全体に平坦で、

凹凸は激しくない。

遺物：須恵器杯３点(３・5埋土、４貯蔵穴)、同脚付盤

１点(埋土)、土師器杯片２点(埋土)、同甕６点(７・１２

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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１　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／３　φ約４～ ５ｍｍ程度の
榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰを少量、炭化物含む。

２　暗褐色土１０ＹＲ３／４　炭化物及び砂粒を含む。
３　褐色シルト質土１０ＹＲ４／４　
４　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物を多く含む。
5　鈍い黄褐色シルト質土１０ＹＲ４／３　炭化物及び

砂粒を含む。
６　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／４　褐色粘質土ブロック

を少量含む。しまりあり。
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１　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／３　φ約４～ ５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ
粒を少量、炭化物を含む。

２　暗褐色土１０ＹＲ３／４　炭化物を含む。
３　褐色土１０ＹＲ４／４　
４　黒褐色土１０ＹＲ３／３　小粒の焼土を微量含む。しまりあり。やや粘質。
5　暗褐色土１０ＹＲ３／４　砂を少量含む。ややしまりあり。
６　褐色粘質土５ＹＲ４／６　黄褐色混土及び焼土を多量に含む。所々に砂粒

ブロックあり。しまりあり。

１ ２ ３

４

5

６

７

８



０ ５㎝１:２

０ 10㎝１:３

掘方、８床直、９埋土、１０・１１竈)、不明鉄製品１点(埋土)。

時期：平安時代前期、９世紀第１四半期。

(16)23号住居(第62・63図、ＰＬ．28・29・102)

位置：Ｃ区の最東端寄り、北端付近。Ｃ４調査区の東寄

り、北端付近。１４号溝の南側に隣接する。Ｘ＝４8，１０8～

４8，１１２、Ｙ＝－６9，４０４～－６9，４０9。

主軸方位：Ｎ－8１°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－8６°－Ｗ。

面積：１１．２３㎡。

規模と形状：南北方向に長い隅丸長方形状を呈する。長

辺４．３６ｍ・短辺３．６４ｍ・確認面からの深さ０．３５ｍ。掘方

までの深さは０．６１ｍ。

重複：２０号住居に南西隅を掘り込まれる。２8号住居の西

辺を掘り込む。

埋土：上層に灰黄褐色土、下層に鈍い黄褐色土が堆積する。

竈：東壁の南寄りの位置に取り付く。ほぼ掘方に近い状

態で検出された。両袖、燃焼部、煙道共に地山を削り出

して形成され、煙道部は住居の外側に延びている。煙道

の周囲及び燃焼部前の床面にかけて広く炭化物・焼土・

灰等が検出された。

貯蔵穴：貯蔵穴は検出されなかった。

柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：掘方の上に部分的に０．０５～０．１ｍほど暗灰黄褐色

土を貼って平坦な床面を形成している。

掘方：全体に平坦で、凹凸は激しくない。住居の中央部

に南北に並列して床下土坑が２基検出された。南側の床

下土坑１は、東西に長い不整楕円形状を呈し、長径１．６１

ｍ・短径１．１４ｍ・深さ０．２ｍ。暗灰黄褐色土が堆積して

いる。北側に位置する床下土坑２は、南北にやや長い不

整楕円形状を呈し、長径０．8５ｍ・短径０．8３ｍ・深さ０．１１ｍ。

遺物：土師器甕２点(埋土１、掘方１)、灰釉陶器椀２点

(埋土１、床直１)。

第５６図　Ｃ区２０号住居　出土遺物(２)

第３章　調査の成果
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第５７図  Ｃ区２１号住居　平面図・土層断面図・出土遺物(１)

２１号住居

掘方

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物

81

１　暗褐色土１０ＹＲ３／４　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量、炭化物を含む。
２　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　褐色土ブロックを含む。
３　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物を含む。
４　褐色砂質土１０ＹＲ４／６　炭化物を少量含む。
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時期：平安時代中期、１０世紀第２四半期。

(17)24号住居(第64図、ＰＬ．29)

位置：Ｃ区の東寄り。Ｃ４調査区の中央から西南寄り。

２２号住居の北側に位置する。Ｘ＝４8，０9２～４8，０9４、Ｙ＝

－６9，４１３～－６9，４１５。

主軸方位：Ｎ－8６°－Ｅ。竃主軸方位：Ｎ－１０8°－Ｅ。

検出面積：３．8７㎡。

規模と形状：隅丸長方形状を呈するものと思われるが、

中央部を南北に試掘トレンチで大きく破壊され、北辺の

大部分を後世に攪乱されており、全容は不明である。東

西辺２．５１ｍ・南北辺確認最大長１．１8ｍ・確認面からの深

さ０．１５ｍ。掘方までの深さは０．３ｍ。

重複：なし。

第５8図　Ｃ区２１号住居　竈平面図・土層断面図、住居出土遺物(２)

竈 竈掘方

第３章　調査の成果
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１　褐色土１０ＹＲ４／４　砂を多く含む。ややしまりあり。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　小粒の白色軽石を微量含む。ややしまりあり。
３　暗褐色土１０ＹＲ３／３　焼土を微量含む。ややしまりあり。
４　褐色土１０ＹＲ４／６　砂を多く含む。しまり粘性ややあり。
5　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　φ約５ｍｍ程度の黄色土ブロックを含む。
６　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　炭化及び焼土を含む。
７　褐色砂質土１０ＹＲ４／６
８　黄褐色土１０ＹＲ５／8　粘土ブロック。
９　黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　褐色土ブロッを含む。
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第５9図  Ｃ区２２号住居　平面図・土層断面図・出土遺物(１)

２２号住居 掘方

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量、炭化物を含
む。

２　暗褐色土１０ＹＲ３／４　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量、褐色土ブ
ロックを含む。

３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ５／４　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を極少量、褐色
土ブロックを含む。

４　黒褐色土１０ＹＲ３／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を少量、
焼土を多く含む。

5　褐色土１０ＹＲ４／４　炭化物・灰・焼土等を多く含む。
６　暗褐色土１０ＹＲ３／３　砂粒ブロックを所々に含む。粘性しまりやや

あり。
７　褐色土１０ＹＲ４／４　小粒の白色軽石を微量含む。しまりあり。粘性

ややあり。
８　黒褐色土１０ＹＲ３／１　中粒の白色軽石を少量含む。粘性しまりあり。
９　暗褐色土１０ＹＲ３／４　中粒の白色軽石を微量含む。やや脆い。
１０　褐色土７．５ＹＲ４／３　砂を多く、焼土ブロックを少量含む。ややしま

りあり。
１１　暗褐色土７．５ＹＲ３／４　焼土ブロックを多く、砂ブロックを少量含む。

しまりあり。
１２　黒褐色粘質土１０ＹＲ３／２　焼土を少量含む。

２２号住居貯蔵穴
１　褐色土１０ＹＲ４／４　中粒の白色軽石及び焼土を

微量、砂粒を多く含む。
２　黒褐色土１０ＹＲ３／２　中粒の白色軽石を１層よ

りやや多く含む。粘性しまりややあり。
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第６０図　Ｃ区２２号住居　竈平面図・土層断面図、住居出土遺物(２)

竈 竈掘方

第３章　調査の成果

84

１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量、炭化物を含む。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／４　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量、褐色土ブロックを含む。
３　黒褐色土１０ＹＲ３／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒と炭化物を少量、焼土を多く含む。
４　褐色土１０ＹＲ４／４　炭化物・灰・焼土等を多く含む。
5　黒褐色土１０ＹＲ３／１　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。
６　褐色土７．５ＹＲ４／３　大粒の焼土を少量、砂を含む。しまりややあり。
７　暗褐色粘質土７．５ＹＲ３／４　大粒の焼土を多く、砂粒ブロックを少量含む。しまりあり。
８　黒褐色粘質土１０ＹＲ３／２　焼土を少量含む。　
９　褐色粘質土１０ＹＲ４／４　砂粒ブロックを少量、黒色土ブロックを含む。しまりあり。
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０ 10㎝１:３

０ ５㎝１:２

埋土：明灰黄褐色土。

竈：東壁に取り付く。両袖は灰黄褐色の粘質土を貼り付

けて形成されている。燃焼部は地山を削り出して形成さ

れている。煙道部は検出されなかった。燃焼部の周囲及

び燃焼部前の床面にかけて広く炭・焼土・灰等が検出さ

れた。掘方において、竈右袖の芯材と思われる角柱状に

一部を加工した石片が検出された。

貯蔵穴：貯蔵穴は検出されなかったが、住居の中央部の

西壁寄りの位置で床下ピットが検出された。南北にやや

長い楕円形状を呈し、長径０．３１ｍ・短径０．２４ｍ・深さ

０．３５ｍ。灰黄褐色土が堆積している。

柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：掘方の上に部分的に０．０５～０．１ｍほど黄褐色土を

貼って平坦な床面を形成している。

掘方：凹凸激しく掘り込まれていた様子が伺える。

遺物：須恵器皿１点(竈)、土師器甕１点(埋土)。

時期：平安時代前期。

(18)25号住居(第65 ~ 67図、ＰＬ．30・31・102・103)

位置：Ｃ区及びＣ３調査区のほぼ中央。Ｘ＝４8，０8２～

４8，０8６、Ｙ＝－６9，４３２～－６9，４３７。

主軸方位：Ｎ－６9°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－７３°－Ｗ。

面積：７．98㎡。

規模と形状：南北に長い隅丸長方形状を呈する。長辺

３．６9ｍ・短辺３．１２ｍ・確認面からの深さ０．４３ｍ。

重複：東辺で３１号住居を、北辺から東辺にかけて４０号住

居を、南辺で５8号住居を、西辺で３４号住居を掘り込む。

北辺及び西辺・南辺のそれぞれ一部を試掘トレンチに

よって破壊されている。

埋土：灰黄褐色土。

竈：東南隅近くに取り付く。ほぼ掘方の状態で検出された。

両袖及び燃焼部・煙道は地山を削り出して形成され、両

袖は住居の内側に張り出している。左右袖の芯材、燃焼

部天井に使用されたと見られる自然石が検出され、竈に

かけられていたと見られる土師器甕の破片が煙道部から

窯前にかけてまとまって出土した。竈前の床面には広く

焼土・灰の分布が見られた。竃前及び燃焼部には０．０１～０．

１ｍの厚さで灰褐色土を貼って火床面を形成していた。

　煙道部は住居の外側に長く延びている。

貯蔵穴：貯蔵穴は検出されなかった。

床面：地山を削り出して平坦な床面を形成している。

掘方：床下土坑が検出された以外は、床面と掘方とがほ

ぼ一致している。住居の南西隅、中央部南寄り、北東隅

の三箇所で床下土坑が検出された。中央部南寄りの位置

から検出された床下土坑１は、南北にやや長い楕円形状

を呈し、長径０．8２ｍ・短径０．６9ｍ・深さ０．２１ｍ。灰黄褐

色土及び鈍い黄褐色土が堆積している。南西隅から検出

された床下土坑２は、北西－南東方向にやや長い楕円形

状を呈し、長径０．６ｍ・短径０．５8ｍ・深さ０．３8ｍ。灰黄

褐色土及び暗褐色土が堆積している。北東隅から検出さ

れた床下土坑３は、北東－南西方向に長い楕円形状を呈

し、長径１．０１ｍ・短径０．8４ｍ・深さ０．３8ｍ。灰黄褐色土

が堆積している。

柱穴・周溝：検出されなかった。

遺物：黒色土器椀１点(床直)、須恵器椀２点(床直・竈)、

同羽釜１０点(埋土４、床直３、竈３)、灰釉陶器椀片１点

(埋土)。

時期：平安時代中期、１０世紀第２四半期。

第６１図  Ｃ区２２号住居　出土遺物(３)

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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第６２図　Ｃ区２３号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

２３号住居

掘方

第３章　調査の成果

86

１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　極細サイズ砂粒。しまりやや強い。僅かに
鉄及びマンガンの凝集があり、淡い斑状に見える。

２　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　１層以上に砂質。やや黄色味を帯びてい
る。床面直上で炭化物粒の混入がやや増える。２′で竈付近から混入
したような焼土粒が均等に見られる。

３　暗灰黄色土２．５Ｙ４／２　中粒の砂で地山壁と同じ土質。黒色灰や少量の
灰黄色粘性土が不均等に混じる。ややしまり欠く。３′はシミのよう
な黒褐色部分がある不明瞭な層。
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(19)26号住居(第68・69図、ＰＬ．31・32)

位置：Ｃ区及びＣ３調査区のほぼ中央から南壁寄りの位

置。３１号住居の南側、４７号住居の北側に隣接する。Ｘ＝

４8，０７５～４8，０７8、Ｙ＝－６9，４３２～－６9，４３５。

主軸方位：Ｎ－７５°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－６9°－Ｗ。

面積：７．７３㎡。

規模と形状：南北に長い隅丸長方形状を呈する。長辺

３．４２ｍ・短辺２．8３ｍ・確認面からの深さ０．２8ｍ・掘方ま

での深さ０．４４ｍ。

重複：南辺を１４号溝に掘り込まれる。南辺から西辺にか

けて２７号住居を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土。

竈：東南隅付近に取り付く。両袖は灰黄褐色土を貼り付

けて形成され、住居の内側にやや大きく張り出す。燃焼

部・煙道は、掘方を掘り出した土を貼り付けてして形成

しているが、煙道部は完全に埋まった状態で検出され、

掘方で確認された。煙道部の掘方は住居の外側に延びて

いる。竃前及び燃焼部には０．０４～０．０６ｍの厚さで暗褐色

土を貼って火床面を形成していた。竃前の床面には広範

囲に焼土・灰等の堆積が見られた。

貯蔵穴：貯蔵穴は検出されなかったが、住居の北東隅近

くと竃前とで床下土坑が検出された。住居の北東隅近く

で検出された床下土坑１は、東西にやや長い楕円形状を

呈し、長径０．６５ｍ・短径０．６２ｍ・深さ０．２５ｍ。灰黄褐色

土が堆積している。竃前から検出された床下土坑２は、

南北にやや長い楕円形状を呈し、長径０．６７ｍ・短径０．６４

ｍ・深さ０．１４ｍ。暗灰色土及が堆積している。

柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を削り出して平坦な面を形成した上に０．０9～

０．１５ｍほど灰黄褐色土を貼り付けて硬質な床面を形成し

ている。

掘方：平坦である。北側へ約０．３～０．４ｍ、西側に約０．２６

ｍほど拡張された様子が判明した。

遺物：灰釉陶器椀片１点、同皿片１点(埋土)、黒色土器

椀片１点(床直・竈袖上)、土師器甕片１点(埋土)。

時期：平安時代中期、１０世紀前葉。

(20)27号住居(第70図、ＰＬ．32・33・103)

位置：Ｃ区及びＣ３調査区のほぼ中央から南壁寄りの位

置。５8号住居の南側、４8号住居の北側に隣接する。Ｘ＝

４8，０７５～４8，０７8、Ｙ＝－６9，４３４～－６9，４３７。

主軸方位：Ｎ－１8°－Ｅ。

第６３図  Ｃ区２３号住居　竈平面図・土層断面図

竈 竈掘方
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１　暗灰黄色土１０Ｙ４／２　１′は炭化物粒や焼土の混入が増える。ややしまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　極細砂層に灰が混じる。粘性あり。ややしまり欠く。
３　黒褐色土１０ＹＲ３／２　２層の土に炭化物粒が混じり黒色味を帯びる。焼土を含む。
４　灰黄褐色粘質土１０ＹＲ５／２　４－４′間に鉄分凝集層。４′に焼土混じる。４″は5層へ

の漸移的な層だが粘土の混入は明確。
5　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　粘性土及び砂質土が不均等に混じる。土質は一様ではないが、

焼土・炭等の混入はまれ。
６　黒褐色土１０ＹＲ３／２　　ベースは粘質土で、多量の炭化物粒が混じる。焼土等の混入

も多い。しまりやや強い。
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１　暗灰黄色土２．５Ｙ５／２　極細砂や灰褐色粘性土など雑多な土の混土。人為的な埋戻し
土と思われる。しまりややあり。竈前と思われる右側部分に焼土や炭化物等が少量
混じる。

２　黄褐色土２．５Ｙ５／３　黄褐色粘性土が縞状に見られ、焼土や炭化物粒等が少量混じる。
しまりややあり。

３　暗褐色土１０ＹＲ３／２　やや砂質。炭化物粒を少量含む。地山砂質土の混入少なく丁寧
に底さらいした後、一気に埋め戻したようだ。

１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　弱粘性。炭化物粒を少量含み焼土も散在する。しまりややあり。
１′は灰黄色の極細砂粒をブロック状に含み、竈崩落土が混じるように見える。南
側には焼土がやや多くみられる。

２　黒褐色土１０ＹＲ３／１　炭化物粒をやや多く含み　灰が混じる。粘性あり。２′は焼土多
いが炭化物粒は少ない。

３　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／３　　黄褐色粘性土を小ブロック状に、南側では焼土をやや多
く含む。しまりあり。

４　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　３層に近いが黄褐色粘質土の含有率が高くなる。
5　灰褐色土７．５ＹＲ４／２　粘質土中に炭化物や黒色灰・焼土ブロック等を多量に含む。上

面では硬化面が認められる。しまりはあまり強くない。
６　灰黄褐色粘質土１０ＹＲ４／２　細かい焼土や炭化物を不均等に含む。しまりはあまり強

くない。

２４号住居床下P１　
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　混入物

の少ないやや砂質の土。全体
的に均等にしまる。

１

２
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２５号住居床下土坑２
１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　最も赤みを帯びる層。上半部

に榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスをやや多く含む
以外、混入物は少ない。しまり強い。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ５／２　粒子サイズは微細。

２５号住居床下土坑３
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　粒子細かい。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ

らしいパミスを含む。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　黄褐色土及び灰黄褐色砂質土・粘

性の弱い暗褐色土等の大粒のブロックが混じる。
３　暗褐色土１０ＹＲ３／２　混入物少ない。下部ほど黒味が強く

なる。粘性弱くしまりやや弱い。

１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　最も赤みを帯びる層。上半部に榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを含む以外、混入物は少ない。ややしまり欠く。竈付
近でも特に焼土や炭等の混入はない。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山灰黄色砂質土を不均等に含む。１層とは明瞭に区別できず、１・２層併せてほぼ単層に近い。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ５／２　焼土粒を僅かに、黄褐色砂質土をブロック状に含む。しまり強い。
４　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　粒子細かい。黄褐色土ブロックを少量含む。しまりはやや弱くなり３層と明瞭に区別できる。４′は焼土ブロック・炭化

物粒の混入がやや多い。

１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　やや砂質。炭化物粒及び灰黄色土の小ブロックを含む。しまりやや強い。１′は灰
黄色土が多くなり、粘性も強くなる。

２　黒褐色土１０ＹＲ３／２　粒子細かくサラサラしている。黒色灰及び焼土粒を含む。しまりやや強い。
３　灰褐色土７．５ＹＲ４／２　やや粘質。下層に焼土ブロックを不均等に含む。しまりやや弱い。
４　褐色土７．５ＹＲ４／３　焼土ブロックを不均等にやや多量に含む。やや粘質。しまり強い。
5　褐色土７．５ＹＲ４／２　住居埋土３層に比べややしまり欠き砂質に近い。上部に多量の焼土ブロックを含む。

炭化物粒の混入は少ない。灰の混入があるのかサラサラした状態。
６　灰褐色土５ＹＲ４／２　炭化物粒及び焼土の小ブロックをやや多く含む。しまりやや強い。
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１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　やや砂質。上部では榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ
らしいパミスをやや多く含む。下部では灰赤色土の小ブロックを
含み　１′→１＂と量が増えていく。しまり強い。

２　黄褐色土２．５Ｙ５／３　ローム状粘質土のブロック。しまり強い。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　色調は１層に近い。さらに砂質。混入物少

ない。
４　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　褐色土をベースとし灰黄色土小ブロックを

多量に、炭化物粒等をごく少量含む。しまり強い。

２６号住居床下土坑１　
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　褐色土粒・黒色土粒・灰黄色砂質土

等が小ブロック状及び霜降り状に混じり合う。しまりやや
あり。　１′は灰黄色砂質土を多く、１″は焼土を少量含む。

１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　住居埋土１′層に同じ。焼土及び炭化物粒の混入は少な
い。しまりややあり。１′は小ブロック状の焼土を少量含む。

２　暗赤色土５ＹＲ３／２　焼土及び炭化物粒をやや多く含むボソボソした層。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　しまりやや強い。３′は黄色味を帯び、しまりさらに強い。
４　暗褐色土１０ＹＲ３／３　灰が混じりサラサラしている。黄褐色土を小ブロック状に含

む。４′は焼土を多く含む。
5　住居掘方埋戻し土。

２６号住居床下土坑２
１　暗灰色砂質土２．５Ｙ４／２　粒子細かい。黒味を帯び

る部分と黄色味を帯びる部分とが不規則ながら互
層状に堆積している。しまりやや強い。
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検出面積：４．8４㎡。

規模と形状：北辺の大部分及び西辺のおよそ北半分を２６

号住居に掘り込まれているが、南北に若干長い隅丸長方

形状を呈する。長辺３．４8ｍ・短辺３．０9ｍ・確認面からの

深さ０．２４ｍ・掘方までの深さ０．２8ｍ。

重複：東側を２６号住居に、南東隅を１４号溝に掘り込まれ

る。南西隅部で２99号土坑を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土。

竈：北東隅に取り付く。１４号溝及び２６号住居に破壊され、

煙道南側の掘方のごく一部が辛うじて残存しているに過

ぎなかった。

貯蔵穴：貯蔵穴は検出されなかったが、住居の南西隅近

くで床下土坑が検出された。不整円形状を呈し、径０．６３

ｍ・深さ０．１７ｍ。灰黄褐色土が堆積している。

柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を削り出して平坦な面を形成した上に０．０３～

０．０４ｍほど灰黄褐色土を貼り付けて硬質な床面を形成し

ている。

掘方：平坦である。

遺物：須恵器羽釜片１点(壁際)。

時期：平安時代中期、１０世紀第２四半期。

(21)28号住居(第71図)

位置：Ｃ区の北東端寄り。Ｃ４調査区の北東端付近。

１４号溝の南側に隣接する。Ｘ＝４8，１０8～４8，１１０、Ｙ＝

－６9，４０１～－６9，４０４。

検出面積：１１．２６㎡。

規模と形状：西辺を２３号住居に掘り込まれるが、東西方

向に長い隅丸長方形状を呈する。長辺検出最大長４．０４ｍ・

短辺３．３8ｍ・確認面からの深さ０．３３ｍ。掘方までの深さ

は０．４ｍ。

重複：２３号住居に南西隅を掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土、床面近くの底部に暗褐色土が堆積す

る。

竈：２３号住居に掘り込まれ、検出されなかったが、住居

の南西隅付近一帯の床面に焼土・灰の堆積が顕著な部分

が検出された。また、掘方では、西端から中央部にかけ

て一段深く掘り窪められた箇所が検出され、竃前の掘り

込みと考えられ、竃は西壁のほぼ中央に造られていた可

能性が高い。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：掘方の上に部分的に０．０５～０．０７ｍほど暗褐色土を

貼って平坦な床面を形成している。

掘方：西端から中央部にかけて竃前の小規模で浅い土坑

状の掘り込みが南壁際中央と北壁寄りの中央の２箇所で

みられたが、全体に平坦で、凹凸は激しくない。

遺物：土師器甕片１点・須恵器椀片１点(床直)。

時期：平安時代前期、９世紀第４四半期。

(22)29号住居(第72・73図、ＰＬ．33・34・103)

位置：Ｃ区の中央部、南寄り。Ｃ３調査区の東端の南寄り。

３１・４１号住居の東側に隣接する。Ｘ＝４8，０７9～４8，０8３、

Ｙ＝－６9，４２４～－６9，４２8。

主軸方位：Ｎ－５8°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－６０°－Ｗ。

面積：１０．５１㎡。

規模と形状：北西－南東方向にやや長い隅丸長方形状を

呈する。長辺４ｍ・短辺３．8７ｍ・確認面からの深さ０．２8

ｍ。掘方までの深さは０．４２ｍ。鍛冶工房であり、竃前か

ら住居の中央にかけて作業用の台石が出土した。

第６9図  Ｃ区２６号住居　出土遺物

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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重複：３７号住居の西辺、３０号住居の南側大半を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土、床面近くの底部に黒褐色土が堆積す

る。

竈：東辺のほぼ中央に取り付く。両袖は暗灰黄褐色土、

黄褐色粘質土を貼り付けて構築され、住居の内側に若干

張り出している。両袖とも芯材に使用された扁平でやや

大きな自然石が検出されている。燃焼部は、住居の東壁

の位置に、地山を削り出した上に灰黄褐色土を貼り付け

て構築している。煙道は住居の外側に長く延びていない。

火床面は、竃前を一段深く掘り込んだ上に、灰黄褐色粘

質土を０．０8～０．１8ｍ貼り付けて形成している。

貯蔵穴：掘方において床下土坑が３基検出された。住居

南東隅部で検出された床下土坑１は、東西にやや長い不

整円形状を呈し、長径０．99ｍ・短径０．89ｍ・深さ０．１ｍ、

暗褐色土をベースに底部付近に極少量黄褐色土が堆積す

る。住居北東隅で検出された床下土坑２は、東西にやや

第７０図　Ｃ区２７号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

２７号住居 竈
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１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　確認面では２６号住居埋土１層と全く区別でき
なかった。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　褐色土をベースとし、灰黄色土小ブロックを
多量に、炭化物粒等を極少量含む。しまり強い。

１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　黒褐色土中に灰黄色
土ブロックを多量に含む。しまりやや強い。

１　鈍い赤褐色土５ＹＲ４／３　焼土の小ブロックを含む。しまり強い。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　ローム状。炭化物粒を含む。しまりややあり。
３　暗褐色土１０ＹＲ３／３　炭化物粒が散見する。
４　暗褐色土１０ＹＲ３／２　不揃いの灰黄色土ブロックを不均等に含む。し

まり強い。
5　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　

１
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長い不整楕円形状を呈し、長径１．０５ｍ・短径０．8７ｍ・深

さ０．２8ｍ、上層に暗褐色土・黒褐色土、下層に灰黄褐色

土が堆積している。中央部で検出された床下土坑３は、

東西にやや長い楕円形状を呈し、長径１．１8ｍ・短径１．１４

ｍ・深さ０．２６ｍ、灰黄褐色土が堆積する。

柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：掘方の上にやや厚く黄褐色土・黒褐色土・暗褐色

土を０．０６～０．１9ｍほど暗褐色土を貼って平坦で硬質な床

面を形成している。

掘方：全体的に凹凸激しく掘り込まれており、竃の両側

及び中央部、南東隅、北西隅部が一段深く掘り込まれて

いた。北側へ約０．３５～０．７５ｍ拡張していたことが判明し

た。

遺物：灰釉陶器椀１点(竈・床直)、同皿２点(床直)、須

恵器羽釜片１点(竈)、鉄製かこ１点(埋土)。

時期：平安時代中期、１０世紀第１四半期。

(23)30号住居(第74図、ＰＬ．33)

位置：Ｃ区の中央部、南寄り。Ｃ３調査区の東端の南寄り。

４１号住居の東側に隣接する。Ｘ＝４8，０8３～４8，０8４、Ｙ＝

－６9，４２４～－６9，４２７。

主軸方位：Ｎ－７７°－Ｗ。

検出面積：３．５9㎡

規模と形状：南側大半を２9号住居に掘り込まれているた

め、全容は不明である。隅丸長方形ないし隅丸方形状を

呈するものと思われる。東西辺３．４５ｍ・南北辺最大検出

長１．３ｍ・確認面からの深さ０．２9ｍ。

重複：南側大半を２9号住居に掘り込まれる。３５号住居の

第７１図  Ｃ区２8号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

２8号住居 掘方
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１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　２３号住居上層の埋土と区別ができなかった。地
山砂質土以外の混入物は少ない。１′は砂質土の混入が増え、炭化物粒も
少量みられる。しまりやや強い。

２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　土質は１層と同じ。炭化物粒を多く、黄褐色土小ブロッ
クを若干含む。しまりやや強い。２′は炭化物の混入が少なくなる。

１

２



Ａ
Ａ
′

Ｂ
Ｂ
′

Ｃ
Ｃ′

Ｇ
Ｇ
′

Ｈ
Ｈ′

30住

2

1

3
08
2

-4
24

L=
12
5.
20
m

Ａ
Ａ
′

カ
マ
ド

掘
り
方

s
1

2

6

7
2
5

L=
12
5.
20
m

Ｂ
Ｂ
′

1

2

2

5
6

7
7

L=125.20mＣ Ｃ′

30住
1

2

44 5

56 6767 7′

床下土坑3 3
3′

ss

Ａ
Ａ
′

Ｂ
Ｂ
′

Ｃ
Ｃ′

Ｄ
Ｄ
′

Ｅ
Ｅ
′

Ｆ Ｆ′

Ｇ
Ｇ
′

Ｈ Ｈ′

Ｉ

Ｉ′

30住

37住

床下土坑2 床下土坑1

床下土坑3

08
2

-4
24

L=125.20mＤ Ｄ′

1

床下土坑1

2

炭

L=125.20mＥ Ｅ′

1 2

床下土坑2

3

L=152.20mＦ Ｆ′

2

1

床下土坑3

1′

1″

０ ２ｍ１: 60
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１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　粒子細かい。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしい
パミス・炭化物粒・焼土等を雑多に少量含む。しまりやや強い。

２　黒褐色土１０ＹＲ３／２　土質は１層と同じ。灰黄色砂を小ブロック状に含
む。小枝のような炭化物の混入もやや目立つ。上部に硬化面が見られ
る所がある。

３　黄褐色土２．５ＹＲ５／２　炭化物粒の混入が多い。３′は混入物は少ない。
４　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　貼り床状の灰黄色土と黒褐色土とが重なり合う

部分。
5　黄褐色土２．５ＹＲ５／３　灰黄色土主体で一部黒色味おびる土が水平に踏み

固められている。
６　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒褐色土や焼土等が不均等に混入する。しまりや

やあり。
７　暗褐色土１０ＹＲ３／３　地山砂質土に６層の土が不均等に混じる。７′は地

山との区別が難しいシミのような汚れ部分を含む。

２9号住居床下土坑２
１　黒褐色土１０ＹＲ２／２　炭化物・黒色灰主体。しまりやや弱い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／２　微粘性。炭化物粒散見。混入物は少ない。しまりやや弱い。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山黄褐色ブロックを主体とし下部には焼土をやや多く、黒褐色土

を小ブロック状に含む。しまり強い。

２9号住居床下土坑１　
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　黒色土や黄褐色粘性土等が小ブロック

状に混じり合う。焼土散見。粘性しまりややあり。
２　黄褐色土２．５ＹＲ５／２　ブロック状のローム状土。

２9号住居床下土坑３　
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　褐色土中に灰黄色土や黒色土等の小ブロックを多量に、焼土及び炭

化物粒を少量含む。１～１′は同一層。１′は上部に炭化物粒、１″は上部に黄褐色土を含む。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　ややしまり強いローム状土をブロック状に含むしまりやや強い粘

性土。
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１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　やや砂質。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを上部に少量含む以外に混入物は少ない。しまりややあり。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　１層の土に焼土・黄褐色土・炭化物粒等雑多な混入物をやや多く含む。しまりやや強い。
３　黒褐色土１０ＹＲ２／２　炭化物粒や黒色灰を主体とし焼土粒の混入も多い。しまりやや強い。３′は焼土が少なく灰が多い。
４　暗灰黄色土２．５Ｙ４／２　やや砂質。混入物が少ない。しまりやや強い。
5　黄褐色土２．５Ｙ５／３　焼土の混入が多い。
６　鈍い赤褐色土５ＹＲ４／３　粘性弱い。
７　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山砂より粒子細かくねっとりしている。焼土や黒色土等が不均等に混じる。

１ ２
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南辺、５６号住居の西側大半を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土、床面近くの底部に黒褐色土が堆積す

る。

竈・貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を平坦に削り出して床面を形成している。

掘方：床面と掘方がほぼ一致している。

遺物：なし。

時期：古代。

(24)31号住居(第75 ~ 78図、ＰＬ．34 ~ 36・103)

位置：Ｃ区の中央部、南寄り。Ｃ３調査区の東端の南寄り。

２9号住居の西側に隣接する。Ｘ＝４8，０７9～４8，０8３、Ｙ＝

－６9，４２9～－６9，４３３。

主軸方位：Ｎ－8７°－Ｗ。竃Ａ主軸方位：Ｎ－７４°－Ｗ。竃Ｂ

主軸方位：Ｎ－７３°－Ｗ。

面積：１４．２9㎡。

規模と形状：南北に長い隅丸長方形を呈する。長辺４．8ｍ・

短辺４．３２ｍ・確認面からの深さ０．３６ｍ、掘方までの深さ

は０．６２ｍ。

重複：西辺の北寄りを２５号住居に掘り込まれる。４０号住

居の南東隅部、４１号住居の南側大半、５8号住居の東側を

掘り込む。

埋土：上層に灰黄褐色土、下層及び壁際に斜めに黒褐色

土、床面近くの底部に僅かに灰黄褐色土が堆積する。

竈：東辺の中央に竃Ａが、竃Ａの南側に竃Ｂが取り付く。

竃Ａが最終使用の竃と考えられる。竃Ａは、地山を削り

出して燃焼部と煙道を形成し、燃焼部は住居の壁の位置

に造られ、火床部は地山を削り出した上に灰黄褐色土を

０．０７～０．１ｍほど貼り付けて形成している。煙道は住居

の壁の外側に長く延びている。両袖は灰黄褐色土と鈍い

黄褐色土 を貼って構築され、住居の内側に若干張り出

している。竃Ｂは、地山を削り出して燃焼部と煙道を形

成し、燃焼部は住居の壁の位置に造られ、火床部は地山

を削り出した上に暗褐色土を０．０５～０．１４ｍほど貼り付け

て形成している。煙道は住居の壁の外側に長く延びてい

る。右袖の芯材と見られる自然石が出土している。両袖

は灰黄褐色土を貼り付けて構築されているが、廃絶後の

ためか住居の内側には全く張り出さない状態で検出され

た。

第７４図　Ｃ区３０号住居　平面図・土層断面図

３０号住居
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１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　粒子細かい。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスや炭化物粒・
焼土等を雑多に少量含む。しまりやや強い。

２　黒褐色土１０ＹＲ３／２　土質は１層と同じ。灰黄色砂を小ブロック状に含む。小枝のような
炭化物の混入もやや目立つ。上部に硬化面が見られる所がある。
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１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　浅間山火山灰Ａｓ－Ｃらしいパミスを上部を主体にやや多く、灰黄色砂質土を小ブロック状に少量含む。炭化物粒が散見する。
２　黒褐色土１０ＹＲ２／２　炭化物をきわめて多く、灰を多く含む。焼土の混入はまれ。サラサラしている。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　灰赤色砂質土を多く、炭化物を少量含む。３′は灰黄色土を少量含む。
４　暗褐色土１０ＹＲ３／２　灰黄色土小ブロックをやや多く、炭化物粒及び焼土を少量含む。しまりやや強い。
5　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山灰黄色土を小ブロック状にやや多く、パミスを少量含む。
６　暗褐色土１０ＹＲ３／３　やや砂質。黄褐色土小ブロックをやや多く、炭化物粒及び焼土を少量含む。しまり強い。
７　暗褐色土１０ＹＲ３／３　土質は６層と同じ。混入物少ない。下部には浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ混入地山黒色土を小ブロック状に含む。
８　暗灰黄色土２．５ＹＲ４／２　微粒の砂質土及び黄褐色土を小ブロック状に多量に、炭化材及び灰を含む。焼土散見。

１　鈍い黄褐色粘質土１０ＹＲ４／３　砂質土及び浅間
山火山灰Ａｓ－Ｃ混入黒色土等をブロック状に
不均等に含む。しまり強い。

１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　粒子細かい。灰褐色土を小
ブロック状に上層部に含む。しまりやや弱い。

２　暗灰黄色微粒砂質土２．５Ｙ４／２　混入物少ない。
しまりやや弱い。
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第７６図　Ｃ区３１号住居　竈平面図・土層断面図、住居出土遺物(１)

竈

竈掘方

第３章　調査の成果

100

３１号住居竈Ａ　Ｅ・Ｆ　
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　しまりややあり。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　大粒の黄褐色土ブロックと１層の土との混土。炭化物粒を少量含む。　　
　２′は黄褐色土の量が増える。２″は地山土の可能性あり。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山砂質土を主体とし灰黄色土炭化物等を含む。

３１号住居竈Ｂ　Ｇ　
１　灰黄褐色微粒砂質土１０ＹＲ４／２　黄褐色土小ブロックを少量含む。しまりやや強い。１′は炭化物

粒や焼土の混入が多くなる。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土主体。焼土をやや多く含む。
３　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物及び灰を多く含む。著しく硬質。
４　鈍い赤褐色土５ＹＲ４／４　焼土が詰まっている。
5　暗褐色土１０ＹＲ３／３　暗褐色土・黄褐色粘質土・炭化物粒等の混土。しまりあり。

１

２



０ 10㎝１:３

第７７図  Ｃ区３１号住居　出土遺物(２)

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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０ 10㎝１:３ ０ ５㎝１:２

貯蔵穴：床面では検出されなかった。掘方の南東隅で竃

Ｂ時代の貯蔵穴らしい掘り込みが見られたが確証は持て

なかった。

柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に凹凸激しく地山を削り出した上に０．０５～

０．２8ｍ暗褐色土を貼って平坦かつ硬質な床面を形成して

いる。

掘方：全体に凹凸激しく地山を削り出しており、南壁か

ら中央部にかけてと北壁際にかけて、一段と深く激しく

掘り込まれている。掘方の北東隅で床下土坑１が検出さ

れた。南北に長い不整楕円形状を呈し、長辺１．３５ｍ・短

辺１．１9ｍ・深さ０．０６ｍ、黄褐色粘質土が堆積していた。

また、同じく掘方において北西隅付近から床下ピット１

が検出された。東西にやや長い楕円形状を呈し、長径０．

３５ｍ・短径０．３ｍ・深さ０．２8ｍ、黒褐色土が堆積していた。

遺物：土師器甕片３点(埋土１、竈Ｂ１、掘方１)、黒色

土器椀１点(床下土坑)、須恵器杯１点(埋土)、同椀８点

(埋土１、床直２、竈Ａ１、竈Ｂ１、竈Ｂ掘方１、掘方２)、

同甕片１点(埋土)、同短頸壺片１点(掘方)、同羽釜片４

点(埋土１、床直２、掘方１)、灰釉陶器椀４点(埋土２、

掘方２)、同皿片１点(床直)、緑釉陶器稜椀片１点(掘方)、

砥石１点(埋土)。

時期：平安時代中期、１０世紀第１四半期。

第７8図　Ｃ区３１号住居　出土遺物(３)

第３章　調査の成果
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２１

２２

２３

２４

２５

２６（１／２）



(25)32号住居(第79・80図、ＰＬ．36・37・104)

位置：Ｃ区の中央部、やや東寄りの位置。Ｃ３調査区の

東端。中央。２６６・２６７号土坑の西側に隣接する。Ｘ＝

４8，０9０～４8，０9４、Ｙ＝－６9，４２１～－６9，４２５。

主軸方位：Ｎ－７０°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－７9°－Ｗ。

面積：１４．５２㎡。

規模と形状：南北に長い隅丸長方形を呈する。長辺４．７ｍ・

短辺４．１8ｍ・確認面からの深さ０．２9ｍ、掘方までの深さ

は０．５ｍ。

重複：北西隅近くを２４７号土坑に掘り込まれる。３9号住

居の南側大半を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土、下層及び壁際に斜めに黒褐色土が堆

積する。

竈：東辺のほぼ中央に取り付く。ほぼ掘方の状態で検出

された。燃焼部はほぼ住居の壁の位置に地山を削り出し

て形成され、火床部は地山を削り出した上に鈍い黄褐色

土を約０．１ｍほど貼り付けて形成している。煙道は検出

されなかった。竃前から住居内北東側の広い範囲、およ

そ１／３程度に当たる範囲の床面から焼土の堆積が検出さ

れた。

貯蔵穴：検出されなかった。掘方において、住居内北西

側で、東西に並んで、小規模な床下ピットが２基検出さ

れた。西側の床下ピット１は、東西に長い楕円形状を呈

し、長径０．３ｍ・短径０．２４ｍ・深さ０．３７ｍ、灰黄褐色土

が堆積していた。東側の床下ピット２は、北東－南西方

向に若干長い楕円形状を呈し、長辺０．２8ｍ・短辺０．２６ｍ・

深さ０．３６ｍ、同様に灰黄褐色土が堆積していた。

柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に凹凸激しく地山を削り出した上に０．１～０．２

ｍ上層に暗褐色土、下層に灰黄褐色土を貼って、平坦か

つ硬質な床面を形成している。

掘方：全体に凹凸激しく地山を削り出しており、竃前及

び南壁から中央部にかけてと、竃の北西側にかけて、土

坑状に一段と深く掘り込まれている。

遺物：須恵器椀３点(埋土１、床直２)、同羽釜片２点(埋

土１、竈１)、灰釉陶器椀３点(埋土１、壁際１、掘方１)、

鉄製紡輪２点(床直)、鉄鏃１点(埋土)。

時期：平安時代中期、１０世紀第１四半期～第２四半期。

(26)33号住居(第81・82図、ＰＬ．37・38・104)

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区の中央部よりやや北東寄りの

位置。３２・３9号住居の西側に位置する。Ｘ＝４8，０9３～

４8，０9６、Ｙ＝－６9，４２8～－６9，４３１。

主軸方位：Ｎ－8２°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－３５°－Ｗ。

面積：５．8１㎡。　

規模と形状：ほぼ隅丸方形を呈する。南北辺２．9５ｍ・東

西辺３．１１ｍ・確認面からの深さ０．２9ｍ、掘方までの深さ

は０．４４ｍ。

重複：２４６・２５７号土坑を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土、壁際に斜めに鈍い黄褐色土が堆積す

る。

竈：南東隅に取り付く。両袖は黒褐色土を貼り付けて形

成され、燃焼部はほぼ住居の壁の位置に地山を削り出し

て形成され、火床部は地山を削り出した上に灰褐色土、

暗褐色土を約０．１４ｍほど貼り付けて形成している。煙道

は地山を削りだした上に、同じく灰褐色土と暗褐色土を

約０．１４ｍほど貼り付けて形成され、住居の外側に長く延

びている。竃前の床面から焼土の堆積が検出された。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に凹凸激しく地山を削り出した上に０．１～０．２

ｍ上層に暗褐色土、下層に灰黄褐色土を貼って、平坦か

つ硬質な床面を形成している。

掘方：全体に凹凸激しく地山を削り出しており、中央部、

北西隅、南西隅にかけて、浅い土坑・ピット状に一段と

深く掘り込まれている。

遺物：土師器片口鉢１点(床直)、緑釉陶器段皿１点(埋

土)、鉄鏃１点(床直)、鉄釘１点(埋土)。

時期：平安時代中期、１０世紀後半か。

(27)34号住居(第83・84図、ＰＬ．38・104)

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区の中央部よりやや南西寄りの位

置。５０号住居の北側に隣接する。Ｘ＝４8，０8１～４8，０8７、

Ｙ＝－６9，４３５～－６9，４４０。

主軸方位：Ｎ－７２°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－５０°－Ｗ。

面積：１３．9４㎡。

規模と形状：北北東－南南西方向に長い隅丸方形を呈す

る。長辺４．9３ｍ・短辺３．７9ｍ・確認面からの深さ０．４ｍ。

重複：東辺を２５号住居に掘り込まれる。南西隅で５５号住

居を、西辺で４２号住居を、北辺で４６号住居を掘り込む。

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを上部中心に多量に含む。しまりやや強い。
２　黒褐色土１０ＹＲ３／２　多量の炭化物を含む。黒味を帯びる。粘性ややあり。しまり強い。
３　暗灰黄色砂質土２．５Ｙ４／２　焼土等を含まない。
４　黒褐色土１０ＹＲ２／２　炭化物を多く、とくに下部に多く含む。しまり強い。
5　暗褐色土１０ＹＲ３／３　やや砂質。炭化物が不均等に、南側には焼土が混じる。しまりやや強い。
６　灰黄褐色土１０ＹＲ４／１　灰黄色砂質土をベースとし浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ混入黒色土や暗褐色粒性土が混じる。６′は炭化物粒をやや多く含む。

３２号住居床下P１・P２　
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　黒色土及び黄褐色土等の

小ブロックを不均等に少量含む。粘性あり。し
まりやや弱い。１′は混入物が多く、しまりや
や強い。
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１　灰黄褐色極微細粒砂質土１０ＹＲ４／２　ローム土に焼土・パミス・炭化物粒など雑多な混入物を霜
降り状に含む。しまりやや強い。１′は混入物少なくなる。

２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　灰黄色土を小ブロック状に不均等に含む。
３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　灰黄色土主体。
４　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　やや大粒の焼土を含む。炭化物等の混入少ない。しまり強い。
5　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　

１
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３

４
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８

９（１／２）
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１　灰黄褐色細粒砂質土１０ＹＲ４／２　地山灰黄色砂質土を縞状に多量に、炭化物粒を少量
含む。

２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土を多量に含む。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　砂質土主体。黄褐色粘性土や暗褐色土の小ブロックを含む。

１　灰褐色中粒砂質土５ＹＲ４／２　焼土ブロックを不均等に含む。
２　灰黄褐色細砂粒砂質土１０ＹＲ４／２　ややサラサラしている。焼土を少量含む。
３　灰褐色土５ＹＲ４／２　土質は１層に近い。焼土を多く含む。煙道側ほど焼土の量が少なくな

る。
４　灰褐色土５ＹＲ４／２　灰を多く含みややサラサラした感触である。焼土を不均等に含む。
5　暗褐色土１０ＹＲ３／３　４層に近似している。炭化物粒及び灰を多く含む。
６　暗褐色土１０ＹＲ３／３　
７　黒褐色土７．５ＹＲ３／２　地山土主体。焼土を含む。７′は混入物少なく地山との区別が難しい。



０ 10㎝１:３ ０ ５㎝１:２

埋土：灰黄褐色土、床面近くのごく一部に黄褐色土が少

量堆積する。

竈：南東隅に取り付く。両袖及び燃焼部とも鈍い黄褐色

土を貼り付けて形成され、左袖は住居内に若干張り出す。

燃焼部はほぼ住居の壁の位置に形成され、火床部は地山

を削り出した上に黒褐色土を約０．０５ｍほど貼り付けて形

成している。煙道は地山を削り出した上に、同じく黒褐

色土を約０．０２～０．０６ｍほど貼り付けて形成され、住居の

外側に長く延びている。

貯蔵穴：検出されなかった。

柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に平坦に地山を削り出して床面を形成してい

る。

掘方：掘方と床面とがほぼ一致している。中央部の南壁

寄りで床下土坑１基が検出された。北東－南西方向に長

い楕円形状を呈し、長径０．8ｍ・短径０．６５ｍ・深さ０．１ｍ、

灰黄褐色土が堆積する。

遺物：土師器甕片４点(床直３、床下土坑１)、須恵器羽

釜片２点(埋土１、床直１)、緑釉陶器椀片１点(埋土)、

不明鉄製品１点(床直)。

時期：平安時代中期、１０世紀第１四半期。

(28)35号住居(第85図、ＰＬ．39・104)

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区の中央部よりやや南東寄りの位

置。３8号住居の東側に、２9号住居の北側、２５２号土坑の

南側にそれぞれ隣接する。Ｘ＝４8，０8４～４8，０8６、Ｙ＝

－６9，４２４～－６9，４２７。

主軸方位：Ｎ－8４°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－７8°－Ｗ。

検出面積：４．8２㎡。

規模と形状：南北共に掘り込まれているが、ほぼ隅丸方

形状を呈するものと思われる。東西辺２．５9ｍ・南北最大

検出長２．４9ｍ・確認面からの深さ０．０9ｍ。

重複：南辺を３０号住居に、北辺を２３8号土坑に、掘り込

まれる。

埋土：灰黄褐色土、床面近くのごく一部に鈍い黄褐色土

が少量堆積する。

竈：東壁のほぼ中央に取り付く。ほぼ掘方の状態で検出

された。両袖及び燃焼部とも地山を削り出して形成され、

左袖は住居内に若干張り出す。燃焼部は住居の壁の外側

に形成され、火床部は地山を削り出した上に黒褐色土を

約０．０４～０．０8ｍほど貼り付けて形成している。煙道は地

山を削り出した上に、同じく黒褐色土を約０．０４～０．０9ｍ

ほど貼り付けて形成され、住居の外側に長く延びている。

貯蔵穴：検出されなかったが、南西隅寄りでピット１が

検出された。南北に長い楕円形状を呈し、長径０．４４ｍ・

第8２図　Ｃ区３３号住居　出土遺物

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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第8３図  Ｃ区３４号住居　平面図・土層断面図・出土遺物(１)

３４号住居
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第３章　調査の成果
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１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　砂質土主
体の層と黄褐色土を多く含む層
とが互層状に堆積している。

１　灰黄褐色中粒砂質土１０ＹＲ４／２　混入粒少ない。しまりやや弱い。１′は灰黄色の地山砂が多くなり、やや明るく見える。
２　黄褐色土２．５Ｙ５／３　黄色味の強い砂質土がブロック状に多く含まれる部分。

１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　住居埋土１層とほぼ同じ。ややサラサラした
感触。炭化物粒を含む。

２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土をベースとし炭化物粒を少量含
む。

３　暗褐色土１０ＹＲ３／３　混入物少ない。粘性弱い。　
４　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物粒及び灰を多量に、上部に焼土を多く含

む。しまり強い。
5　暗赤褐色土５ＹＲ３／３　焼土をやや多く含む。４層に比べてしまり弱い。

１
３



０ ５㎝１:２０ 10㎝１:３

短径０．３４ｍ・深さ０．２４ｍ、暗褐色土が堆積する。

柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に平坦に地山を削り出して床面を形成してい

る。

掘方：掘方と床面とがほぼ一致している。

遺物：須恵器椀１点(埋土)、同杯片１点(床直)。

時期：平安時代中期、１０世紀第１四半期。

(29)36号住居(第86図、ＰＬ．39)

位置：Ｃ区の中央部から東寄りの南端。Ｃ３調査区の東

南端、東半分はＣ４区の西南端に当たる。２４３号土坑の

南側に隣接する。Ｘ＝４8，０７8～４8，０8０、Ｙ＝－６9，４２０～

－６9，４２３。

主軸方位：Ｎ－６６°－Ｗ。

検出面積：６．8５㎡。

規模と形状：東南隅が調査区外に出るが、ほぼ隅丸方形

状を呈するものと思われる。南北辺３．１１ｍ・東西最大検

出長３．１ｍ・確認面からの深さ０．２8ｍ。

重複：南辺を２３9号土坑に、西辺から北辺にかけて３７号

住居に掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。

竈：東壁に取り付くものと考えられるが、調査区外に出

るため未検出。東壁際の中央と、南壁際及び中央から南

寄りの位置で、床面に炭の堆積が顕著な場所が合計三箇

所見られた

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に平坦に地山を削り出して床面を形成してい

る。

第8４図　Ｃ区３４号住居　出土遺物(２)

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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掘方：掘方と床面とがほぼ一致している。

遺物：土師器甕片１点・須恵器杯１点(埋土)。

時期：平安時代中期。

(30)37号住居(第87・88図、ＰＬ．39・40・104)

位置：Ｃ区の中央部から東寄りの南端。Ｃ３調査区の

東南端、東壁はＣ４区の西南端に当たる。２４３号土坑の

南側に隣接する。Ｘ＝４8，０７8～４8，０8２、Ｙ＝－６9，４２１～

－６9，４２５。

主軸方位：Ｎ－8５°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－６０°－Ｗ。

検出面積：9．8２㎡。

規模と形状：ほぼ隅丸方形状を呈するものと思われる。

第8５図  Ｃ区３５号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

３５号住居 竈

第３章　調査の成果
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１　鈍い赤褐色土５ＹＲ４／３　炭化物及び灰等を少量、焼土を含む。
しまり強い。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　煙道側に焼土をまとまって含むが焼
土等の混入は少ない。しまりやや強い。粘性弱い。

３　暗褐色土１０ＹＲ３／３　　焼土をごく少量含む。粘性弱い。
４　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物・焼土・黄褐色土ブロック等を

不均等に含む。しまり強い。

１　暗褐色細粒砂質土１０ＹＲ３／３　灰黄
色砂質土ブロックを不均等に含
む。しまり強い。１′は混入物少
なくしまりにも欠ける。

１　灰黄褐色中粒砂質土１０ＹＲ４／２　最下部に炭化物粒を多く
含む。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしい軽石や灰黄色砂質
土ブロックを不均等に含む。

２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土と１層との混土。東
側で炭化物を極めて多く含む。
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南北辺３．６9ｍ・東西辺３．６ｍ・確認面からの深さ０．２8ｍ。

重複：西辺を２9号住居に掘り込まれる。３６号住居の西辺

から北辺にかけてを掘り込む。

埋土：暗褐色土。壁際に灰黄褐色土が斜めに堆積する。

竈：東南隅付近に取り付くが、上面を甚だしく削平され、

痕跡しか検出されなかった。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に平坦に地山を削り出して床面を形成してい

る。

掘方：掘方と床面とがほぼ一致している。

遺物：土師器甕片１点(床直)、須恵器杯１点(埋土)、同

羽釜４点(埋土２、床直１、竈１)、灰釉陶器椀２点(埋

土１、床直１)、同皿１点(埋土)。

時期：平安時代中期、１０世紀第一四半期。

(31)38号住居(第89・90図、ＰＬ．40・41・104)

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区のほぼ中央。２５号住居の北東

側 に 隣 接 す る。 Ｘ ＝４8，０8６～４8，０9０、 Ｙ ＝ －６9，４２７～

－６9，４３１。

主軸方位：Ｎ－７２°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－７５°－Ｗ。

面積：７．６４㎡。

規模と形状：南北にやや長い隅丸長方形状を呈する。長

辺３．６9ｍ・短辺３．６ｍ・確認面からの深さ０．２8ｍ。

重複：なし。

埋土：上層に灰黄褐色土、下層に黒褐色土、壁際に鈍い

黄褐色土が斜めに堆積する。

竈：東壁の中央、やや南寄りの位置に取り付く。両袖及

び燃焼部、煙道とも地山を削り出した上に、黒褐色土を

貼り付けて形成している。両袖は住居の内側に若干張り

出しており、燃焼部はほぼ住居の壁の位置に造られ、煙

第8６図　Ｃ区３６号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

３６号住居

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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１　灰黄褐色中粒砂礫土１０ＹＲ４／２　黒褐色土及び灰黄色土をブロック状に含む。
１′は砂質土の混入多くザラザラしている。

２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山砂質土を多く含む。しまりやや強い。

１
２



０ 10㎝１:３

Ｃ

Ｃ
′

Ａ
Ａ
′

Ｂ Ｂ′

36住

239土

29住

9

4

5 ･ 7

08
1
-4
21

L=
12
5.
20
m

Ａ
Ａ
′

29
住

36
住

1
2

L=125.20mＢ Ｂ′

1
2 2

36住

０ ２ｍ１: 60

Ｃ
Ｃ
′

9

L=
12
5.
20
m

Ｃ
Ｃ
′

1

2

3
4′

4

０ １ｍ１: 30

第8７図  Ｃ区３７号住居　平面図・土層断面図・出土遺物(１)

３７号住居 竈

第３章　調査の成果
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１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　粒子が細かい。浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ
らしいパミスやや多く、炭化物粒を多く含む。しまり
強い。

２　灰褐色土５ＹＲ４／２　焼土・炭化物粒・灰等を含む。
３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　
４　暗褐色細粒砂質土１０ＹＲ３／３　焼土等をごく少量、浅間

山火山灰Ａｓ－Ｃらしいパミスを含む。４′は３６号住居埋
土と思われる。

１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　３６号住居埋土よりも黒色味を帯びている。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパ
ミスを不均等に、地山砂質土ブロックを含む。焼土・炭化物粒散見。しまりやや強い。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　炭化物粒の混入が多くなる。やや粘性を帯びている。
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道は住居の外側に長く延びる。火床は地山を削り出した

上に暗灰黄褐色土・黒褐色土を貼って形成している。竃

前から住居の西壁近くまでに至る床面に、焼土・炭の堆

積が顕著な部分が見られた。

貯蔵穴：貯蔵穴自体は検出されなかったが、南側中央部

で大きな床下土坑が検出された。東西に長い不整楕円形

状を呈し、長径１．３9ｍ・短径１．２４ｍ・深さ０．２７ｍ。暗褐

色土及び鈍い黄褐色土が堆積していた。

柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に平坦に地山を削り出して床面を形成してい

るが、一部に０．０２～０．０６ｍほど灰黄褐色土 を貼り付け

て、平坦な面を形成している場所もある。

掘方：掘方と床面とがほぼ一致している。

遺物：土師器甕２点(埋土１、竈掘方１)、須恵器杯１点

(埋土)、同椀１点(竈)、同高台付杯１点(埋土)、灰釉陶

器椀１点(床直)。

時期：平安時代中期、１０世紀第１四半期。

(32)39号住居(第91・92図、ＰＬ．36・104)

位置：Ｃ区の中央よりやや東寄り。Ｃ３調査区のほ

ぼ 中 央、 東 端。 Ｘ ＝４8，０9２～４8，０9６、 Ｙ ＝ －６9，４２０～

－６9，４２４。

主軸方位：Ｎ－７２°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－７７°－Ｗ。

検出面積：６．１７㎡。

規模と形状：南側を３２号住居に掘り込まれているため、

全容は不明であるが、南北にやや長い隅丸長方形状を呈

するものと考えられる。東西辺３．２６ｍ・南北検出最大長

２．４７ｍ・確認面からの深さ０．４２ｍ。

重複：南側大部分を３２号住居に掘り込まれる。２４５号土

坑を掘り込む。

埋土：上層に灰黄褐色土、壁際から下層に鈍い黄褐色土

が堆積する。

竈：東壁の南寄りの位置に取り付くものと考えられる

が、南側を３２号住居に破壊されており、燃焼部奧及び煙

道が辛うじて遺る程度である。燃焼部、煙道とも地山を

削り出した上に、鈍い黄褐色土を貼り付けて形成してい

る。燃焼部はほぼ住居の壁の位置に造られ、煙道は住居

の外側に延びる。火床は地山を削り出した上に暗褐色土

を貼って形成している。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に平坦に地山を削り出して床面を形成してい

る。

掘方：掘方と床面とがほぼ一致している。

遺物：土師器甕片２点(埋土１、竈１)、須恵器椀１点(床

直)、同皿１点(竈掘方)、灰釉陶器皿１点(床直)。

時期：平安時代中期、１０世紀第１四半期。

(33)40号住居(第93・94図、ＰＬ．41・42・105)

位 置： Ｃ 区・ Ｃ３ 調 査 区 の ほ ぼ 中 央。 Ｘ ＝４8，０8４～

４8，０8７、Ｙ＝－６9，４３０～－６9，４３４。

主軸方位：Ｎ－8７°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－8６°－Ｗ。

検出面積：４．98㎡。

規模と形状：南側及び西側を２５・３１号住居に破壊されて

いるため、全容は不明であるが、恐らくは南北にやや長

第88図　Ｃ区３７号住居　出土遺物(２)

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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第89図  Ｃ区３8号住居　平面図・土層断面図
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竈 竈掘方

第３章　調査の成果
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１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山砂質土中に黒褐色粘質土を不均等に含む。
２　黒褐色土１０ＹＲ３／２　焼土粒を少量、１層の土に多量の炭化物及び炭化物

粒を含む。灰を含みネットリしている。
３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／２　不揃いで灰黄色土ブロックを不均等に含む。粘

性弱い。

１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　一部で縞状に踏み固められている。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　黒色味を帯びた砂質土をベースとし焼土ブロック及び炭化物粒等を多量に含む　
３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土をベースとし黒褐色土及び灰黄色土ブロック等を不均等に含む。

３’は混入物少ない。

１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　住居埋土１層とほぼ同じ黒色味の強く粘性弱い層。炭化物混じりの褐色土
を不均等にやや多く含む。

２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　地山砂質土をベースとし黒褐色粘性土をブロック状にやや多く、焼土を含む。袖。
３　鈍い赤褐色土５ＹＲ４／３　大粒焼土ブロックを多く含む。灰を含みサラサラしている。
４　暗灰黄色土２．５Ｙ４／２　黄褐色土ブロック及び炭化物粒等雑多な混入物を少量、北側では黄褐色土を多

く含む。粘性弱くしまりやや強い。
5　黒褐色土７．５ＹＲ３／２　炭化物を多く、東側では焼土をやや多く含む。
６　暗灰黄色土２．５Ｙ４／２　地山砂質土を多く、焼土及び炭化物粒はほとんど含まない。粘性弱い。
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い隅丸長方形状を呈するものと考えられる。東西長２．88

ｍ・南北検出最大長３．１７ｍ・確認面からの深さ０．３２ｍ。

重複：南東隅から南辺の東側を３１号住居に、南西隅から

南辺にかけてを２５号住居に掘り込まれる。４１号住居の西

辺から北辺にかけてを掘り込む。

埋土：上層に暗褐色土、下層に灰黄褐色土、壁際に灰黄

褐色土が斜めに堆積する。

竈：東壁に取り付く。両袖及び燃焼部、煙道とも地山を

削り出した上に、黄褐色粘質土を貼り付けて形成してい

る。両袖は住居の内側に若干張り出しており、芯材の自

然石がほぼ原位置に遺されている。燃焼部はほぼ住居の

壁の位置に造られ、煙道は住居の外側に長く延びる。火

床は地山を削り出した上に黒褐色土・暗赤褐色土を貼っ

て形成している。竃前の床面に、焼土・炭の堆積が顕著

な部分が見られた。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に平坦に地山を削り出して床面を形成してい

る。

掘方：掘方と床面とがほぼ一致している。

遺物：須恵器羽釜７点(埋土１、竈１、竈＋床直３、竈

掘方２)、同椀１点・灰釉陶器椀片１点(床直)、土師器

小型甕片１点(竈掘方)。

時期：平安時代中期、１０世紀第２四半期。

(34)41号住居(第95図、ＰＬ．42・105)

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区の中央よりやや南寄りの位置。

２9・３０号住居の西側、３8号住居の南側に隣接する。Ｘ＝

４8，０8１～４8，０8４、Ｙ＝－６9，４２9～－６9，４３１。

主軸方位：Ｎ－8７°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－8４°－Ｗ。

規模と形状：南側及び西側大半を３１号住居に、北西隅を

４０号住居に掘り込まれているため、全容は不明である。

南北検出最大長１．７ｍ・東西最大検出長２．０４ｍ・確認面

からの深さ０．２２ｍ。

重複：南側及び西側大半を３１号住居に、北西隅を４０号住

居に掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土、

竈：東壁に取り付く。煙道及び燃焼部以西は３１号住居に

よって掘り込まれる。ほぼ掘方の状態での検出であった。

燃焼部・煙道共に地山を削り出して形成されている。火

床は地山を削り出した上に暗褐色土を貼って形成してい

る。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に平坦に地山を削り出して床面を形成してい

る。

掘方：掘方と床面とが一致している。

遺物：須恵器椀２点(１は埋土、２は床直で体部外面正

位墨書「本」)、灰釉陶器段皿片１点(埋土)、同長頸壺片

１点(床直)。

第9０図　Ｃ区３8号住居　出土遺物

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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第9１図　Ｃ区３9号住居　平面図・土層断面図・出土遺物(１)

３9号住居

竈 竈掘方

第３章　調査の成果
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１　灰黄褐色中粒砂質土１０ＹＲ４／２　斑状に黒色味を帯びている。パミスや黄褐色土粒を少量
含む以外混入物少ない。

２　鈍い黄褐色細粒砂質土１０ＹＲ４／３　
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　土質は１層に近い。ブロック状の灰黄色砂質土を不均等にやや多

く含む。

１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしい軽石を霜降り状に多量に、下
部には黄褐色粘質土を不均等に含む。しまりやや強く粘性僅かにあり。

２　褐色土７．５ＹＲ４／３　暗褐色土と灰黄色土との混土。煙道側ほど焼土の流入が多い。
しまり強く粘性弱い。

３　鈍い黄褐色粘質土１０ＹＲ４／３　焼土ブロックを含む。３′は焼土をより多く含む。
４　鈍い赤褐色土５ＹＲ４／３　大粒の焼土ブロックを多量に含む。
5　暗褐色土１０ＹＲ３／３　焼土粒・灰・炭化物粒等を多量に含む。
６　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／３　炭化物粒を多く含む。しまりあり。

１

２

３
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第9３図　Ｃ区４０号住居　平面図・土層断面図

第9２図  Ｃ区３9号住居　出土遺物(２)

竈 竈掘方

４０号住居

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　混入物は少ない。下層に向かって漸移的に
砂の量が増えていく。しまりややあり。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　地山に近い。黒褐色土及び灰黄色土をブ
ロック状に含む。

３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山砂質土の二次堆積層。

１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　住居埋土１層に近い。炭化物粒をやや多く含む。
２　暗赤褐色土１０ＹＲ３／２　不鮮明な焼土を多量に含む。しまりやや弱い。
３　黒褐色土１０ＹＲ３／２　１層に近い。微細な炭化物粒を多く含む。灰を含みややサラサラしている。
４　黒褐色土１０ＹＲ３／２　焼土の混入少ない。炭化物粒の混入が目立つ。しまり強い。
5　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山砂質土に近い。焼土及び炭化物粒を少量含む。しまり強い。5′は暗

褐色粘質土の比率が高い。
６　黒褐色土１０ＹＲ２／２　炭化物粒主体。灰を含みサラサラしている。しまり強い。６′は褐色土との

混土。焼土を少量含む。しまり強い。
７　暗赤褐色土１０ＹＲ３／３　焼土主体だが赤色味弱い。
８　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　しまり強く粘性弱い。

４

5
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第9４図  Ｃ区４０号住居　出土遺物

第３章　調査の成果
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第9６図  Ｃ区４２号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

４１号住居 竈

第9５図　Ｃ区４１号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

４２号住居

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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１　暗褐色細粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土ブロック・焼土・榛名山二ツ
岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミス等雑多な混入物を少量含む。

２　灰褐色土７．５ＹＲ４／２　煙道側中心に焼土を多く含む。
３　暗褐色土７．５ＹＲ３／３　灰を多く含む。
４　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／２　褐色土が縦縞状に入る。粘性弱い。　　
5　暗褐色土１０ＹＲ３／３　砂質土をベースとし焼土小ブロックが不均等に

混じる。しまりややあり。

１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　黄褐色土の小ブロック及び焼土粒を少
量、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を不均等に含む。しまりやや
強い。１＇は地山砂質土ブロックをやや多く含み、大粒の炭
化物も目立つ。

１　灰黄褐色中粒砂質土１０ＹＲ４／２　３４号住居埋土との区別難しい。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ
らしいパミス及び灰黄色土小ブロックを不均等に含む。しまりやや強い。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　１層とは土質異なる。暗褐色土と灰黄色土の混土。炭化物粒散見。
３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／２　焼土粒及び炭化物粒を含む。しまりやや強い。
４　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　
5　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒色味を帯びる。炭化物粒をやや多く含む。

１

１ ２

３

４
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時期：平安時代中期、１０世紀第１四半期。

(35)42号住居(第96図、ＰＬ．42・105)

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区のほぼ中央。２５１号 土坑の東

側 に 隣 接 す る。 Ｘ ＝４8，０8３～４8，０8６、 Ｙ ＝ －６9，４３７～

－６9，４３9。

主軸方位：Ｎ－１０°－Ｅ。

検出面積：３．３㎡。

規模と形状：南北に長い隅丸長方形状状を呈する。長辺

２．４７ｍ・短辺２．０４ｍ・確認面からの深さ０．５２ｍ。

重複：３４号住居に東側の上面約１／２を、２３０号土坑に南西

隅を掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。底面付近に僅かに鈍い黄褐色土の堆

積が見られる。壁際に斜めに灰黄褐色土、鈍い黄褐色土 

の堆積が見られる。

竈・貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に平坦に地山を削り出して床面を形成してい

る。

掘方：掘方と床面とが一致している。

遺物：黒色土器椀１点(床直)。

時期：平安時代中期、１０世紀第３四半期。

(36)43号住居(第97図、ＰＬ．43・105)

位置：Ｃ区のほぼ中央から北寄りの位置。Ｃ３調査区の

第9７図　Ｃ区４３号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

４３号住居 掘方

第３章　調査の成果

120

１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　黄褐色土の不鮮明なブロックや炭化物粒を少量含む。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　炭化物粒や黄褐色土小ブロックをやや多く含み、一部で固くしまっている。粘性は１層よりもややあり。
３　黄褐色砂質土２．５Ｙ５／３　地山砂質土及び黒褐色土を若干含む。
４　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　やや砂質。炭化物粒を僅かに、下部主体に灰黄色土ブロックを含む。しまりやや強い。
5　暗褐色土１０ＹＲ３／２　黒色味が強くなっている。混入物は少ない。しまり強く粘性弱い。

１

２
３



北西。４４・４５号 住居の東側に隣接する。Ｘ＝４8，０9０～

４8，０9３、Ｙ＝－６9，４４０～－６9，４４３。

主軸方位：Ｎ－１３°－Ｅ。

検出面積：７．8㎡。

規模と形状：南北に長い隅丸長方形状状を呈する。長辺

３．１8ｍ・短辺２．8１ｍ・確認面からの深さ０．１１ｍ、掘方ま

での深さは０．４３ｍ。

重複：東辺の南側から南東隅を１４号溝に掘り込まれる。

４9号住居の南側を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土。底面付近に僅かに鈍い暗褐色土の堆

積が見られる。

竈：南東隅に造られていたと考えられるが、１４号溝に破

壊され、竃前の焚き口部の掘り込みのみ検出された。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に地山を凹凸激しく掘り込んだ上に、灰黄褐

色土を０．０１～０．１8ｍ程灰黄褐色土を貼って平坦な床面を

形成している。

掘方：全体に凹凸激しく掘り込まれている。特に中央部

から東壁に掛けては大きな土坑状に一段深く振り込まれ

ている。

遺物：須恵器椀３点(１・２は床直、２には体部外面正

位墨書「三」。３は掘方。底部外面正位墨書「日」。)。

時期：平安時代中期、１０世紀第１四半期。

(37)44号住居(第98・99図、ＰＬ．43・44・105・106)

位置：Ｃ区のほぼ中央から北西寄りの位置。Ｃ３調査

区の北西隅近く。西辺はＣ２調査区に入る。４３・４9

号 住居の西側に隣接する。Ｘ＝４8，０9０～４8，０9３、Ｙ＝

－６9，４４５～－６9，４４７。

主軸方位：Ｎ－７６°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－７１°－Ｗ。

面積：７．６３㎡。　       

規模と形状：南北にやや長い隅丸長方形状を呈する。長

辺３．５１ｍ・短辺２．9２ｍ・確認面からの深さ０．２ｍ。

重複：４５号住居の南側半分以上を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土。

竈：南東隅近くに造られている。両袖及び燃焼部は地山

を削り出した上に灰黄褐色土を貼って形成されている。

両袖は住居の内部に張り出さず、燃焼部は住居の壁より

も外側に造られる。右袖の芯材の自然石が原位置で検出

された。また、構築材として使用された自然石が竃前に

おいて数点検出された。煙道は検出されなかった。火床

面は地山を削り出した上に０．０１～０．０７ｍほど黒褐色土を

貼って形成している。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に地山を平坦に削り出して形成している。

掘方：掘方と床面とが一致している。   

遺物：土師器甕片２点(埋土１、床直１)、須恵器杯１点

(床直)、同椀２点(埋土１、壁際１)、同皿１点(床直)、

同羽釜６点(竈４、埋土・竈１、埋土１)、灰釉陶器椀１

点(床直)。            

時期：平安時代中期、１０世紀第３四半期。 

(38)45号住居(第100図、ＰＬ．44)

位置：Ｃ区のほぼ中央から北西寄りの位置。Ｃ３調査区

の北西隅近く。西辺の一部はＣ２調査区に入る。４３・４9

号 住居の西側に隣接する。Ｘ＝４8，０9１～４8，０9５、Ｙ＝

－６9，４４４～－６9，４４8。

主軸方位：Ｎ－７５°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－５７°－Ｗ。

規模と形状：南側大部分を４４号住居に破壊されるため、

全容は不明であるが、南北にやや長い隅丸長方形状を呈

するものと考えられる。東西辺２．５７ｍ・南北検出最大長

１．０２ｍ・確認面からの深さ０．２ｍ。

重複：４４号住居の南側半分以上を掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。

竈：４４号住居に大きく破壊されているため、全容は不明

であるが、住居の南東隅近くに造られているものと考え

られる。燃焼部の奧が検出されただけで、両袖は４４号住

居によって破壊され、また、煙道は検出されなかった。

火床面は地山を削り出して形成している。竃前の床面に

は炭の堆積が色濃い範囲が検出された。

貯蔵穴：  貯蔵穴ではないが、住居の北東隅付近で床下 

土坑が検出された。南北に長い楕円形状を呈し、長径

０．６４ｍ・短径０．３9ｍ・深さ０．２６ｍ、灰黄褐色土が堆積し

ていた。

柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に地山を平坦に削り出して形成している。

掘方：掘方と床面とが一致している。   

遺物：なし。

時期：古代。 

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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第98図  Ｃ区４４号住居　平面図・土層断面図・出土遺物(１)

４４号住居

竈 竈掘方

第３章　調査の成果
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１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　地山中粒砂と同質。炭化物
粒少量、部分的に灰黄色砂質土ブロックを含む。１′
は暗褐色土を多く含み、やや黒味を帯びている。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　粗砂に近くザラザラしてい
る。西側では混入物少なく、東側では炭化物粒をやや
多く含む。

１　暗褐色細粒砂質土１０ＹＲ３／３　炭化物及び焼土等の混入は少ない。
２　暗赤褐色土５ＹＲ３／３　砂質土主体。あまり明瞭ではない焼土を多く含む。
３　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物を多く含み、下部ほど炭化物は多くなる。焼土散見。
４　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山砂質土主体。炭化物粒及び焼土をごく少量含む。
5　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物粒と黒色灰の塊のような層。5′は被熱赤変したような砂

質土。
６　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　炭化物粒を含む。しまりあまりなし。

４

１
２

３
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第99図　Ｃ区４４号住居　出土遺物(２)
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(39)46号住居(第101図、ＰＬ．44・45・106)

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区のほぼ中央。１４号溝の東側に隣

接する。Ｘ＝４8，０8７～４8，０9０、Ｙ＝－６9，４３４～－６9，４３６。

主軸方位：Ｎ－７３°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－8５°－Ｗ。

検出面積：５．６１㎡。       

規模と形状：南東隅を３４号住居に破壊され、また、西側

を大きく２３０号土坑に掘り込まれるため、全容は不明で

あるが、南北にやや長い隅丸長方形状を呈するものと考

えられる。東西長３．１２ｍ・南北検出最大長３．２２ｍ・確認

面からの深さ０．２１ｍ。

重複：北東隅を３４号住居に破壊され、また、西側を大き

く２３０号土坑に掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。

竈：南側を３４号住居に大きく破壊されているため、全容

は不明であるが、住居の東壁の南寄りの位置に造られて

いるものと考えられる。燃焼部から煙道部にかけては、

ほぼ掘方の状態で検出された。左袖は、地山を削り出し

た上に黄褐色土を貼って形成している。袖の芯材に使用

されたと見られる自然石が出土している。両袖とも住居

の内側には全く張り出していない。燃焼部及び煙道は住

居の壁よりも外側に形成され、煙道は住居の外側に延び

ている。火床面は地山を削り出した上に０．０１～０．０５ｍほ

ど黒褐色土を貼って形成している。燃焼部から竃前にか

けて、竃の構築材あるいは袖の芯材として使用されたと

見られる自然石が散乱し、また、竃前の床面には炭の堆

積が色濃い範囲が検出された。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：全体に地山を平坦に削り出して形成している。

掘方：掘方と床面とが一致している。   

遺物：土師器甕１点・須恵器椀１点・同段皿１点・灰釉

陶器皿１点(床直)。

時期：平安時代中期。 

(40)47号住居(第102図、ＰＬ．45)

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区のほぼ中央、南端。４8号住居の

東側、２６号住居の南側、２６8・２６9号土坑の西側に隣接す

る。南壁にかかる。Ｘ＝４8，０７０～４8，０７４、Ｙ＝－６9，４３１

～－６9，４３６。

主軸方位：Ｎ－89°－Ｗ。

検出面積：9．１１㎡。

規模と形状：南東隅を含め、南東側約１／４が調査区外に

出るため、全容は不明であるが、ほぼ隅丸方形状を呈

するものと考えられる。東西径３．9７ｍ・南北検出最大径

３．７２ｍ・確認面からの深さ０．３４ｍ、掘方までの深さ０．４１ｍ。

第１００図  Ｃ区４５号住居　平面図・土層断面図

４５号住居 竈

第３章　調査の成果
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１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　地山中粒砂と同質。やや黒色味を帯びる。暗褐色土を多く、炭化物
粒少量、灰黄色砂質土ブロックを部分的に含む。１′はやや黒味強く、砂質土を多く含む。

１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　炭化物粒及び焼土が散見す
る。１′は地山砂質土を多く含み、黄色味を帯びる。
１″の下部では炭化物粒を含み、黒味がやや強くなる。

２　暗灰黄色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土をベースとし、炭化
物粒及び焼土を若干含む。
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第１０１図　Ｃ区４６号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

４６号住居

竈 竈掘方
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１　灰黄褐色中粒砂質土１０ＹＲ４／２　混入物少なく、ボソボソして脆い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　黒褐色土の比率が高い。炭化物粒を多く、黄褐色土小ブロックを

含む。
３　黄褐色土２．５Ｙ５／３　地山粗砂主体。黒色土を少量含む。３′は掘方の埋戻し土。

１　灰黄褐色粗粒砂質土１０ＹＲ４／２　焼土及び炭化物粒の混入はまれ。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　地山砂質土をベースとし、炭化物粒が不均等に混じる。炭化

物粒をやや多く含む。

１

２

３

４
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重複：なし。

埋土：灰黄褐色土。壁際及び下層に暗褐色土が堆積する。

竈：検出されなかったが、南東側床面に焼土、炭の堆積

分布が見られるため南東隅付近に造られていたものと考

えられる。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を全体にやや凹凸激しく掘り込み、厚さ０．０５

～０．１４ｍほど黒褐色土を貼って平坦な床面を形成してい

る。

掘方：地山を全体にやや凹凸激しく掘り込んでいる。特

に南側がいくつもの土坑状に掘り窪めてある。

遺物：土師器甕片１点(埋土)。

時期：平安時代中期。 

第１０２図  Ｃ区４７号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

４７号住居 掘方

第３章　調査の成果
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１　灰黄褐色微細粒砂質土１０ＹＲ４／２　黄褐色土小ブロック・榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰら
しいパミス・炭化物粒等を不均等にやや多く含む。しまりややあり。

２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　土質は１層と同じだが　混入物少なくやや黒味が強い。
３　暗褐色土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小ブロックを少量含む。地山砂質土の混入は少ない。

粘性弱くしまりあり。
４　暗褐色土１０ＹＲ３／３　暗褐色土主体に黄褐色砂質土ブロックを多量に、炭化物粒・

焼土・榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを多く含む。

１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　やや砂質。地山砂質土をブロック状
に多量に含む。しまり強い。

２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　土質は１層に同じだがしまりは弱い。
灰黄色砂質土を小ブロック状に含む。２′は混入物少ない。

３　暗灰黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土主体。
１
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(41)48号住居(第103図、ＰＬ．45・46)

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区のほぼ中央、南端。Ｃ３調査区

の最南西端。４７号住居の西側、２号住居の北東側に隣接

する。Ｘ＝４8，０７０～４8，０７２、Ｙ＝－６9，４３５～－６9，４３8。

主軸方位：Ｎ－７°－Ｅ。

検出面積：６．０8㎡。　       

規模と形状：南北にやや長い隅丸長方形状を呈する。長

辺３．１ｍ・短辺２．６５ｍ・確認面からの深さ０．２9ｍ。

重複：５２号住居の大部分を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土。壁際に斜めに暗灰黄褐色土が堆積す

る。

竈・貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を全体に平坦に削り出して床面を形成してい

る。住居か否か疑問が残る。

掘方：掘方と床面とが一致している。

遺物：なし。

時期：古代。 

(42)49号住居(第104図、ＰＬ．46・106)

位置：Ｃ区の中央より北寄りの位置。Ｃ３調査区の北西

隅付近。４４・４５号住居の東側に隣接する。Ｘ＝４8，０9２～

４8，０9５、Ｙ＝－６9，４３8～－６9，４４２。

主軸方位：Ｎ－8４°－Ｗ。

検出面積：７．５７㎡。　       

規模と形状：南側を４３号住居に、東側を１４号溝に掘り込

まれているため、全容は不明である。東西長４．１8ｍ・南

北最大検出長３．１ｍ・確認面からの深さ０．０７ｍ。

重複：南側を４３号住居に、東側を１４号溝に掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。壁際に斜めに暗褐色土が堆積する。

竈・柱穴・周溝：検出されなかった。

貯蔵穴：北壁際のほぼ中央で検出された。東西に長い楕

円形状を呈し、長径０．５8ｍ・短径０．５１ｍ・深さ０．０9ｍ。

暗褐色土が堆積している。

床面：地山を全体に平坦に削り出して床面を形成してい

る。

掘方：掘方と床面とが一致している。

遺物：須恵器椀１点(埋土)、同羽釜片２点(床直)、碁石

状石製品１点(床直)、金属製刀装具１点(床直)、刀子１

点(埋土)。

時期：平安時代中期、１０世紀第１四半期。

(43)50号住居(第105・106図、ＰＬ．46・47・106)

位置：Ｃ区の中央、やや西寄り、Ｃ３調査区の南西寄り。

２２8・２２9号土坑の西側、３０３・３０４・３１9号土坑の東側、

３４・４２号 住 居・２５１号 土 坑 の 南 側 に 隣 接 す る。 Ｘ ＝

４8，０７9～４8，０8２、Ｙ＝－６9，４３8～－６9，４４３。

主軸方位：Ｎ－７３°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－７8°－Ｗ。

面積：１０．３６㎡。　       

第１０３図　Ｃ区４8号住居　平面図・土層断面図

４8号住居

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　灰黄色砂質土ブロックを不均等に含む。
１′は下部中心に炭化物の混入が増え、灰黄色砂質土ブロックが小
粒になる。しまりややあり。

２　暗灰黄色土１０ＹＲ４／３　地山灰黄色砂質土を顕著に含む。
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第１０４図  Ｃ区４9号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

４9号住居
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１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　黄褐色土小ブロックを多く含む。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／２　地山粒砂は混入しない。しまりあまり強くない。
３　暗褐色土１０ＹＲ３／２　黒味が強くなっている。混入物は少ない。しま

り強く粘性弱い。

１

２

３

６（１／２）

４（１／２）

5（１／２）



規模と形状：東西にやや長い隅丸長方形状を呈する。長

辺３．9４ｍ・短辺３．７３ｍ・確認面からの深さ０．４２ｍ、掘方

までの深さ０．６５ｍ。

重複：５５号住居の南側約２／３を掘り込む。西辺寄りの位

置を１４号溝に南北に掘り込まれる。

埋土：上層に暗褐色土、中・下層に灰黄褐色土。壁際に

斜めに鈍い黄褐色土が堆積する。

竈：東辺のほぼ中央部に取り付く。前面はほぼ掘方の状

態で検出された。燃焼部は地山を削り出した上に褐色土 

を貼って形成され、ほぼ、住居の壁から外側に造られて

いる。火床面及び煙道は、地山を削り出した上に０．０２～

０．１２ｍ黒褐色土を貼り付けて形成している。燃焼部にか

けて構築材として使用されたと考えられる自然石が出土

した。煙道はあまり長く延びていない。

貯蔵穴：検出されなかった。

柱穴：なし。

床面：地山を削りだして平坦な床面を形成しているが、

深く掘り窪められた箇所には灰黄褐色土、灰褐色土を

貼って平坦な面を形成している。

掘方：掘方と床面とは大方一致しているが、部分的に深

く掘り窪められた箇所がある。掘方において、住居の中

央よりやや西側の位置から、南北に一直線に並ぶ柱穴様

のピットが３基検出された。掘方での検出であること、

最北側のP３が北辺にかかることなどから、住居そのも

のに関わる施設ではなく、住居に先行する遺構と考えら

れるが、便宜的にここで報告しておく。平面形状はいず

れも不整円形状を呈しており、南側のP１は径約０．３４ｍ・

深さ約０．３8ｍ、中央のP２は径約０．３４ｍ・深さ０．３４ｍ、

北側のP３は径約０．２６ｍ・深さ約０．１５ｍ。ピット心々間

の距離は、P１～２の間で約１．５ｍ、P２～３の間で約１．

４ｍ。いずれも暗褐色土が堆積していた。

遺物：土師器甕１点(竈)、同小型甕片１点・須恵器皿片

１点・同椀１点・灰釉陶器壺１点(埋土)、鉄製紡輪１点

(掘方)。

時期：平安時代中期、１０世紀第３四半期。 

(45)51号住居(第107・108図、ＰＬ．47・48・107)

位置：Ｃ区の中央から南西寄りの位置、Ｃ３調査区の

南寄り、西端。西調査区境にかかる。４8・５２号住居の

西側に隣接する。Ｘ＝４8，０６8～４8，０７３、Ｙ＝－６9，４４２～

－６9，４４７。

主軸方位：Ｎ－88°－Ｅ。竃主軸方位：Ｎ－１０７°－Ｅ。

検出面積：１１．8３㎡。

規模と形状：南側が調査区外に出るため、全容は不明で

あるが、南北にやや長い隅丸長方形状を呈するものと考

えられる。東西径３．98ｍ・南北最大検出径４．０１ｍ・確認

面からの深さ０．３４ｍ、掘方までの深さ０．４５ｍ。

重複：Ｃ２区で検出された３号住居と重複するが調査年

次が異なっていたため新旧関係は不明。なお、調査区を

越えて南側に接するＣ２調査区３号住居は、調査年度が

異なり、Ｃ２調査区とＣ３調査区とがそれぞれ別個に調

査されたために、相互の新旧関係は明らかにすることが

出来なかった。

埋土：上層に暗褐色土、中・下層に灰黄褐色土、下層に

鈍い黄褐色土、壁際に斜めに鈍い黄褐色土が堆積する。

竈：南側が調査区外に出るため、全容は不明であるが、

東辺のほぼ中央部から南側に取り付くものと考えられ

る。燃焼部はほぼ掘方の状態で検出された。両袖は地山

を削り出した上に、自然石を芯材とし、黄褐色土を貼り

付けて形成している。燃焼部は地山を削り出して形成さ

れ、ほぼ、住居の壁の位置に造られている。火床面及び

煙道は、地山を削り出した上に暗褐色土を貼り付けて形

成している。燃焼部にかけて構築材として使用されたと

考えられる自然石が出土した。煙道はあまり長く延びて

いない。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：暗褐色土を０．０２ ～０．１４ｍ程貼り付けて平坦な床

面を形成している。

掘方：平坦である。

遺物：土師器杯２点(１は埋土、２は竈で底部外面墨書

「大」)、同甕１点(埋土)、須恵器杯２点(埋土１、床直１)、

同椀１点・同小型短頸壺片１点(埋土)。

時期：平安時代中期、１０世紀第３四半期。 

(47)52号住居(第109 ~ 110図、ＰＬ．48・49)

位置：Ｃ区の中央からやや西寄りの位置、南端。Ｃ３調

査区の南西端。４７号住居の西側に、２７号住居の南側に、

２号住居の北西に隣接する。Ｘ＝４8，０６8～４8，０７２、Ｙ＝

－６9，４３５～－６9，４３8。

主軸方位：Ｎ－７１°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－４8°－Ｗ。

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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第１０５図　Ｃ区５０号住居　平面図・土層断面図・出土遺物(１)

掘方

５０号住居
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１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　粒子細かくしまり強い。
２　灰黄褐色細砂粒砂質土１０ＹＲ４／２　不揃いの灰黄色

砂質土をブロック状に少量、炭化物粒を同じく少
量含む。２′は下部ほど砂質土主体になる。

３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土主体で不揃い
の黒色土ブロックを少量含む。

４　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　２層より若干明るい色調を
呈する。地山砂質土・パミス・炭化物粒を多く含む。

5　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　２′層とほとんど変わらない
が、表面に炭化物をやや多く含む。しまり強い。

６　灰褐色土７．５ＹＲ４／２　黄褐色土小ブロックを多く、
粘土粒を含む。しまりあり。

１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　やや粗粒。１′は
地山砂質土との混土。

１
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１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　住居埋土２′層に同じ。１′は灰黄色弱粘性土の混入がやや多くなる。
２　灰褐色土５ＹＲ３／２　下部中心に一部で焼土化したブロック及び炭化物を不均等に含む。しまりあ

り。
３　暗褐色土１０ＹＲ３／３　灰黄色弱粘性土と暗褐色土との混土で、炭化物粒及び焼土粒が不均等に混

じる。しまりややあり。３′は焼土を多く含む。
４　鈍い赤褐色土５ＹＲ３／３　焼土及び炭化物粒を含む。灰を多く含みサラサラしている。しまりあり。
5　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　炭化物粒を不均等に含むが焼土はほとんど見られない。しまりやや弱

い。5′は混入物少なく地山との区別が難しい。
６　灰褐色細粒砂質土７．５ＹＲ４／３　焼土の小ブロックを多量に含む。

６（１／２）

２

３

４
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１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　粒子やや細かい。５０号住居埋土１層に
類似。パミス及び炭化物粒を少量含む。粘性弱くしまり強
い。

２　灰黄褐色細粒砂質土１０ＹＲ４／２　炭化物粒を霜降り状に、地
山砂質土を大ブロック状に含む。淡い斑鉄あり。

３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　２層の土に多量の地山砂質土を含
む。

４　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山と思われるが暗褐色土を不均
等に含む。

5　暗褐色土１０ＹＲ３／３　砂質土と粘性が弱い暗褐色土との混土。
5′は地山砂質土の比率高く、シミのような部分が含まれ
る。

５１号住居床下P１・P ２
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　砂質土を小ブロック状に含

む。粘性弱い。１′は地山砂質土をベースとする。

１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　住居埋土２層に相当。１′は黄褐色土の混入がやや増える。
２　黄褐色土２．５Ｙ５／３　粘性土で混入物少ない。しまり強い。下部では被熱痕跡が顕著である。
３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ５／３　地山砂質土をベースとし焼土粒及び炭化物粒をやや多く含む。
４　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　天井崩落でできた隙間に流入した１層の土。４′は６層の土との混土。
5　暗赤褐色土５ＹＲ３／３　ザラザラした感触。焼土ブロックを多く含むが２層ほど明瞭ではない。炭化

物粒及び灰等を多く含む。
６　黄褐色土２．５Ｙ５／３　２層に比べて砂質土の含有量が多い。焼土をやや多く含む。しまり強い。
７　暗赤褐色粘質土５ＹＲ３／３　焼土を多く含む。７′は炭化物粒を多く含む。



０ 10㎝１:３

規模と形状：北側大部分を４8号住居に掘り込まれている

ため、全容は不明であるが、ほぼ隅丸方形状を呈するも

のと考えられる。東西長２．9６ｍ・南北最大検出長２．8４ｍ・

確認面からの深さ０．２５ｍ。

重複：北側大部分を４8号住居に掘り込まれている。

埋土：灰黄褐色土。

竈：南東隅に取り付く。ほぼ掘方の状態で検出された。

両袖、燃焼部、煙道は地山を削り出して形成され、両袖

は自然石を芯材にして形成されている。支脚として使用

された自然石も燃焼部中央奥側で出土している。また、

全体的に、竃の構築材として使用されたと見られる自然

石が多数出土している。燃焼部は地山を削り出して形成

され、住居の壁の位置よりも外側に造られている。地山

を削り出し、火床面は、地山を削りだして形成した上に、

厚さ０．１６ｍ程灰黄褐色土を貼り付けて形成している。竃

の焚き口の手前の床面からは灰の堆積が顕著な部位が検

出された。また、煙道は地山を削り出して形成され、住

居外側に長く延びている。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を平坦に削り床面を形成している。

掘方：掘方と床面とが一致している。

遺物：土師器甕３点(竈)。

時期：平安時代中期、１１世紀前半。 

(48)53号住居(第111図、ＰＬ．49・50・107)

位置：Ｃ区の中央よりやや西寄りの位置。Ｃ３調査区西

端付近。２9２～２9４号土坑の南側に、２9６・２9７号土坑の

東側に、３０２・３０３・３０５号土坑の北側に隣接する。Ｘ＝

４8，０8３～４8，０8７、Ｙ＝－６9，４４２～－６9，４４５。

主軸方位：Ｎ－６8°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－７５°－Ｗ。

第１０8図　Ｃ区５１号住居　出土遺物

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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検出面積：６．６9㎡。　       

規模と形状：南北に長い隅丸長方形状を呈する。長辺

３．６５ｍ・短辺２．６２ｍ・確認面からの深さ０．２２ｍ。

重複：２５３・２５４・２98号土坑に上面を掘り込まれるが、

掘り込み自体は住居遺構の破壊には及ばない。

埋土：灰黄褐色土。壁際で鈍い黄褐色土 が斜めに堆積

する。

竈：東壁の中央、やや南寄りの位置に取り付く。両袖は

芯材に自然石を使用し、燃焼部、煙道は地山を削り出し

た上に灰黄褐色土を貼って形成され、住居の壁よりも外

側に造られている。火床面は地山を削りだして形成した

上に、厚さ０．０１～０．１ｍ程黒褐色土を貼り付けて形成し

第１０9図  Ｃ区５２号住居　平面図・土層断面図

５２号住居

竈 竈掘方

第３章　調査の成果
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１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　やや粗粒の砂質土をベースとし、炭化物粒
及び暗褐色土を少量含む。ややしまりを欠く。

２　灰黄褐色細粒砂質土１０ＹＲ４／２　黄色味を帯びる。２′は浅間山火山
灰Ａｓ－Ｃ混入黒色土や同層直上粘性土を少量含む。

１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　色調は４8号住居１層よりも暗く見える。黒
褐色土と砂質土との混土で互層状に近い堆積。

１　鈍い赤褐色土５ＹＲ５／４　シルト質の竈構築材が焼土化。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　混入物は少ない。２′は竈構築材らしい灰黄色土を少量含む。
３　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物粒及び黒色灰主体。
４　鈍い赤褐色土５ＹＲ４／３　地山粗粒砂が被熱して赤変。上部ほど赤味が強く漸移的に地山砂質土となる。
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ている。竃の構築材として使用されたと見られる自然石

が多数出土している。竃の焚き口の手前の床面からは灰

の堆積が顕著な部位が検出された。また、煙道は地山を

削り出した上に０．０５～０．２１ｍほど黒褐色土を貼って形成

され、住居外側に延びている。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を平坦に削り床面を形成している。

掘方：掘方と床面とが一致している。

遺物：須恵器羽釜片３点(４竈、5・６床直)、同杯蓋片

１点(埋土)、灰釉陶器稜椀片１点(床直)、緑釉陶器椀１

点(埋土)。

時期：平安時代中期、１０世紀第１四半期。 

(49)54号住居(第112図、ＰＬ．50・51)

位置：Ｃ区の中央よりやや西寄りの位置。Ｃ３調査区の

ほぼ中央、西端。住居本体の大部分はＣ２調査区の東端

にかかる。１２０・１６４号土坑の南側に、３０２・３２０号土坑の

西側に、隣接する。Ｘ＝４8，０７9～４8，０8２、Ｙ＝－６9，４４７

～－６9，４５０。

主軸方位：Ｎ－8４°－Ｅ。竃主軸方位：Ｎ－１２２°－Ｅ。

検出面積：４．７１㎡。　       

規模と形状：東西に長い隅丸長方形状を呈する。長辺

２．9６ｍ・短辺２．７１ｍ・確認面からの深さ０．２２ｍ。

重複：西辺を１６６号土坑に掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。壁際及び下層に暗灰黄褐色土 が堆

積する。

竈：東南隅に取り付く。ほぼ掘方の状態で検出された。

両袖は芯材に自然石を使用し、燃焼部、煙道は地山を削

り出した上に暗褐色土を貼って形成され、住居の壁より

も外側に造られている。火床面は地山を削りだして形成

している。竃の構築材として使用されたと見られる自然

石が多数出土している。竃の焚き口の手前の床面からは

灰の堆積が顕著な部位が検出された。また、煙道は地山

を削り出した上に０．０５～０．２１ｍほど暗褐色土を貼って形

成され、住居外側に延びている。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を平坦に削り床面を形成している。

掘方：掘方と床面とが一致している。

遺物：なし。

時期：古代。 

(50)55号住居(第113図、ＰＬ．51・107)

位置：Ｃ区の中央から南寄りの位置。Ｃ３調査区の西南

寄りの位置。５３号住居の東側に隣接する。Ｘ＝４8，０8１～

第１１０図　Ｃ区５２号住居　出土遺物

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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第１１１図　Ｃ区５３号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

５３号住居

竈 竈掘方

第３章　調査の成果
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１　灰黄褐色細粒砂質土１０ＹＲ４／２　炭化物粒を少量含む。２層との境は漸
移的。

２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土を多量に含む。黄色味強く、粘性
弱い土を不均等に含む。

１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　住居埋土１層に近い。炭化物粒を含みやや黒色味が強い。
１′は炭化物粒の混入がやや多いが焼土の混入まれである。

２　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物粒及び灰をベースとする。焼土はほとんど含まない。
３　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黄褐色土小ブロックを多量に、炭化物粒をやや多く含む。

１
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5

６
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４8，０8４、Ｙ＝－６9，４３8～－６9，４４２。

主軸方位：Ｎ－8４°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－8１°－Ｗ。

規模と形状：南側大半を５０号住居に、西端近くを１４号溝

に掘り込まれているため、全容は不明である。東西検出

最大長４ｍ・南北検出最大長１．１２ｍ・確認面からの深さ

０．３ｍ。

重複：南側大半を５０号住居に、北東隅を３４号住居に、西

北隅付近を南北に１４号溝に掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。

竈：東壁に取り付く。ほぼ掘方の状態で検出された。燃

焼部は地山を削り出し、住居の壁よりも外側に造られて

いる。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を平坦に削り床面を形成している。

掘方：掘方と床面とが一致している。

遺物：須恵器杯片１点(埋土)。

第１１２図　Ｃ区５４号住居　平面図・土層断面図

５４号住居

竈 竈掘方

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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１　灰黄褐色中粒砂質土１０ＹＲ４／２　ややザラザラしている。炭化物粒を
少量かつ不均等に含む。

２　暗灰黄色土２．５Ｙ４／２　黄色味と暗褐色の砂質土が不明瞭だが互層状
のように堆積している。２′は地山砂質土の含有量が増え、地山と
の境が不明瞭になる。炭化物粒を少量含む。

１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　住居埋土１層に相当。１′は焼土及び炭化物粒を含み、明るい色調。
２　灰褐色土５ＹＲ４／２　不明瞭な焼土の混入が増えている。下部では炭化物粒を多く含む。
３　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　大粒の炭化物粒を多く、焼土小ブロックを不均等に含む。ややしまりを欠く。
４　暗褐色土１０ＹＲ３／３　地山砂質土中に多量の炭化物粒及び灰を含む。しまりややあり。
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時期：平安時代前期、９世紀第２四半期。 

(51)56号住居(第114図、ＰＬ．51)

位置：Ｃ区の中央よりやや南東寄りの位置。Ｃ３調査

区の東端、中央。２４４号土坑の西側に隣接する。Ｘ＝

４8，０8３～４8，０8６、Ｙ＝－６9，４２２～－６9，４２４。

主軸方位：Ｎ－8４°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－６8°－Ｗ。

検出面積：３．8５㎡。

規模と形状：西側大半を３０・３５号住居に掘り込まれてい

るため、全容は不明である。南北最大検出長３．8４ｍ・東

西最大検出長１．５8ｍ・確認面からの深さ０．１４ｍ。

重複：西側大半を３０・３５号住居に掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。壁際に鈍い黄褐色土が斜めに堆積す

る。

竈：東壁に取り付く。完全に掘方の状態で検出された。

燃焼部は地山を削り出し、住居の壁よりも外側に造られ

ている。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を平坦に削り床面を形成している。

掘方：掘方と床面とが一致している。

遺物：土師器甕片１点(竈)、土師器小型甕片１点(埋土)、

須恵器羽釜片１点(竈・埋土)。

時期：平安時代中期、１０世紀前葉。 

(52)57号住居(第115図、ＰＬ．51・52)

位置：Ｃ区・Ｃ４調査区の最北東端。北壁に掛かる。Ｘ

＝４8，１１２～４8，１１５、Ｙ＝－６9，４１０～－６9，４１３。

主軸方位：Ｎ－７8°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－9１°－Ｗ。

検出面積：４．６５㎡。

規模と形状：北側が調査区外に出、中央部を１４号溝に掘

り込まれるため、全容は不明である。東西長２．２9ｍ・南

北最大長２．７ｍ・確認面からの深さ０．３６ｍ。

第１１３図  Ｃ区５５号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

５５号住居 竈

第３章　調査の成果
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１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　粒子細かくしまり強い。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山砂質土・パミス・炭化物粒等を多く含む。

２′は壁の崩落土。

１　鈍い赤褐色土５ＹＲ４／３　砂質土中にやや大粒の焼土ブロックを不均等に
含む。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　炭化物粒及び焼土を少量含む。２′は火床埋
戻し土とみられる砂質土であるが不明瞭。

１
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重複：中央部を１４号溝に掘り込まれる。５9号住居の西辺

を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土。壁際に鈍い黄褐色土が斜めに堆積す

る。

竈：東壁に取り付く。ほぼ掘方の状態で検出された。燃

焼部は地山を削り出し、住居の壁よりも外側に造られて

いる。構築材の一部であったと考えられる自然石が燃焼

部の外側で検出された。燃焼部から竃前の床面に焼土・

炭の堆積が顕著な範囲がみられた。竃の掘方は、１４号溝

よりも低い位置から検出されたので、同溝による破壊は

受けていない。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を平坦に削り床面を形成している。

掘方：掘方と床面とが一致している。

遺物：なし。

時期：古代。

(53)58号住居(第116図、ＰＬ．52・107)

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区のほぼ中央、やや南寄りの位置。

３４号住居の東側に隣接する。Ｘ＝４8，０8０～４8，０8３、Ｙ＝

－６9，４３４～－６9，４３６。

検出面積：３．５8㎡。

規模と形状：北側を２５号住居に、東側を３１号住居に掘り

込まれるため、全容は不明である。南北検出最大長２．４７

ｍ・東西検出最大長１．8２ｍ・確認面からの深さ０．２６ｍ。

重複：北側を２５号住居に、東側を３１号住居に掘り込まれ

る。

埋土：灰黄褐色土。

竈・貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を平坦に削り床面を形成している。

掘方：掘方と床面とが一致している。

遺物：須恵器羽釜片１点・同壺片１点・鉄釘１点(埋土)。

時期：平安時代中期、１０世紀第１四半期。

(54)59号住居(第117図、ＰＬ．52)

位置：Ｃ区・Ｃ４調査区の最北東端。北壁に掛かる。Ｘ

＝４8，１１３～４8，１１６、Ｙ＝－６9，４０8～－６9，４１０。

主軸方位：Ｎ－8７°－Ｅ。竃主軸方位：Ｎ－9３°－Ｅ。

検出面積：３．２４㎡。

規模と形状：北側約半分が調査区外に出、南寄りを１４号

溝に大きく掘り込まれるため、全容は不明である。東西長

２．２9ｍ・南北検出最大長１．8７ｍ・確認面からの深さ０．３ｍ。

第１１４図　Ｃ区５６号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

５６号住居

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　炭化物粒をやや多く、黄褐色砂質土を不均等に含
む。焼土散見。しまりやや強い。１′は壁崩落砂質土多く、北側ほど
顕著となる。

２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　土質は１層に近い。褐色粘質土を含み、焼土・炭
化物粒を多く含む。

３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　１層の土と砂質土との混土。
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重複：南寄りを１４号溝に東西に、西辺を５７号住居に掘り

込まれる。２６０号土坑の北辺を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土。壁際に鈍い暗褐色土が斜めに堆積す

る。

竈：東壁に取り付く。完全に掘方の状態で検出された。

燃焼部は地山を削り出し、住居の壁よりも外側に造られ

ている。

貯蔵穴・柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を平坦に削り床面を形成している。

掘方：掘方と床面とが一致している。

遺物：土師器甕片１点(竈)。

時期：平安時代前期、９世紀第２四半期。

第１１５図  Ｃ区５７号住居　平面図・土層断面図

５７号住居

竈 竈掘方

第３章　調査の成果
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１　灰黄褐色中粒砂質土１０ＹＲ４／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミス・
炭化物粒・焼土等を不均等に含む。１′はパミスが増え、淡い斑鉄が
見られる。

２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土をベースとした壁崩落土。１層の
土を小ブロック状に含む。

３　暗褐色土１０ＹＲ３／３　炭化物粒をやや多く、焼土を少量含む。

１　鈍い赤褐色土５ＹＲ４／３　ブロック状の焼土と灰混じりの黒褐色土との混土。１′は焼土ほとんどなく黒褐色を呈する。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　細粒砂質土をベースとし炭化物粒及び灰を含み、焼土を含まない。しまり強い。
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第１１７図　Ｃ区５9号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

５8号住居

第１１６図  Ｃ区５8号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

５9号住居

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　黄褐色土ブロックを不均等にやや多く含
む。炭化物粒や焼土は南側下部で多くなる。１′は地山砂質土を多
量に含む。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　灰黄色土ブロックをやや多く含む。

１　灰黄褐色中粒砂質土１０ＹＲ４／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミ
ス・炭化物粒・焼土等を不均等に含む。

２　暗灰黄色土２．５Ｙ４／２　地山砂質土を多く含む。
３　暗褐色土１０ＹＲ３／３　炭化物粒及び灰を含み黒色味を帯びる。粘性

弱くしまり強い。

１
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１

３（１／２）
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